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プロローグ





　東京ソーディアに、夏が訪れていた。

　赤信号で車が停車すると、シルフィはボタンを押して窓を開けた。むっとした空気が車内に流れ込んでくる。

　シルフィは車の後部座席に座っている。彼女の護衛を務めている双子剣けん士し、ローミスが運転席に、レーミスがシルフィの隣にいる。

　窓が開いたことに気づくと、レーミスがちらりとシルフィのほうを見た。しかし、なにも言わなかった。窓を開けても、特に危険はないと思ったのだろう。

　そもそも、シルフィが乗っている車はセダンタイプのごく普通の国産車だ。防ぼう弾だんなども特に施ほどこされていない。窓が開いていようといまいと、あまり関係ないのだ。

　シルフィは、いつ命を狙ねらわれてもおかしくない身分だ。

　七十年前、全世界を巻き込んで起きた世界大戦。そこに、異世界“〝ソーディア”〟から乱入してきた“〝ソーディ”〟。

　異世界人ソーディは人間をはるかに超えた身体能力を持ち、生まれつき剣に長たけている。彼らは世界に展開していた各国の軍を蹂じゆう躙りんした。

　ソーディ軍を率ひきいた四人の将軍は、戦後に政治指導者となり、日本に新政府を樹立した。その後、今こん日にちに至いたるまで、四よん将しよう家はソーディの頂点に立ち続けている。

　シルフィは、その四将家の後継者だ。

　まだ二十六歳と若いが、二年前に元げん老ろう院いん議ぎ員いんに選ばれ、政治に携たずさわっている。シルフィにとっては、議員活動はいつか国の頂点に立つ日までの修行でもある。

　要よう人じんである以上、いつなにが起きても不思議はない。だが、シルフィは二人の護衛を信頼している。過剰な警備は必要としていない。

「と、着いたか。今日は道が空すいてたね。お疲れ、ローミス」

　車が停とまり、シルフィが運転席に声をかけると、銀色の髪を伸ばした女性剣けん士しは、無言で小さく頷うなずいた。隣に座っていたレーミスも黙だまって車から降り、周囲の安全を確認し、シルフィに目で合図する。

「ふむ。ここに来たのは久しぶりだな」

　シルフィは、車から降りると、すぐそばにあるビルを見上げた。十階建ての、味も素っ気もない建物だ。

　ここは、東京ソーディアの中央特別区センター。大戦に勝利したソーディたちが、かつての故こ郷きようの名前をつけた首都の中でも各省庁や企業の本社ビルが集まる中心部だ。シルフィが見上げているビルは、それらの建物と比べるとずいぶんと質素な印象だ。

　そのビルには、かつて“〝セイバーズ”〟と呼ばれた首都の治ち安あん維い持じ部隊の本部が入っていた。

　しかし、セイバーズは二ヶか月げつほど前に局長が離り反はんし、その直後に副長を含めた中核となる戦力が壊かい滅めつしてしまい、解体された。その後、本部は空きビルのままとなっている。

　ビルの玄関には、分厚いシャッターが下りていて、物寂さみしげな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　外観はともかく、せっかくの一等地にあるビルだ。遊ばせておくのはもったいない。シルフィは、ここを今担当している仕事で使わせてもらうために、下見に来たのだ。

「姉上！」

「ん……？」

　シルフィが振り返ると、一人の少女がこちらに駆かけてきていた。

　長い金色の髪を頭の左側で結び、白いブラウスにネクタイ、ベージュのベスト、見事な脚きやく線せん美びをあらわにしたミニスカートを身につけている。

「どこの天使かと思ったら……セフィか」

　シルフィは、最愛の妹に満面の笑みを向ける。

　その妹は、背中に自分の身の丈ほどもある巨大な剣を背負っている。天使にしては物騒すぎるが、そんなアンバランスな姿もシルフィの目にはひどく愛らしく映る。

「セフィ、こんなところでなにを？」

「姉上にお会いしに行くとメールしました。お返事もいただきましたよね？」

「私の執しつ務む室しつのほうに来るのかと思っていたよ」

　セフィへの返事で、このビルの視察に来ることも伝えてあった。妹がここで待っているとは思っていなかったが。

「ん？　イシュトと……あれは、桜さくら井い日ひ奈な子こか。彼女まで来たのか」

　セフィが走ってきた方向を見ると、路ろ肩かたに一台の車が停とまっていて、見知った人物が二人、車体にもたれかかるようにして立っていた。

　一人は、シルフィが抱える捜査チーム“〝セイバーズ”〟のリーダーであるイシュトだ。旧セイバーズの名前を引き継ついではいるが、正式メンバーは三人だけの部隊だ。そしてイシュトは、セフィが通う剣の学院の生徒会長でもある。

　もう一人は、桜井日奈子。ソーディ政府への抵抗活動を行っている太たい陽よう教きよう教きよう祖その娘だ。わけあって、セイバーズが保護している。彼女は、セフィの友人でもあるらしい。

「セフィ。あまり、桜井日奈子は連れ回してほしくないんだけどな」

「すみません、姉上。でも、彼女もあたしと同じ気持ちです。だから連れてきたんです」

「ほう。セフィと同じ気持ち──とは？」

　シルフィは、妹に聞き返した。

　桜井日奈子は微妙な立場にいる上に、ある種の貴重な能力を持った少女だ。以前に一度、外出許可を与えたことはあったが、あれは特例だ。あまり軽々しく外に出されては困る。

「ヒナ──桜井日奈子も、ロヽウヽの救出を願っています。会長も同意してくれました」

「ふむ……自分たちでクロウを助け出したい、というんだね？」

　ロウ、というのはセフィやイシュトと同じく剣の学院に通っている少年だ。

　ただし、クロウはソーディではなく人間だ。しかも最強のソーディ、剣けん聖せいヒョウカの弟で子しといういろんな意味で特別な人間である。

　そのクロウは、一週間前、誘ゆう拐かいされた桜井日奈子を助け出すために太陽教の教団本部に殴り込みをかけ、救出には成功したものの、その直後に今度はクロウ自身が誘拐されてしまった。

　誘ゆう拐かい犯はんは、ソーディ政府に叛はん旗きを翻ひるがえしている危険な戦闘狂の一族──“〝ブレイズ”〟の少女、リンネだ。

　リンネの足取りは誘拐直後に途絶えており、手がかりすらない。クロウは完全に消息不明となっている。

「私にとっても、クロウは部下だ。もちろん心配はしてる。だが──」

「姉上っ！」

　突然、セフィが身を乗り出してきて、シルフィの肩かたを掴つかんだ。同時に、背負っていた大剣──星ほし崩くずしと名付けたそれを、抜き放った。

「そこっ！」

　セフィは、星ほし崩くずしを大きく横に振るった。周りの空気を巻き込んで、嵐のような暴風が吹き──

　キインッ、と甲かん高だかい金属音が響いた。

「なんだ……？」

　あくまでシルフィは落ち着いたまま、状況を確認する。

　さきほどの金属音とともに、空中に火花が散ったのが確かに見えた。ソーディならば見慣れている、刃を打ち合わせたときの響きと火花だ。

　シルフィは政治家である。剣を振るうのは自分の役割ではないため、帯たい剣けんすらしていない。それでもソーディとして剣のたしなみはある。なにも見えなかったが、今確かに何者かが刃を振るったのは気配でわかった。

「「シルフィ様」」

　同じ声がまったく同時にシルフィの名を呼んだ。その瞬間には、ローミスとレーミスの双子剣けん士したちが、シルフィの前後を固めていた。

　双子たちは細身の剣を抜き、油断なく周りを見回している。

「たいしたもんだよ、セフィ。いくらローミスたちが少々離れてたとはいえ、この二人より先に反応するなんて」

「姉上、のんきに感心している場合じゃ……！」

　セフィもまた、星崩を構えて周囲を警戒している。彼女はまだ十五歳の少女だ。それでも、ここ数すうヶか月げつの間、かなりの修しゆ羅ら場ばをくぐってきている。構えにもまったく隙すきがない。

「のんきに、と言われてもね。私にはなにが起きているのかわからない」

　シルフィは薄く笑いながら、周りを見た。前後に双子剣士、それにセフィもほとんどシルフィにくっつくような位置に立っている。

　それから、少し離れた場所にイシュトと日ひ奈な子こ。

　他には、誰だれの姿も見当たらない。

　だが、この近くに間違いなくセフィと剣を交えた誰ヽかヽがヽいヽるヽ。

「ローミス、レーミス、わかるかい？」

「…………」

　双子たちは、揃そろって首を振った。

　ローミスとレーミスは、ソーディの中でも特に優れた剣士だけに与えられる“〝剣けん姫き”〟の称号を持っている。

　彼女たちもまだ二十六歳と若いが、昔からシルフィの家に仕えてきた剣士たちだ。シルフィは、双子たちがどれほど優れた剣士であるかよく知っている。

　その双子たちにも、敵の姿すら捉とらえられないとは。

「ん……？　ちょっと、ヒナ！　こっちに来ちゃダメ！」

　セフィがぎょっとして、裏返った声を上げている。

　驚くのも無理はなかった。のんびりとした歩調で、桜さくら井い日ひ奈な子こがこちらに近づいてきている。イシュトもあっけに取られて、止めることもできないようだ。

「そうか、あれが……クロウから報告のあった……」

　シルフィは、ぽつりとつぶやいた。

　歩いてくる桜井日奈子の全身を包むように金色の光がきらめいている。

　ソーディが体内に持つ不ふ可か視しのエネルギー『光コウ』とも違う。まるで、太陽のようなまばゆい輝きだ。

「うおおっ……!?」

　どこからか、もだえるような声が響いた。

　双子たちとセフィが同時に反応して、声の主のほうを向いて構える。

　突然、湧わき出でたかのように、シルフィたちから数メートル離れた路上に、黒いローブをまとった何者かが姿を現していた。

　ローブの人物は、フードを目深にかぶっていて、顔は見えない。しかし、シルフィの目は、フードの下で赤い瞳がちらりと覗のぞいたのを見逃さなかった。

「ブレイズか」

　シルフィがつぶやいたときには、既すでに双子剣けん士したちは動いていた。二人は矢のように飛び出して、黒いローブの人物に斬きりかかっていく。

　ローミスとレーミスは、一対一の戦いにこだわるソーディの中では珍しく、二人一組で戦う剣士である。シルフィはそのソーディらしからぬところが気に入って、護衛として雇やとっている。

　シルフィは仕事は堅実であるが、個人的には“〝変わったもの”〟を好む悪あく癖へきがあるのだ。

　双子の剣士は、微妙にタイミングをずらしながら、黒ローブの者に上段と下段からの攻撃を放つ。

　並のソーディであれば、なにをされたのかもわからずに斬られる一撃だった──が。

「…………っ」

　黒ローブの者は小さく息を吐くと、ローブの中から短剣を二本引き抜き、ローミスとレーミスの剣を受け流した。再び火花が散り、黒ローブの者は受け流しながら、後ろに跳んだ。

「ほう、同時に二人をさばくとは。いい動きだね」

「だから、姉上。感心してる場合ではないです」

　出遅れたセフィは、手持ち無ぶ沙さ汰たなようだった。セフィも成長しているとはいえ、剣けん姫きである双子たちには及ばない。シルフィとしても、妹にはあまり危険なことはしてほしくなかった。

「それもそうだね。ただ、“〝見る”〟というのは非常に大事なことなんだよ、セフィ」

　シルフィは、じっと暗殺者を見つめる。その手元にある二本の短剣は、刀身から柄つかまで黒一色だった。

「その黒い剣……刀身を焼いたかな？　暗殺用の剣だね」

「…………」

　シルフィの言葉に、黒ローブの者はなにも答えなかった。

　それから、ローブの裾すそを揺らして、身を翻ひるがえした。跳ねるようにして、あっという間に離れていってしまう。

「ローミス、レーミス！　追わなくていい！」

　すぐさま反応して走りだそうとしていた双子剣けん士しは、シルフィの言葉にぴたりと立ち止まった。

「相手は暗殺者。ブレイズの中でもまともな手合いではないだろう。深追いは禁物だよ」

　シルフィは、双子たちに微笑ほほえみを向けた。

　双子たちはきちんと仕事を果たしたのだ。これ以上の危険を冒おかす必要はない。

「と、桜さくら井い日ひ奈な子こ。君の能力はたいしたものだね」

「……そうですか」

　日奈子は、どうでもよさそうに言った。

　彼女は太たい陽よう教きようでは“〝太陽の乙女”〟と呼ばれているらしい。その呼び名のゆえんは未いまだに定さだかではないが、彼女にはブレイズが持つ魔法のような力──術法を封ふうじる能力を持っているのだ。

「光の屈折を操作して、周囲の景色を自分の周りに映して姿を隠した……かな？　術法というのも、いろいろバリエーションが豊富なのだね」

「これまであたしが見た術法は、直接攻撃に使うものばかりでした」

「あの能力があれば、敵の本拠地で親玉を殺して悠ゆう々ゆうと引き上げることも可能だね」

「姉上……」

　セフィが心配そうな目を向けてきている。

　妹にもわかったのだろう。さっきの姿を消す刺し客かくが狙ねらったのはシルフィだった。剣から離れた政治家でも、殺気を向けられれば、そうだとわかる程度の能力はある。

「私を狙うとはね。本気だったかどうかまではわからないが──ブレイズが新しい動きを見せ始めた、かな？」

「ブレイズが……」

　セフィは、戸と惑まどった表情を浮かべている。

　そのブレイズに、友人が囚とらわれの身となっているのだ。心配するのも無理はない。

　しかし──

　クロウの消息が知れない以上、ブレイズに新しい動きが見えたのは悪いことではない。完全に雲くも隠がくれされるよりは、よほどマシだ。

　さてさて、面白くなってきたかな──

　シルフィは妹には見えないように、薄く微笑ほほえんだ。










１章　敵地のクロウ





　空気は固く凍りついていた。

　見慣れた山の景色が、まるで別物のようだ。山自体が殺気を放っているようにも感じる。

　クロウは、右手に抜き身の日本刀を構えたまま、生おい茂しげった草木を手でかきわけながら慎しん重ちように進んでいく。

　どこだ、どこから来る──

　つうっ、と汗が背中を伝わっていく。Ｔシャツが汗でじっとりと濡ぬれているのは暑さのせいだけではない。

　一瞬でも気を抜いたら、一秒後には首をはねられているかもしれない──

「…………っ！」

　そう思った瞬間に、クロウは動いていた。

　くるりと身を翻ひるがえし、横に薙なぐように日本刀をひらめかす。自分の手の延長であるかのように馴な染じんだ剣を正確に、なおかつ素早く振るう。

　キインッ、と澄すんだ高い音が響き、クロウの剣と、彼に襲いかかってきた剣が交錯する。

「くっ……！」

　クロウの右手がびりびりと痺しびれ、危うく剣を取り落としそうになる。それでも、彼は歯を食いしばってこらえ、両手で剣を構え直す。

「ほう、今のを止めるか」

　クロウのほんの数メートル前に現れた人物が、楽しげに言った。

　まだ二十代の若い女性だ。青い髪を背中まで伸ばし、まるで遊ゆう女じよのような派手な桜さくら色いろの着き物ものを着て、前を盛大にはだけている。

　だらりと下げた手にはクロウと同じ、日本刀を握にぎっている。

　彼女はクロウの師匠──剣けん聖せいヒョウカだ。

　ソーディの頂点に立つ七しち剣けんの一人にして、最強の剣けん士しである。

　弟で子しであるクロウは、もう一人の弟子とともに人里離れた山にこもって修行を受けている。その修行も六年を過ぎたが、厳しさは増すばかりだ。

　人間のクロウは、ソーディにはパワーもスピードもまったく及ばない。ヒョウカが居眠りしながら振るった剣でも、まともに受け止めたら剣ごと綺き麗れいに斬きられてしまうだろう。

「まったく……ただでさえこっちは死に物狂いなのに。いきなり襲いかかられちゃ、たまらねえよ」

　クロウは、日本刀を肩かたに担ぎながらぼやいた。

　剣聖は、クロウに山中を歩かせ、奇き襲しゆうをさばかせる訓練をさせていたのだ。やらされているほうにしてみれば、生きた心地がまったくしなかった。

「ソーディが正せい々せい堂どう々どう、一対一の戦いを好むとはいえ、そうでない者だっているのだよ。どんな状況にでも対応できなければ、そなたは死ぬぞ」

「ていうか、あんたに殺されそうだよ」

「なにか不服でも？」

「あるに決まってんだろ！」

「おかしなことを言う。そなたは──私に殺されないために弟子になったのだろう？」

「……そうだったかな」

　クロウはとぼけてそっぽを向いた。

　六年前、彼は次々に人を斬り捨てていくヒョウカを目撃して、彼ヽ女ヽにヽ殺ヽさヽれヽなヽいヽたヽめヽにヽ弟子入りを志願した。突とつ拍ぴよう子しもない理由ではあるが、ヒョウカと渡り合えるようになることが、彼の目的ではあるのだ。

「だいたい、ラーシュはどこに行ったんだよ。なんで俺おれ一人だけこんなことやらされてんだ！」

「ごまかしたな。まあいいが。ラーシュは、昨日私に叩たたきのめされたからな。あいつは、いつもこれだ。一度やられると、自分で納得いくまで考え込み、対策を練ってからまた挑んでくる」

　ヒョウカは呆あきれたように言って、自分の剣の先端をクロウに向けた。

「一方で、クロウはやられてもやられてもしつこく斬きりかかってくる。私に言わせれば、そなたは生きたいのか死にたいのかわからん」

「死にたいわけねえだろ」

「……まあ、そうだな。そうなのだろう。もっとも、クロウ。そなたは死にたくても死ねないだろうがな」

「なんだそりゃ」

　クロウは小さく首を傾かしげた。

「そなたは死なんよ。私にはわかる。ああ、わかるのだよ──私のクロウ」

　そう言って、剣けん聖せいヒョウカは柔らかく微笑ほほえんだ──





「…………」

　少し昔の、夢を見ていた。

　まだ剣聖の継承印コードを受け取る前の夢だ。

　なぜ、あんな夢を──

　ふと、白い天てん井じようが目に入った。

　見慣れない景色に驚いたのは、ほんのわずかな間だけ。

　クロウはすぐに冷静さを取り戻すと、現状を確認する。

　知らない部屋の、ベッドに寝かされていて──

「……って、おい」

　横を向くと、息がかかるほど近くに女の子の顔があった。

　ピンク色の髪をちょこんと結び、羽の形をしたヘアピンを着けている。

　整った顔の目は閉じられ、小さな寝息を立てている。彼女はベッドの横に椅い子すを置き、クロウの枕まくらの横に顔を埋うずめて眠っているようだ。

「えーと……」

　クロウは状況を思い出す。

　太たい陽よう教きようの教団本部に殴り込みをかけ、教団の戦闘部隊のリーダーである幹みき原はら条じよう一いち郎ろうと戦い、幼なじみの木き戸ど明あか里りに銃で撃たれ、それでもしぶとく生き残った直後に、このピンク髪の少女にさらわれたのだ。

　少女の名前は、リンネ。

　クロウが戦ってきたブレイズの一員であり、一度は命いのち懸がけの勝負をしたこともあった。

　妙にリンネに気に入られていることはクロウも知っていたが、お姫様ではあるまいし、まさか自分がさらわれるとは夢にも思っていなかった。

「うにに……もうたばかれないよ……」

「食べられないよ、じゃねえのかよ」

　クロウは、思わずリンネの寝言に突っ込んでしまう。

　リンネは自分を誘ゆう拐かいした加害者ではあるが、不思議と憎めない。できれば、剣を交えるのももう勘弁してほしいところだ。

「つーか、俺おれなんぞさらってどうしたいんだろうなあ、こいつは……」

　と、つぶやいたときにクロウはふと気づいた。

　かけられていた薄い布団をめくると、そこには──

「……誰だれだ!?」

　見知らぬ少女が、クロウの隣に寄り添うように眠っていた。

　おそらく、クロウやリンネよりも年下だろう。見たところ、十歳程度だ。

　少女はなぜか、ピンクのキャミソール一枚という格好だった。薄い胸が半ば覗のぞいていて、細い手足もむき出しになっている。ロリコンなら泣いて喜ぶ状況だろうが、クロウにはそっちの趣味はない。

　それよりも、どういう理由で少女がクロウに添い寝しているのか、そちらのほうがはるかに気になる。

「おい」

















「ふわ!?」

　クロウが身体からだを起こし、少女の頭をぺちんと叩たたくと、彼女は妙な声を上げた。

「な、なに？　なんですか？」

「それは俺おれの台詞せりふだ。誰だれだ、おまえは？　ここはどこだ？」

「人を叩たたき起おこしておいて、質問をたたみかけてきました!?」

　少女はクロウに叩かれた頭を押さえて、あたふたと焦っている。

　クロウは、あらためて少女を観察する。

　かすかに青く、透すき通とおるような不思議な色の髪を二つに結んでいる。小さな顔は愛らしく、瞳の色は鮮あざやかな真しん紅くで、その目をまんまるに見開いている。

　どう見ても、無害な普通の少女だった。

「誰だって言われても……って、起きたんですか！」

「ご覧のとおりだ」

　クロウが答えると、少女は目を見開き、いきなり手を伸ばしてきた。

　少女はクロウの手首に指を添えて脈みやくを取り、さらにどこからかペンライトを取り出して、目や口の中を調べ始めた。

「……なにしてるんだ？」

「黙だまるがいいです！」

　少女はきっぱり答えると、クロウに後ろを向かせ、背中をあらためていく。ここで、クロウは自分が上半身裸はだかで、パジャマのようなズボンだけはいていることに気づいた。

　左手首にはめている金属の腕うで輪わ──剣けん聖せいの継承印コードは無事だが、着ていた服はどこにいったのだろうか。

　正直なところ、まったくわけがわからない。

　背中には二発の銃弾を撃ち込まれた傷跡があるはずだが、やや突っ張る感じがするだけで、不思議と痛みはない。

「ふむ。傷は塞ふさがったようです。肩かたは痛みますか？　お腹なかは？」

「……いや、なんともねえな」

　少女の小さな手で腹をまさぐられ、どうにもくすぐったい気分になる。

「ふう……よかった。お兄さんは、二発も背中を撃たれてたんですよ」

「それは知ってる」

「脊せき椎ついは逸それてましたし、臓ぞう器きにも達してませんでした。弾丸は既すでに摘てき出しゆつしてあります。あと、左肩けん甲こう骨こつの亀き裂れつ骨折、肋ろつ骨こつも三本折れていました」

「そりゃまた、えらいこっちゃな」

　クロウは、額ひたいをぽりぽりとかきながらつぶやいた。

　よくも悪くも、クロウはケガには慣れている。今回のも充分大ケガなのだろうが、感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

「つーか、そんなケガした割には全然痛くねえのはなんでだ？　もしかして、もう何なんヶか月げつも経たってるとか？」

「まだ一週間です。でも、もう肩かたも背中も大丈夫だと思います」

　少女は、自信ありげに答えた。幼い女の子にそんなことを言われても、説得力などまるでないはずなのに、なぜかクロウはその言葉を信じてしまいそうになる。

「……俺おれは若じやつ干かん特別製ではあるけど、撃たれた傷とか骨折が一週間やそこらじゃ治らねえだろ。だいたい、なんでおまえにそんなことが言い切れる？」

「あっ、自己紹介が遅れました。私、リーゼベルといいます。どうぞ、リーゼと呼んでください。一応、医師です」

「医師……？」

　この小学生にしか見えない少女が医者だなどと言われても、信じられるわけがない。

「お医者さんゴッコか？　どちらかというと、俺が医者役をやりたい」

「違います！　本当に医者なんです！」

　リーゼは叫んで、ベッドからぴょんと下りた。そして、ベッド横にある低い棚の上に置かれていた布きれを取り上げる。

「見てのとおりです」

　リーゼは偉えらそうに言いながら、その布きれ──白はく衣いをキャミソールの上から羽織った。だぶだぶの白衣にキャミソールの組み合わせは、特殊な性癖の人を煽あおっているかのようだ。

「いや、見ても納得できねえんだけど……」

「まあ確かに、正式な医師免許は持ってません」

「ニセ医者じゃねえか！」

「モグリと言うがいいです」

「同じだ！　……って、おお、なんかくらくらする……」

「まだあまり興奮してはダメです。傷が癒いえても、あなたは血を流しすぎましたし、体力は戻ってないです。横になっていてください」

　少女──リーゼに言われるままに、クロウは再びベッドに横になった。正直、座っているだけでも多少おっくうだったのだ。

　横になって、すぐに気づく。リンネは、これだけ騒がれてもまだ眠りこけたままだった。

「こいつはのんきだな……。で、俺の傷はなんで治ってるんだ？　天使でも降りてきたのか？」

「私は天使ではありません」

「俺の知り合いのおっさんから見れば、天使かもな」

　クロウは、元軍人の太たい陽よう教きよう教きよう徒との顔を思い浮かべる。彼は少女に対する特殊な性癖を持っていた。

「天使ではありませんが……私もそこのリンネと同じ、ブレイズです。正式なお医者さんから習った医い療りよう技術の他に……“〝癒いやし”〟の術法を使えます」

「癒し……？　術法ってそんなことまでできんのか」

　クロウは、炎や風などを操る、破壊のための術法しか見たことがない。そこで眠っているリンネの風の術法は、人間など一撃で木こっ端ぱ微み塵じんに砕いてしまうほどの威力だった。

「私は、自分の『光コウ』を相手に送り込んで、傷を癒せるんです。お兄さん、ちょっと手を出してみてください」

「ん？」

　クロウは横になったまま、リーゼに右手を差し出す。

　不意に、リーゼが手をひらめかせると、人差し指の先に鋭い痛みが走った。

「って、なにするんだよ！」

　クロウの人差し指に小さな切り傷ができて、血がにじみ出していた。リーゼの手には、いつの間にかメスが握にぎられている。あれで斬きられたのだろう。

「ごめんなさい、でもこうするのが一番手っ取り早いので」

　リーゼがそう言いながら、自分の親指と人差し指で挟むように、クロウの傷に触れる。

　すると──あっという間に出血が止まり、傷も綺き麗れいに塞ふさがってしまう。

「小さな傷なら、すぐです」

「マジか……」

　こうして目の前で見せられると、信じるしかない。

「でも、銃じゆう創そうや骨折は時間がかかるのと、直接手で触れないとダメなので、極力お兄さんに触れているようにしてました」

「それで、添い寝してたのか」

「いつの間にか寝ちゃってたみたいです。でも、治療はほぼ終わりました。よかったです」

　リーゼは、心から嬉うれしそうに笑った。

　年齢といい、医療技術のことといい、よくわからない少女ではあるが……。

「そうか。じゃあ、あんたは俺おれの恩人だな。ありがとう」

「いえ、医者として当然のことです」

　リーゼは、またにっこりと笑う。

「それに……ブレイズはみんな死ぬほど頑がん丈じようなので医者の仕事はないですし、術法も全然使う機会がなくて……お兄さんのように普通にケガしてくれる人は大好きです！」

「……女の子に好かれるのは、悪い気はしないな」

　クロウは、やや呆あきれつつ言った。この少女も、あまりまともではないかもしれない。

「でも、まだ完治ではないので。あと何日かは安静にしていないとダメです」

「……そうか」

　ここがどこなのかもわからないが、身体からだがまともに動かないのは確かなようだ。無理をして死んでは意味がない。

　死にたくても死ねない──師の言葉をそう鵜う呑のみにはできないだろう。

「あ、クロちゃん。なんか食べる？」

「ああ、なにか軽い物を……って、起きてたのかよリンネ！」

　リンネは身体を起こし、クロウに顔を近づけている。

「うん、ついさっき。よかったー。クロちゃん、しぶといから絶対死なないだろうとは思ってたけど」

「女の子の期待には応こたえる主義なんでな……」

　クロウは、呆あきれ顔がおをする。

　太たい陽よう教きようでの戦闘のダメージだけなら、一週間も昏こん睡すいすることはなかっただろう。トドメになったのは、リンネに担がれて荒っぽく運ばれたせいだと思う。

　もっとも、死し剣けん使つかいという特殊なブレイズであり、ずば抜けた身体能力と回復力を持つリンネには、人間のもろさがよくわからないのだろう。

「つーか、リンネ。おまえ、俺おれをここに連れてきてどうする気だ？」

「…………」

　リンネは腕うで組ぐみして、しばらく考え込んだかと思うと。

「……ど、どうしよう」

　困ったような顔をして、小さく首を傾かしげる。

「訊きいてるのはこっちなんだけどな、おまえは考えなしにもほどが──」

　そこまで言って、ふとクロウは気づいた。首になにか違和感があることに。

「なんだこりゃ？　包帯……じゃねえな？」

　彼の首には金属の輪のようなものが着けられていた。自分で着けた覚えはない。

「あ、ごめん、クロちゃん。凄すごいケガしてたから、ブレイズの人に連絡したんだけど……リーゼちゃんだけじゃなくて……」

　リンネが申し訳なさそうに言った。リーゼも、床に視線を落としている。

「なんだ、起きたのか。ちっ、そのまま死んでもよかったのによ」

「……今度は誰だれだ？」

　ここで初めて、クロウは部屋を見回した。リンネや幼い少女の添い寝が強烈すぎたのか、今まで周りを気にしていなかった。

　六畳ほどの狭い部屋に、ベッドと小さな棚が置かれているだけだ。

　その部屋のドアのところに、一人の少女が立っていた。

　ショートカットにした黒髪に、小麦色の肌はだ。深ふか紫むらさき色いろの瞳。女性にしてはやや背が高く、百七十センチほどあるだろうか。

　半はん袖そでの白いブラウスに、チェック柄がらのプリーツスカート。リンネが着ているのと同じ制服だった。

　腰こしには革のベルトを巻いていて、そこに細身の長ちよう剣けんを吊つるしている。

「別にてめーに自己紹介する必要はないけどな。まあいい。私はネッサ。お察さつしのとおり、ブレイズだ」

　ネッサと名乗った少女の瞳が、一瞬赤く光った。赤い瞳は、ブレイズの種族的特徴であるが、ブレイズの中でも若い世代は、瞳の色を自在に変えられるのだ。

「てめーの剣と携帯電話ケータイは没ぼつ収しゆうさせてもらった。ケータイのほうはもうぶち壊したがな」

「……ひでぇな。大事な写メとかも入ってたのになあ」

　特に、待ち受けにしているセフィの写真はお気に入りだった。だが今時は、ケータイがあれば居場所が発覚する恐れがある。囚とらわれの身としては、当然の展開だろう。

「ところで、リンネ。この姉ちゃん、おまえと同じ制服着てるけど、クラスメイトかなにかか？」

「ああ、うん。ほら、ボクは普通のソーディの学校に通ってたじゃない？　でも剣を習ってなかったからね。念のために護衛についててくれたのがネッサちゃんなんだよ」

「なるほど、護衛ね」

　クロウは納得する。リンネは、特殊なブレイズだ。素手でも相当に強いだろうが、なにかあっては困ると誰だれかが判断したのだろう。

「リンネ、余計なことしゃべんな」

「ちなみに、ネッサちゃんは仲間からは姐あね御ごって呼ばれてるよ」

「だから、いらんことを言うな！　人の話を聞けよ、てめーは！」

　クロウは再び納得した。ネッサは荒っぽく見えるが、仲間から信用されているということだろう。

「なにニヤニヤしてんだ、人間ヤート。てめー、リンネを上う手まく手て懐なずけたみたいだけど、私に指一本でも触れてみろ。潰ヽすヽぞ」

「な、なにをだよ？」

　クロウは、思わず引きつった笑みを浮かべてしまう。

　この小麦色の肌はだの少女は、仲間には信頼されていても、敵には容よう赦しやしないらしい。

「ふん。いろいろ教えちまったついでに、もう一つ教えてやるよ。おら」

　ネッサは、床になにかを放ほうり投げた。

　床に落ちたそれは──銀色に光る、金属製の首輪だった。

「そいつと同じ物がおまえの首に着いてる。ちょっとした操作をすると、その首輪は──ボンッ、だ」

「……爆発？」

　クロウは、自分の首をそっと撫なでた。首輪は紙のように薄っぺらく、爆薬が入っているとは思えない。

「おっと、あまりいじらないほうがいいな。下へ手たに触ると、爆発する」

「ちょっと待て！　触っただけで爆発すんのか!?」

「爆発はたいしたものじゃない。でも、頸けい動どう脈みやくをぶっちぎるには充分らしいぞ」

「…………」

　クロウは、首輪の表面をそっと撫でる。ネッサが冗談を言ってるようには見えないが、にわかには信じがたい。ハッタリという可能性も充分にある。

「疑うたがってる顔だな。そんじゃ──」

　ネッサは、スカートのポケットからケータイを取り出すと、なにやら操作を始めた。

　ピピッ、と床に落ちているほうの首輪が電子音を鳴らすと。

　一瞬、目もくらむような光が溢あふれ、轟ごう音おんが響いた。

「ひゃうっ!?」

　悲鳴を上げたのは、リーゼ一人だけだった。小さな少女はベッドに飛び乗り、クロウの背中に隠れた。リンネはまったく動じていない。

「……って、すげぇ爆発じゃねえか！」

　クロウは、首輪があった辺りの床を指さした。そこには直径二十センチ、深さ十センチほどの穴が空いている。

「こんなもん、首から上がなくなるだろ！」

「……おかしいな。聞いてた話と違うな？」

　ネッサは、穴を見つめながら首を傾かしげている。

　なんにしろ、クロウの首輪がなにかの弾はずみで爆発したら、即死確実ということだ。

「まあ……つまり、こっから逃げんなってことか？」

「そういうこった。首輪を操作できんのは私だけじゃない。妙なことは考えるなよ」

　ネッサはそう言い残すと、くるりと身を翻ひるがえして部屋から出て行った。

　続いてリーゼも、「薬を取りに行く」と言って去って行ってしまう。

「……怖こえぇ女だったなあ。なんだ、あれ」

　クロウはドアの辺りに視線を向けながら、ぼやいた。

　立ち振る舞いを見ただけでも、ある程度は強さが判断できる。おそらく、ネッサはブレイズでも上位に入る剣けん士しだろう。上級の剣けん姫きクラスではないだろうか。

「ごめん、クロちゃん！」

「うおっ」

　リンネがいきなり、クロウにしがみつくように抱きついてきた。ふわりと甘い香りがして、柔らかくあたたかい体温が伝わってくる。

「クロちゃんを治療してもらうために、取引しなくちゃいけなかったの。その首輪を着けるのが条件だって、ネッサちゃんに言われて」

「ま、あの怖い女じゃなくても保険くらいかけるだろうな」

　クロウはブレイズとは敵対する立場であるし、何度となく衝突している。

　むしろ、ネッサがクロウを即座に処刑しなかったのが不思議なくらいだ。

「なんとか外してみようか、その首輪。ボクなら引きちぎれるかも」

「待て待て！　下へ手たに触ると爆発するって言ってただろ！」

　クロウは慌ててリンネを制する。彼女の桁けた外はずれなパワーならもちろん可能だろうが、爆弾のスイッチを入れるのと同じことだ。

　確証はないが、ネッサはすぐにクロウを殺すつもりはない。リンネの死し剣けん使つかいという特別な立場によるものだろう。

「まあいいさ。ケガもまだ治りきってねえし。しばらくは、おとなしくしておこう」

「そうそう、それがいいよ。あっ、そうだ、ゲーム機とかＴＶとか持ってこないと。せっかく、クロちゃんかっさらってきたんだし、たっぷり遊ばなきゃね」

「……まさかおまえ、俺おれと遊ぶために拉ら致ちったのかよ」

「うーん……やっぱ、自分でもなんであんなことしたのかよくわかんないけど」

「自分の行動には責任持ってくれ……」

「まあでも、せっかくクロちゃんいるんだから有効活用しないと」

　リンネは本気で嬉うれしそうだった。

　そういえば、リンネと初めて会った場所はゲームセンターだった。格闘ゲームでリンネとはほぼ互角の腕うで前まえでありながら、ほんのわずかだけ彼女のほうが強くて連敗をくらったのだ。

「どうせ暇ひまだからいいけどよ」

　クロウは深いため息をついた。そして、ちらりとベッドのそばの窓を見る。

「で、一つ教えてくれ。ここはどこだ？　人里離れた隠れ家が、とかじゃなさそうだけど」

　彼は、外からわずかに物音や人の話し声が聞こえてくることに気づいていた。

「ああ、ここはボクらのアジトの一つで──」

　リンネは、窓をがらりと開いた。わずかに湿しめった、熱い風が吹き込んでくる。

「ブレイズの居きよ留りゆう地ちだよ。前のゴーストタウンと違って、ちゃんとブレイズが住んでるよ」





「いったい、あのバカはどこにいるのよ……」

　ぐぐぐ、とセフィは地図を睨にらみながら歯は噛がみする。

　セフィがいるのは、剣の学院の一角、生徒用の会議室である。イシュトが生徒会長の権限を利用して、借りているのだ。

　会議室は教室の半分ほどの広さがあり、中央には長机が置かれている。その長机に広げられているのは、東京ソーディアとその周辺の地図だ。

「セフィ様、そんなに睨にらんでもわからないものはわからない。少し落ち着こう」

　イシュトが、やんわりとなだめるように言った。セフィの隣に座っている日ひ奈な子こも、うんうんと頷うなずく。

　長机を囲んでいるのは、セフィとイシュトと日奈子、それにラーシュの四人だ。

　元剣けん将しようマナカが叛はん旗きを翻ひるがえし、ブレイズの反乱が起きてから、既すでに二ヶか月げつほど経たっている。

　だが実は、ブレイズの反乱は未いまだ世間には伏せられている。マナカに関しても反政府組織と繋つながりがあった、という程度の情報しか公開されていないのだ。混乱を避けるための措そ置ちだろう。

　クロウがブレイズの少女に誘ゆう拐かいされたことも、迂う闊かつに人には話せない。

　そういうことで、クロウの捜索には情報は必要だが、友人知人に協力してもらうのも難しいのだ。

　やむをえず、セフィたちは授業をサボって、仲間内だけで捜査をしているというわけだ。

「私たちは剣けん士しであって刑事じゃない。シルフィ様直属の捜査官、というだけでたいした権限もない。警察から無理に情報を引き出すわけにもいかないからね。せいぜい、こんなものくらいで」

　そう言って、イシュトは机の上に置かれた写真の束に指を置いた。

　写真は数十枚あり、それらはすべて太たい陽よう教きようが仕掛けた監視カメラからのプリントアウトだった。

　クロウが拉ら致ちされた教団本部では、内部はもちろん周囲にも巧こう妙みように偽装された何十台もの監視カメラがあり、警察がその映像を押収していた。

　イシュトは、どう話をつけたのか、警察から映像とプリントアウトを借りてきたのだ。

「といっても、写真も映像も手がかりにはなりませんけどね」

　セフィはぼやきながら、一枚の写真を取り上げた。

　教団本部近くの道路が写っていて、街灯に照らされた地面に影が落ちている。人の影にしては、やや不自然な形だった。二人分の影が重なっている、という感じだ。

「リンネは、ロウを肩かたに担いで逃げたわ。たぶん、この影がそうなんでしょうけど……」

「リンネの逃走方向がわかっただけでも、めっけものではないですか？」

　日奈子が、隣からセフィの手元の写真を覗のぞき込こんでくる。

「東方向、ってだけじゃ大ざっぱすぎるわ。他のカメラには映ってないし、公共交通機関を利用した形跡もない」

「では、リンネは自分の足で行ける範囲にいるということですか？」

「あいつは、ブレイズの中でも特別なタイプなんでしょ。ロウを担いでるっていっても、リンネには羽みたいなものだろうし、彼女の脚力なら車なんていらないでしょうね」

「交通費がかからなくて便利なのです」

　セフィは、じっと日ひ奈な子こを観察する。彼女は、相変わらず本気なのかとぼけているのかわからない。

　クロウがさらわれた直後は、日奈子にしてはずいぶんと焦っていた。日奈子を救出しに行ったクロウ自身がさらわれてしまったのだから間抜けな話ではあるが、彼女は責任を感じているのだろう。

　今はだいぶ元どおりにはなったが、表情が乏しいので、本心はセフィにも窺うかがえない。

「教団本部の周りは田舎だったけど、さすがに街中に入れば、人一人を担いでるリンネは相当に目立ったはず。それでも目撃者がいない、ということは」

　イシュトが書類を確認しながら言った。その書類も、警察から拝借したもので、聞き込み捜査の結果が書かれている。

「もう何度同じ話をしてるの」

　ずっと黙だまっていたラーシュが口を開く。

「リンネは、教団本部からそれほど離れていないところに身を隠した。あるいは、仲間と合流して車を使った可能性もある。そんなところだね」

　ラーシュはそこまで言って、また黙り込んだ。

　そう、結論はとっくに出ている。

　しかし、その結論はほぼ無意味だ。事件から一週間が経たち、リンネは逃げ切ってしまっているのだから。

「やっぱり、ブレイズのアジトがありそうなところを捜さがすしかないかしら。前みたいに、破は棄きされた居きよ留りゆう地ちとか……」

「セフィ様、しらみつぶしに捜すには私たちは人数が少なすぎる。リンネが単独で動いてる可能性も否定しきれない」

　イシュトが素早く、セフィのアイデアを否定する。

　もっとも、言われるまでもなくセフィもそんなことは無理だとわかっている。そもそも、ブレイズの居留地は東京ソーディア内だけではなく、日本中に点在しているのだ。セフィたちがいちいち足を運んで調べていたら、何なんヶか月げつもかかる。

「というか、セフィ。一つ訊きいてもいいですか？」

　日奈子が小さく手を挙げる。

「確認しなくてもいいわよ。なに？」

「もしリンネを見つけたらどうするのですか？」

「決まってるでしょ。ロウを取り戻すのよ」

「どうやってです？」

「…………」

　セフィは黙だまり込んでしまう。

　日ひ奈な子この質問は、セフィがころりと忘れていたところを突いていたのだ。

「ま、そうだろうね」

　ラーシュが椅い子すの背に深くもたれかかる。

「もし首尾よくクロウを見つけたとしてもね。リンネは剣は素人しろうとでも、体術は七しち剣けんと互角か、それ以上だよ」

「私やラーシュなら三分、セフィ様は十秒ともたないな。リンネがどれくらい遊んでくれるかにもよるけど」

　イシュトが、ぼそりと言った。

　セフィは反論できなかった。イシュトの分ぶん析せきは正確極きわまりなかったからだ。実際、セフィは教団本部で一度リンネと斬きり合ったが、まるで歯が立たなかった。クロウをさらわれたときも、なすすべもなく肘ひじ打うちをくらって悶もん絶ぜつさせられたのだ。

「……あれ？　ラーシュはクローと同じ剣けん聖せいの弟で子しなのですから、リンネと戦えるのでは？　クローはもう少しでリンネに勝てるところでしたよね？」

「あんまり俺おれをあてにしないでくれ」

　ラーシュは、肩かたをすくめて笑った。どうにも、覇は気きのない表情だった。

「ああ、もう！　やっぱりこれじゃダメだわ！　別にリンネと正面からやり合う必要はないわ。ロウを取り戻すのが目的なんだから！」

「キャップを開けずにジュースを飲むようなものですね」

「…………」

　日奈子が、机の上に置かれているペットボトルを眺めつつ、ツッコミを入れる。

　セフィはまた反論できない。

　そのとおり、もっと考えて動くべきなのだろう。

　しかし、クロウがさらわれて既すでに一週間が過ぎている。これ以上の猶ゆう予よはないと考えるべきだった。

「やっぱり、姉上から情報をもらわないと……」

「私としても、可愛かわいい妹の頼みは聞いてあげたいんだけどね」

「えっ？」

　不意に聞こえた声に、セフィは慌てて振り向いた。

　会議室のドアのところに、姉のシルフィが立っていた。その後ろには、ローミスとレーミスの姿も見える。

　シルフィは室内に入ってきて、イシュトの隣に座り、書類を差し出した。

「なんですか、シルフィ様？」

「イシュト。セイバーズに、新しい命令だ。というか、まだ太たい陽よう教きよう教きよう祖その捕縛命令は解除してないんだけどね。君たち、任務を忘れてたかな？」

「……申し訳ありません」

　イシュトが、小さく頭を下げる。

「まあ、今は警察が張り切って太陽教を捜査してるからね。もちろん教祖の行方も含めて。どうせ見つかりはしないだろうが、今セイバーズが太陽教に手を出すと嫌がられそうだ。私は無意味な嫌がらせは、たまにしかしないことにしている」

「上司のポリシーには従います。それで、新しいご命令というのは？」

　イシュトの質問に、シルフィが頷うなずいた。

「ブレイズを捜さがし出して、斬きれ」

　シルフィは、きっぱりと言い切った。

　セフィは小さく首を傾かしげる。姉の言葉に続きはないようだった。

「え？　あの、姉上。それだけなんですか？」

「セフィ、君はセイバーズじゃない。聞いていてもかまわないが、この話は気にしなくていいよ」

「うっ……」

　シルフィは、妹にとことん甘い性格だ。しかし、仕事となればきちんと線を引いてくるらしい。

「……シルフィさん、ブレイズっていうのは誰だれでもいいんですか？」

　ラーシュが手を挙げて質問する。

　彼もまた、シルフィやセフィと同じく四よん将しよう家の直系だ。現四将の一人息子なので、このまま順調にいけばラーシュは次の四将になる。いわば、シルフィと立場は同等なので、多少口調はフランクだった。

「むろん、誰でもいいわけじゃない。一応、この国は法治国家だからね。政府に反抗している困った連中を始末してほしい、ということだよ」

「そういえばシルフィさん、この前襲われたんでしたっけ。まさか、その仕返しじゃないでしょうね？」

「ラーシュ、バカを言っちゃいけない」

　シルフィは笑って、首を振った。

「仕返しに決まってるだろう。わざわざ訊きかないでくれ、そんなこと」

「姉上！」

「半分は冗談だ、セフィ。私個人の復ふく讐しゆう心しんじゃない。四将の娘で、元げん老ろう院いん議ぎ員いんを襲った、というところが問題なんだ。立場の問題だよ。奴やつらは政府になにか仕掛けてくるつもりだ。思いつきとは考えにくい」

「跳ねっ返りの独断専行かもしれないですよ。よくあるでしょ？」

「ちょっと、なんであたしを見るのよ？」

　セフィは、意味ありげな視線を向けてきたラーシュを睨にらみつける。

　もっとも、セフィには、先日の太たい陽よう教きようとの戦いで留守番しておくと言っておきながら、こっそり教団本部に侵入した前科があるのだが。

「まあ、独断専行の線は充分ありえるね。ブレイズたちは、考えなしなところがあるみたいだから。ただ、また要よう人じんを襲われてはたまらない。ブレイズへの対策を任されてる私の責任になる」

「わかりました。ですが、少年──クロウのことも」

　イシュトは、まっすぐにシルフィを見つめながら言った。セイバーズのリーダーとして、部下であるクロウを放ほうってはおけないのだろう。イシュトは冷静に構えているが、あるいはセフィ以上にクロウ捜索に熱心だった。

「ふーむ、イシュトはまだクロウとの付き合いは浅かったね。それじゃ、わからないか」

「なにがですか？」

「クロウは、ブレイズに捕まったくらいじゃどうにもならないよ。案外、ブレイズの調査でもしてひょっこり帰ってくるだろう」

「姉上！　そんなのんきな！」

　セフィは、拳こぶしを振り上げて抗議する。言っていることは反論しづらいが、納得もできない。クロウが囚とらわれの身なのは確かなのだから。

「ラーシュ、君の意見は？」

「リンネに殺意があったら、どんなにクロウがボロボロでも戦ってましたよ。あっさり拉ら致ちられたってことは、リンネには害意がないってことです。ま、無事でしょうね」

　ラーシュは、シルフィの質問にすらすらと答えた。最初から回答を要求していたようななめらかさだ。

「まあ、俺おれはシルフィさんの命令には従いますよ。話は終わりでいいですね」

　ラーシュはそう言うと立ち上がり、会議室から出て行った。

「……ラーシュは、なにか変なのです。なんというか、覇は気きがないです」

「ラーシュは元から覇気があるタイプじゃないわよ。でもまあ、変なのは確かね」

　セフィは日ひ奈な子こと顔を見合わせて、首を傾かしげる。

　元々、ラーシュはなにを考えているかわからない男だ。様子がおかしいのは、彼が先日の太陽教との戦いで分ヽ身ヽという無む茶ちやな技を使ったダメージのせいかとも思ったが、身体からだはもう元どおりになっているようだ。

　元々、ラーシュは最高の身分でありながら剣けん聖せいの弟で子しになったり、セイバーズに入って地道に労働したりと、理解できない行動が多い。

　クロウのことを心配していないところも気になる。剣聖の二人の弟子は、種族こそ違えど、幼い頃からともに育った兄弟のようなものだ。一番、クロウ救出に熱心であっても、不思議はないのに。

「私も話は終わりでいい。イシュト、君もいいかな？」

「……はい」

　イシュトは、やや不満げだった。クロウ救出の話が通らなかったのが不満なのだろう。

　だが、もっともこの場で不満を抱えているのは自分だ。

　セフィはその点に関しては、まったく疑うたがっていなかった。





「姉上！」

　セフィは、校門から外に出ようとしている姉を呼び止めた。

　今は授業の真っ最中なので、他の生徒の姿はない。その代わりに、セフィも知っているある人物の姿があった。

「絶ぜつ剣けんシュナーク……？」

「あら、セフィさん。あなたはいいですわ。お姉さんと違って、世俗にまみれていないところが素晴らしい」

「な、なんですかいきなり……」

　セフィは戸と惑まどってしまう。開口一番、わけのわからない理由で褒ほめられても困る。

「さすが、七しち剣けんは身分を超越してるな。素敵な言いぐさだ」

　シルフィが苦笑しつつ言った。

　七剣はソーディ最強の剣けん士したちであり、象徴でもある。制度上は最高の身分にいるのは四よん将しようであるが、七剣は四将の上でも下でもない。人気や知名度で言えば、七剣のほうが上なくらいだ。

「だいたい、シュナークは七剣の中でもただ一人、金きん銭せんで動く女だろう。君ほど俗なソーディも珍しい」

「だからこそ、スレていないセフィさんがまぶしいのですわ」

　ほほほ、とシュナークはわざとらしく上品に笑う。

　セフィはその笑顔に呆あきれてしまう。七剣は変わり者が多いと聞くが、シュナークも確かにどこか普通とは違っているようだ。

　そのシュナークの目は固く閉じられている。盲もう目もくなのだ。目も見えず、七剣にまで昇り詰めたというだけで充分すぎるくらい変わっているのだが。

「いえ、そんなことはいいんですけど……姉上、お話し中ですか？」

「一応、私はシュナークの雇やとい主ぬしだからね。ちょっと打ち合わせしてただけさ」

　絶ぜつ剣けんシュナークは、シルフィの依頼を請うけて剣の学院の警備をしている。学院の生徒には四よん将しようの娘のセフィをはじめとして良家の子し女じよが揃そろっていて、ブレイズの術法を封ふうじる力を持つ日ひ奈な子こも校内に住み込んでいる。

　もちろん充分な警備体制を敷しいているが、シルフィは念を入れて七しち剣けんの一人に守らせているのだ。

「打ち合わせはもう終わったよ。セフィ、君の話を聞こうか」

　シルフィが目で合図すると、シュナークは手を振って歩き去り、双子剣けん士しは音もなく離れていった。

　セフィは一瞬、息を吸い込んでからまっすぐに姉の目を見つめる。

「セイバーズの任務……あたしも一緒に行ってはいけませんか！」

「ダメだね」

　勢い任せのセフィの申し出を、姉はにべなく断った。

　あまりにあっさり拒否されて、セフィは怯ひるんでしまう。

「……あ、あの。姉上」

「言うまでもないだろう。セフィたんはセイバーズのメンバーじゃない」

　周りに誰だれもいないからか、シルフィはいつもの呼び方になっている。シルフィは度を超したシスコンなのだ。

「それに元々、セフィたんはブレイズたちに狙ねらわれているんだ。君が出て行くのは、雛ひなの口元にエサを運ぶようなものだよ」

「だからです！　あたしが出て行けば、ブレイズたちが接近してくるかもしれません！」

「危険すぎる。イシュトとラーシュは優秀だが、数で押されたらどうなるかわからない。旧セイバーズ副長を忘れたわけじゃないだろう。彼女は優れた剣けん姫きだったよ」

　セフィは、こくりと頷うなずいた。

　もちろん、セイバーズ副長の悲劇は忘れていない。彼女は間違いなくセフィより強い剣士だったが、数人のブレイズに術法の集中攻撃をくらって、骨も残らなかったのだ。

「……姉上」

「なにかな？」

「あたし、この前ブレイズのリンネと話しました。あの子が妙なことを言っていたんです」

「妙なことは好きだね」

「あまり面白くはありません。リンネは、あたしが──空の扉に関わる一族の血を引いていると言っていました」

　リンネ自身は、ブレイズの幹かん部ぶから話を聞いたという。世間話のついでで。

「七十年前に空の扉を開いた一族の一人を、曾そう祖そ母ぼ──ラナフィ様が自分の子供と結婚させたとか。確か、ラナフィ様には息子しかいなかったはずです。だから、あたしたちの祖母が扉の一族ってことになります」

「なるほど、確かにそれは妙な話だ。面白いね」

　シルフィが笑って、ぱちぱちと手を打ち合わせる。

「……全然驚いてませんね、姉上。もしかしてご存じだったんですか？」

「いや、私もまったく知らなかった。祖母は早くに亡くなっているから、ほとんど存在を認識していなかったね。セフィたんも同じだろう」

「ええ……でも、知らなかったということは今はご存じなんですね」

「いくつかセフィたんから話を聞いたからね。調査くらいはするさ」

　シルフィはにっこりと微笑ほほえむ。

　セフィは、姉に自ヽ分ヽのヽ能ヽ力ヽのことは既すでに話してある。

　振るった剣の刀身だけが、数メートル先、絶対に届かない間合いに現れ、敵を斬きり裂く裂れつ空くう刃じん。自分でもいつ身につけたのかわからない能力を持っているのだ。

「確かに、扉の一族という者たちは存在していた、らしい。らしいというのは、調べてもよくわからなかったんだよ。空の扉の影響を受け、空間を操る能力者というのがいたようだが……いったい、彼らは何者だったのか。ラナフィ様はどこから一族の娘を連れてきたんだろうね」

「扉の一族は、こヽっヽちヽにはいないんですか？」

　こっち、とはいわゆる地球のことである。ソーディたちは“〝ソーディア”〟と呼ばれる別世界から異空間ゲートを通って地球に現れたわけだが、今でもソーディアには多くのソーディが住んでいると推測されている。

「少なくとも政府は確認していない。ラナフィ様がご存命なら訊きけただろうが……」

「じゃあ、あたしたちのルーツについては結局わからないんですね」

「それは重要ではなかったからね。ラナフィ様の思惑がなんだったにしろ、扉の一族の力はうちの血けつ統とうの誰だれにも現れなかった」

「……あたし以外は」

「そう、忘れられた今になってセフィたんに空の扉に関わる力が現れてしまった。扉の一族の血けつ脈みやくを取り込んだ当事者がいなくなってしまったのにね」

　シルフィは、セフィの肩かたにぽんと手を置いた。

「だが、セフィたんが気にする必要はないよ。君の力を誰かに利用させたりもしない。この私がね」

「……いえ、利用します。あたしが、あたし自身が」

　セフィは、姉の目を射貫くように見つめる。

「あたしには、他のソーディにはない能力があります。もちろん、イシュト会長やラーシュに及ばないことはわかっていますけど……この力があれば、ブレイズたちとも戦えます！」

「…………セフィ」

　シルフィは悲しげに言った。いつもの呼び方ではなくなっている。

　セフィもこの姉が真剣に自分の身を案じてくれていることはわかっている。そして、姉の言葉が正しいということも。

　それでも──止められない想おもいが、セフィの胸に確かにあるのだ。

「……困った妹だな、君は」

　そう言われても、セフィは言葉を続けなかった。シルフィには万の言葉を費やしても意味はない。

　この聡さとい姉は、わずかな言葉ですべてをわかってくれる。あとは、自分の想いまでが伝わるか──そこが勝負だった。

「いいだろう、セフィ」

　シルフィが困っていたのはごく短い時間だけだった。一歩下がり、腕うで組ぐみする。

「ただし、取引だ。君にも取引がどれだけ神聖なものかは充分に教えたね？　それは姉妹の絆きずなよりも優先されるものだよ」

「……わかってます」

　セフィは、姉の言葉が本気であると察さつした。

　もし、これからの取引でセフィが約束を違たがえるようなマネをしたら、妹といえども容よう赦しやはしないということだ。

「ブレイズの捜査に加わってもいい。ただし、君ヽのヽ目ヽ的ヽをヽ達ヽ成ヽすヽるヽまヽでヽの間だ。セイバーズに入れ、ということじゃない」

「はい」

　当然ながら、セフィの思惑などはシルフィにはお見通しだ。セフィは、ブレイズを追えばそこでクロウの足そく跡せきも見つかるかもと考えている。

「そして、もう一つ。こちらがより重要だ。一生忘れないくらい、深く刻みつけなさい」

「……なんですか？」

「死し剣けん使つかいとは戦うな」

　重々しく、シルフィは言った。その目はどこか遠くを見ている。

「死剣使い……って、リンネのことですか？」

「死剣使いは全部で三人いる。いや、常に三人いる、と言うべきか」

「常に……？」

「ああ。死剣使いは特定の血筋ではなく、ブレイズの中にランダムに生まれる。だが、その人数は二人でも四人でもなく、必ず三人だ。一人死ぬと、新しい死し剣けん使つかいが一人生まれる。二人死ねば、二人生まれる。ブレイズの種族全体で数を調整しているかのようにね。彼らにとっても、四人以上の死剣使いは脅きよう威いになるのかもしれない」

「はい……わかるような気がします」

　セフィは頷うなずきながら、背筋が寒くなるのを感じた。

　リンネは一年しか剣を学んでいない素人しろうとだったが、残る二人の死剣使いはどうだろうか。リンネのようなずば抜けた身体能力に加え、七しち剣けんクラスの剣の技術があったら……。

「でも、姉上。確かにリンネは危険な剣けん士しですけど……どうしてそこまで知ってるんですか？」

　シルフィは、薄く笑った。

「ラナフィ様のことを調べたと言っただろう。そのときに、ブレイズ粛しゆく清せいの記録にも目を通したんだ」

　ブレイズは、ソーディによる地球侵攻の際、その先頭に立ち、華々しい戦果を上げた。しかし、戦後はその戦闘能力と闘争本能を恐れた四よん将しようによって粛清を受け、生き残った者たちは居きよ留りゆう地ちへと隔かく離りされた。

　ブレイズには反乱の企たくらみがあった、というのが粛清の大義名分であるが、結局は不要になった猟りよう犬けんを処分したというだけだ。ソーディ政府にとっても、後ろめたい部分は少なからずある。大々的な報道などはなかったし、事件に関する記録も少ない。

「その粛清では、ブレイズの上位にいた剣士に対しては闇やみ討うちやだまし討ちまで行われた。特に、死剣使いに対しては七剣が二人がかりで対処したそうだよ」

「七剣が二人も……!?」

　セフィは驚かざるをえなかった。

　七剣は一人を相手取るだけでも、『光コウ』に圧倒されて立っていることさえ難しい。七剣二人と戦うなど、想像すらしたくない。

「そのときは七剣が三人死んでいる。政府が表向きの理由をでっち上げたそうだが、間違いなく三人の死剣使いに殺されたんだよ」

「まさか、七剣が殺されるなんて……それも三人……！」

　今のセフィでは、七剣はあまりに遠すぎる存在だ。最近、間近で戦いを目撃した剣けん将しようマナカと絶ぜつ剣けんシュナークの剣さばきは凄すさまじかった。セフィは臆おく病びようからはほど遠い性格だが、その七剣をも超える相手など、前に立つのもごめんだ。

「だから、絶対に死剣使いとは戦ってはいけない。約束だよ、セフィ」

「……わかりました」

「いや、まだわかっていない」

　シルフィは、セフィの頬ほおを掴つかんでぐっと顔を寄せてくる。

　姉の口元には笑みが浮かんでいるが、目は決して笑っていなかった。

「なにがあっても、だよ。決して死し剣けん使つかいに剣を向けてはいけない。たとえイシュトやラーシュ──クロウが八つ裂きにされてもだ」

「…………」

　セフィはなにも答えられなかった。

　シルフィが出してきた条件のあまりの重さに、今さらながら気づいてしまったのだ。

　それでも、セフィは──クロウを追わなければならない。

　そうしなければならないという、気持ちはまったく揺らいでいない。

　だから──セフィは、黙だまって頷うなずいた。





「うおお……」

　クロウは、まぶしい日差しに思わず目を背けた。

　数日ぶりの外の光は、ずっと寝たきりだった身体からだにはあまりに強烈だった。

「生きて外に出られるとは思わなかったな」

　クロウは、後ろを振り返る。

　そこで初めて、クロウは自分が数日を過ごした場所が古い三階建てのビルだったことを知った。

「大げさだなあ、クロちゃんは」

　リンネが苦笑しながら言った。

　彼女は今日も、袖そでなしのセーターにミニスカートと、いつもの制服姿だ。学校には行っていないはずだが、制服が気に入っているのだろうか。

「外に出られなかったのは、リーゼちゃんの許可が出なかっただけだよ。生かして帰さない、とかそんな物騒な理由じゃないんだから」

「そうかな。あの怖こぇー女が部屋の外でずっと見張ってただろ。暇ひまなのか、あの女は？」

「さすがクロちゃん、気づいてたんだ。別にネッサちゃんも暇じゃないと思うけどね。ずいぶんクロちゃんに興味があるみたい」

「惚ほれられたかな」

「あはははは」

　無邪気に大笑いされて、クロウは意外と傷ついた。迂う闊かつな冗談は言うものではない。

　クロウは気を取り直し、今も着けられたままの首輪に手で触れた。

　別に逃がしてくれるというのではない。リハビリと気晴らしを兼ねて、その辺を散歩することになったのだ。

「つーか、本当に外に出て大丈夫なんだろうな？」

「クロちゃんは心配性だね。大丈夫、ビルの外に出たらドカン、とはならないよ」

「それならいいけどな……」

「今はもう平気」

「やっぱりか！　逃げたら爆発してたのかよ！」

　開き直って回復を待っていたのが正解だったらしい。といっても、目を覚ましてから三日ほど寝ていただけだ。

「やれやれ、つきっきりでいてくれた可愛かわいいお医者さんに感謝しないとな」

「へえ、クロちゃんのその趣味は意外だな」

「そうか？」

　リンネの反応こそ意外だった。本物のロリコンなどそうはいないだろうが、その趣味がなくてもリーゼのような可愛い女の子なら興味を持ってもおかしくはない。

「まあ、リーゼちゃんのお許しも出たし。なんの問題もないよ」

「骨折と銃じゆう創そうがたった十日で全快だもんなあ。リーゼの術法、凄すごすぎねえか？」

「ボクなら三分かかんないよ」

「おまえは特殊すぎる」

　急速な回復能力は、死し剣けん使つかいの力の一つだ。以前、クロウが彼女と斬きり合ったときは、刀とう傷しようが一瞬で回復して、大変に驚かされたものだ。

「そういや、リーゼは今朝から見かけないな。ずっと張りついてたのに、治ったらポイとか冷たいもんだ」

「大丈夫、捨てられてもボクがいるよ」

「……そりゃどうも」

　リーゼは手で触れないと術法の効果がない、とのことで文字どおり四六時中クロウにぴったりくっついていた。不意にいなくなられると少し違和感があるほどだ。

「ところで、クロちゃん、大丈夫？　ホントにもう治ってるの？」

「ああ、普通に歩く分には問題ねえな」

　目を覚ましてからは、部屋の中を軽く歩く程度のリハビリはしていた。多少身体からだはなまっているが、走っても問題ないくらいだろう。

　つまり、逃げることはできるが──

「そういえば、クロちゃんが逃げたら首をもぎとれってネッサちゃんが言ってた」

「残ざん酷こくだな！」

　首輪の必要性がまったくない。もっとも、リンネから逃げるのは確かに無理だろう。クロウが万全の状態でも一秒とかからずに捕まる。

「まあ、普通にゆっくり歩けばいいよ。あんまり遠くに行くのはダメだけど」

「わかってるよ」

　リンネ以外にも、見えないところに見張りがついている可能性も高い。どうやっても逃げるのは難しいだろう。

　危険が大きすぎるため、今のところ、クロウは逃げることは考えていない。

　それよりも──

「おかしな街だ」

　クロウは立ち止まり、ぼそりとつぶやいた。

　ブレイズたちが隔かく離りされて生活している街。

　ぱっと見は、ソーディの他の街とそれほど大きく変わらない。やや古びた建物が多いが、ソーディが好む緑──植物も多く植えられている。

　時間は昼の一時過ぎ。クロウたちが歩いている辺りは、飲食店を含めた商店が並んでいて、通行人も多いのに、街はどうにも静かすぎる。

「すげぇ違和感だな。サイレント映画でも観みてるみたいだ」

「変な表現だね。そんなに変かな？」

「リンネは見慣れてるからだろ。誰だれか人間をここに連れてきてみろ。気味悪がって逃げ出すぞ」

　通行人がそれなりにいるのに、話し声がほとんど聞こえない。連れと会話している者たちは、ぼそぼそと低い声で話している。なぜか、物音までほとんどしない。聞こえてくるのは、たまに通る車やバイクのエンジン音くらいだ。

「平日の昼間だけど、学生の姿も全然ねえな。女子高生とか、いないのかよ」

「ボクボク。ボク、女子高生」

「おまえ、学校行ってないだろ……」

　リンネは、以前に旧セイバーズと戦い、全国に手配されている。のんきに学校など行けるわけがない。制服を着てふらふら出歩いているのも、正気とは思えないくらいだ。

「まあ、女子高生はリンネで我慢するとしても」

「あ、ひどい」

「どいつもこいつも、まるで生気がねえな。死人が歩いてるみたいだ」

　クロウは、街を行く通行人たちの顔を眺める。

　みんな、どこか目がうつろで、歩き方もふらふらしているように見える。頑健な肉体を持つブレイズたちとは思えない。クロウが立ち会ったブレイズたちと同じ赤い瞳をしているが、ブレイズ剣けん士しから感じた禍まが々まがしさはどこにもないのだ。

「昼からお酒を飲んでる人も多いらしいよ。ブレイズの居きよ留りゆう地ちには、人口と比較して多すぎる量のお酒が運び込まれるんだって」

「ブレイズは頑がん丈じような連中だろ？　酒くらいで酔よったりするのか？」

「毎日ずっと飲んでいれば、さすがに酔うよ。それでなくても、まともな仕事もなくて、みんなぼけーっと生きてるから」

「ぼけーっとしてるから、周りなんか気にしないんだな。リンネたちがアジトを堂々と置いていられるのもそれが理由か」

「……クロちゃん、意外と冴さえてる」

「おまえ、俺おれをバカだと思ってるだろう」

　クロウは学はないが、頭は悪くない。知識がなくとも、判断力も剣けん聖せいに鍛きたえられている。戦闘は、剣を速く振り回せばいいというものではないのだ。

「つーか、剣を持ってる奴やつも一人もいねえしな」

　剣に生きるソーディたちでも、現代では普段から帯たい剣けんしている者は稀まれである。

　常に剣を持っているのは七しち剣けんや剣けん姫きといった上位クラスの剣けん士し、警察やセイバーズのような治ち安あん維い持じ組織くらいだ。

　それでも、街を歩けば剣を提さげている者を見かけることは珍しくない。

　だが、この街では──誰だれも剣を持っていない。それどころか、剣を握にぎった姿が想像できないような、無気力な者ばかりだ。

「しょうがないよ。この街じゃ、包丁買うにも届け出がいるらしいよ」

「そりゃまた面倒な話で」

　いくらブレイズがずば抜けた能力を生まれ持っているにしても、警戒しすぎではある。

　だが、これがソーディ政府による円えん滑かつな居きよ留りゆう地ちの運営方法なのだろう。

「ブレイズのみんなは、この死んだみたいな街で育って、生き返るために戦うんだよ」

「…………」

　リンネのつぶやきに、クロウはなにも答えなかった。

　ただ、一つだけ思った。

「みんな、退たい屈くつそうだな」

「……ボクの戦う理由もそれだよ」

　リンネは居留地育ちではないが、“〝普通の”〟ソーディを装って暮らしていた。

　彼女には、そんな普通の暮らしなど受け入れられるものではなかったらしい。

　育った環境は違っていても、リンネも他のブレイズたちも戦いに挑む動機は同じなのかもしれない。

　退屈したまま生きるより、たとえ死ぬことになっても派手に遊んでやろう、と。





「なんだ、ここ？」

　意外に広い居留地内を歩くこと三十分。

　陰いん気きな街の様子に、気晴らしどころではなくなってきたところで、隣を歩いていたリンネが、ある建物の前で足を止めた。どことなく学校の体育館を思わせる外観だが、入り口を見てもなんの建物なのかわからない。

「昔は、集会所として使われてたんだって。たまに、歌手とかが来てライブやったりしてたらしいよ」

「つまり、今は使われてねえんだな」

「前は政府もブレイズのガス抜きを考えてくれてたみたいだけどね。最近は、手抜きなんだって」

「憂ゆう慮りよすべき事態だな。官かん僚りようの腐ふ敗はいってやつか。けっこうな給料取ってるだろうに」

「クロちゃんはお金のことになるとうるさいねー」

　リンネは呆あきれているようだ。彼女のほうは、金きん銭せんにはほとんど関心はないようだ。

「で、なんなんだ、ここ？　入ると、ブレイズの怖い姉ちゃんたちが待ち伏せしてんのか？」

「クロちゃん、怖いものなんてあるの？」

「水着の美少女が怖いね」

「それならちょうどいいや。はい、おいでおいで」

　リンネは玄関のほうへ歩きながら、クロウに手招きしてくる。

　なにがちょうどいいのか知らないが、別にクロウは抵抗しなかった。リンネの意図はなんにしても、首輪がある限り、主導権は彼女の側にある。

　無駄な労力を使えるほど、身体からだが元どおりになってるわけでもない。

　それに、リンネにはかけらほども害意はない。敵ではない可愛かわいい女の子の言うことならば、クロウは逆らうつもりはまったくなかった。





　リンネは集会所の中に入ると、勝手知ったる様子でつかつかと廊ろう下かを進んでいった。重々しい扉を開け、広いステージに入る。

　ステージは薄暗く、夏だというのに妙に空気が冷えている。床にほこりがたまっていないところを見ると、寂さみしげな雰ふん囲い気きの割に人の出入りがあるようだ。

「なんだ、誰だれもいねえじゃん。どんなサプライズが待ってるのか期待したのに」

「実は、クロちゃんのほうがサプライズなんだよ」

「誰への？」

　クロウの質問にリンネは笑って首を振り、ステージの奥まで歩いて行き、そこにある小さなドアを開けて中に入った。

　ドアの先は狭い小部屋になっていて、地下への階段があった。リンネはとんとんと階段を下りていく。

「暗い地下へ連れて行かれるとか、嫌な予感しかしねえぞ」

「もう着いたよ。えーと、これかな。クロちゃん、これに着替えてあっちのお部屋へゴー。着替えたらもう一つの出口から元気よく飛び出して」

　リンネは地下の廊ろう下かに置かれていたバッグを拾い上げ、クロウに投げつけた。それから、クロウに指示したのとは別の部屋に入って行く。

「囚しゆう人じん服ふくにでも着替えんのかな？　それとも死に装束か」

　クロウは軽口を叩たたきながら、部屋に入る。ロッカーがいくつか並んでいるだけの部屋だった。そして、バッグの中身は──





　それから五分後。

「ああっ、お兄さん。やっと来てくれたんですね」

「……なにやってんだ、リーゼ？」

　ロッカーの部屋から出たクロウを笑顔で迎えたリーゼは、水着姿だった。ひまわりの柄がらが入った、ワンピースの可愛かわいい水着だ。ぺたんとした平へい坦たんな胸と、ゆるやかにくびれた腰こしは、ロリコン心をおおいにくすぐりそうである。

「でも俺おれ、マジでロリコン趣味はないんだよなあ」

　クロウは呆あきれて、周りの景色を眺める。

　天てん井じようのライトの光を受けて、きらめく水面。ぱしゃぱしゃと上がる水しぶき。

　集会所の地下には、プールがあったのだ。二十五メートルのプールで、コースロープなどは張られていない。

　リンネに渡されたバッグに入っていたのは、水着だったのだ。

「で、そこのお嬢さんたちはいったい誰だれなんだ？」

「私のお友達ですよー」

　リーゼはにこにこと笑って、プールではしゃいでいる女の子たちに目を向けた。

　プールにいるのは全部で七人。全員が女の子で、小学校の低学年から高学年くらいの子までまんべんなくいる。

「ブレイズの女の子たちです。戦いに加わっていない、この街で普通に暮らしている子たちなんです」

「ブレイズの……？」

　クロウは、趣味を疑うたがわれそうなほど、じっと強い視線を少女たちに注ぐ。確かに、全員が幼い少女とは思えない身体能力を持っているようだ。ブレイズは鍛きたえていなくても、人間など比べものにならない力を持つ。

　それに、彼女たちの目は揃そろって赤い。間違いなくブレイズの種族的特徴だ。

「なんでブレイズのガキたちが、こんな地下の怪あやしげなプールで遊んでるんだ？」

「この子たちは、ホントはプールで遊ぶことなんて許されないんです」

「…………」

「だから、ネッサが使われてなかったこのプールを密ひそかに確保してくれたんです。水道代や電気代も、ネッサがごまかしてくれてます」

「あの怖い女が？　あの女、百ゆ合りでロリコンだったのか」

「ロリコンではありません！」

「百合は否定しないのかよ」

　クロウは苦笑いを浮かべる。

「そういや、男は一人もいねえな？　差別するのは可哀かわい想そうだろ」

「ブレイズでも、特に警戒されてるのは女の子ですから。男の子の監視は比較的緩ゆるいんですよ」

「ふーん、なるほどな」

　ソーディの中でもずば抜けた戦闘能力を持つブレイズ。だが、その特殊な部族も他のソーディと同じく女性のほうが『光コウ』が強く、戦闘能力も高い。子供の頃から女の子を警戒するというのは当然の考えだ。

「というわけでお兄さん。私たちと一緒に遊びましょう」

「……俺おれは人間だぞ？」

「ここの子たちには、人間かどうかより、遊んでくれる人かどうかが重要なんです」

　リーゼが言っていることは本当のようだ。プールで遊んでいる子供たちが、はしゃぐのをやめて、キラキラと期待に輝く目でクロウを見ている。

「遊んでくれるかどうか、だって？　ははっ、リーゼ、ガキども……愚ぐ問もんだな！」

　クロウは一気に駆かけ出だして、プールにダイブする。思い切り水面に腹打ちしつつ、一度潜もぐってから勢いよく顔を出す。

「ぷはっ、うおー、冷たくて気持ちいい！」

「お兄さん！　準備運動もせずに入ってはいけません！」

　リーゼが医者らしい注意を投げつけてくる。

　クロウはかまわずに、近くの女の子に盛大に水をぶっかけた。

「きゃー、きゃー！」

　女の子は即座に水をかけ返してくる。さすがにブレイズだけあって、爆発でも起きたような水しぶきが上がった。

「手加減なしかよ！　俺はか弱いんだから死んじゃうぞ！」

　クロウは笑いながら言った。割と冗談ではないのだが、気をつけていれば殺されることもないだろう。

　子供たちは楽しそうに笑っている。珍ちん客きやくが嬉うれしいのだろうか。そういえば、リンネがクロウ自身がサプライズだと言っていたが、この子供たちを驚かせるためだったらしい。

「ちょ、ちょっと！　お兄さん、私もまぜてくださいーっ！」

　リーゼも慌ててプールに飛び込んでくる。

「じゃあ、ネッサお姉さんに感謝しながら、みんなで遊ぶか」

　クロウは近くに浮いていたビニールのボールを掴つかむと、ポンと打ち上げた。かなり遠くまで飛んだが、一人の女の子が素早く反応してレシーブする。

「おー、すげえすげえ」

「わっ、こっち来ました！　わぷっ！」

　リーゼがばたばたとボールの落下地点に向かおうとして、いきなりざぶりと水中に沈んでしまう。ブレイズでも、鈍どんくさい者はいるようだ。

「なにしてんだ、リーゼ。おまえがおぼれても、俺おれは治療できないぞ。それとも例の術法で自動的に治るのか？」

「あっ、あうあう……実は、私の術法は自分を治せないんです……」

「理不尽だな。リーゼがもうちょい年上なら、人工呼吸のチャンスを狙ねらうとこだが」

「え？　お兄さん、意外と年上が好きなんですか」

「…………？」

　リーゼはなにを誤解しているのだろう。もうちょい、というところをスルーされたのだろうか。

「あ───────っ!!」

　いきなり、プールの水面が揺れるほどの甲かん高だかい声が響いた。

　更衣室のほうから、リンネが血相を変えて走ってくる。

「なんだ、リンネ。ずいぶん時間がかかったな」

「なんだ、じゃないよ！　待っててよ！　先に遊ばないでっ！」

「そんなに怒らなくても……」

　とはいえ、すっかりリンネのことを忘れていたので、あまり強く反論できなかった。

「ボクも遊ぶ遊ぶーっ！　みんな今行くよ！」

「待てっ、リンネ！」

　クロウは、ばっと右手を挙げて飛び込もうとしていたリンネを制し、彼女の姿をじっと眺める。

　リンネの水着は清せい楚そな白のビキニで、胸元とパンツの両サイドにリボンがついていて可愛かわいらしい。こうして水着になると、リンネの胸もなかなか立派なことがわかる。

「なに、クロちゃん？」

「そこに座れ。足を崩して……いや、そうじゃない。足を横に伸ばす感じで……そうだ、それでいい。あと、両手をついて、ちょっと屈かがめ」

「注文が多いなあ……なんなの？」

　ぶつぶつ言いながらも、リンネはクロウに言われるままの格好になる。胸元を強調するようなポーズを取り、クロウを上目遣いで見上げてくる。そこまで大きくなくても、かがまれると胸の谷間があらわになって、大変に色っぽい。

「よし、ＯＫ！」

「全然おっけーじゃありません」

　ぽかり、と後ろからリーゼが叩たたいてくる。

「お子様たちの前でなにをしているんですか、なにを。教育に悪いじゃないですか」

「子供のうちから男の欲望ってものを教えておいたほうが安全じゃねえ？」

「男嫌いになったら、どうするんです！　はい、みんな。あっちで遊びましょうね」

　リーゼが、女の子たちを引っ張って、プールの端に行ってしまう。

　クロウは、ふと思った。ソーディは、剣に恋する種族。強い剣けん士しを好きになり、その相手と斬きり合いたくなってしまう。ブレイズもまたソーディの一部族ではあるが、剣を学ばない彼女たちは、普通に恋をしたりするのだろうか。

「あのー、クロちゃん。ボク、いつまでこうしていればいいの？」

「ずっとそのままでもいいが……」

「よくないよ！」

















　リンネは口をとがらせ、両手をついたポーズのまま、ひょいっと跳び上がり、プールへと入ってきた。

「まったくもー。クロちゃん、ホントにエッチだよね」

「男なんてこんなもんだぞ。欲望を表に出すか出さないかの違いがあるだけで」

「クロちゃんは、出しすぎだよ！　そんなにいっぱい出しちゃダメ！」

「……なんか深読みできる台詞せりふだなあ」

「ん？」

「いや、なんでもねえ。言葉のセクハラはあまり好きじゃねえんだ」

「直球なセクハラもダメだってば！　むうう、セフィちゃんが言ったことはガチだったのかな」

「セフィ？　ああ、そういや教団本部でセフィと会ったんだっけ？」

　クロウが拉ら致ちされる前に、リンネとセフィは一度顔を合わせていた。そんな話をちらりと聞いた記憶があった。

「うん、奇き襲しゆうをかけておっぱい揉もんじゃった」

「おおいっ！　いくら女同士っつっても、セフィの胸は俺おれのだぞ！」

「いや、セフィちゃんの胸はセフィちゃんのじゃないかな……」

　リンネがじっとりした目をクロウに向け、至し極ごく当たり前のことを言う。

「いいだろ、男には妄想が必要なんだ」

「クロちゃんは妄想じゃなくて、ガチで手を出してそうだけどね……」

　リンネはぼやきながら、クロウに寄り添ってくる。

「なんだ、リンネになら手を出してもいいのか？」

「よくそういうことストレートに言うねー。男の子ってそういうものなの？　ボク、ずっと女子校だったんだよね」

「ごまかしたな。ま、俺もガキどもの前で視し姦かん以上のことはしねえよ」

「視姦って……」

　クロウは、にやりとリンネに笑いかけてから、はしゃいでいるリーゼたちのほうに目を向ける。

「リンネ、この街にいるガキはあれで全部じゃねえよな？」

「違うよ。ネッサちゃんは、少しずつ何人か集めて遊ばせてるみたい。ボクも遊びたい」

「おまえは年中遊んでるようなもんだろ」

「ひどいなー。でも確かに、ここの子たちには悪い気がするね。あの子たちは一日の予定を決められてて、少し抜け出すだけでも大変なんだよ」

「俺だって似たようなもんだったがな。毎日、朝から寝るまでこの世で一番強い剣けん士しとやり合ってたんだぞ？　命の危機がない分、ガキたちはマシじゃねえか」

　嘘うそだった。クロウは、自分のほうがはるかにマシだったと思っている。

　剣けん聖せいの稽けい古こは容よう赦しやなかったが、彼女はクロウを剣けん士しとして育ててくれた。ラーシュという兄弟弟で子しもいた。厳しいだけの日々ではなかったのだ。

　ネッサは気に入らない女だが、状況を少しでもマシにしようとしているところは評価に値する。

「もしかすると、あの怖こえぇ女はブレイズの中でも変わり種なのか？」

「そうかもしんない。別に居きよ留りゆう地ちを救えるわけじゃないから、偽善だって言ってたけど」

「偽善でもいいから俺おれにも救いがほしいね」

　クロウはうそぶいて、首輪に手をやった。この処置も、居留地に危険を呼び込まないためのものなのだろう。

　子供たちは、リーゼと楽しげにバレーをしている。彼女たちはずいぶんとはしゃぎすぎているようだ。めったにない、なにも気にせず遊べるチャンスだからだろう。

「クロちゃん、ボクらも遊ばないと。真面目まじめに話し込んでると、子供ちゃんたちが気にするよ」

「真面目な話だったか？」

　クロウは首を傾かしげてから、リンネにまっすぐ向き直った。

「よし、遊ぶとするか。リンネの身体からだで」

「ボク、遊ばれちゃうの!?」

「おまえは逆らうなよ。リンネの力でじゃれつかれたら、身体が潰つぶれちまうからな」

「されるがままになれって言ってる!?」

　リンネは顔を赤くして、さっと後ろに下がる。

「ひ、人のこと言ってるけど、クロちゃんだって危ないじゃん！　あのときのことは忘れないよ！」

「あのとき？」

「クロちゃんにメチャクチャにされて……ボク、泣きそうだったよ」

「待て待て、誤解を招くようなこと言うな！」

　以前、クロウとリンネが初めて剣を交えたときのことだ。クロウは暴走状態になり、パワーで圧倒的に勝っているリンネを追い詰めたのだ。

「確かに、メチャクチャにしたいとは思うがな！」

「思ってるの!?」

「つーか、リンネ。おまえ、ぶっちゃけ俺のこと好きなのか？」

「普通、そんなこと訊きくかな……ノーデリカシーにもほどがあるよ」

　リンネは頬ほおを赤く染めたまま、呆あきれた顔になる。

「……ボクにもよくわかんないよ。剣を習い始めてまだ一年だし。剣に恋する、っていうのもまだわかってないかもしれない」

　それはクロウにも理解が難しい問題だった。ソーディではない彼は、剣に恋する気持ちは共感できない。

「だから、クロちゃんと一緒にいることにしたんだよ」

　リンネは、クロウの後ろに回り、抱きついてくる。

「一緒にいれば、わからないことがわかるかもしれない。今のままじゃ、ボクは戦えないもん」

「……おまえ、戦わないと立場がヤバイんじゃなかったか？」

　クロウの記憶では、リンネは普通に生きることよりブレイズとして戦うことを選んだはずだ。

「もうとっくに立場はヤバイよ。ブレイズと戦ってるクロちゃんをさらって確保してるんだからね。死し剣けん使つかいじゃなかったら、始末されてたかも」

「……死剣使い、バンザイ」

「お兄さーん！　リンネー！　いつまでも話してないで、こっちで遊びましょう！」

　リーゼがぶんぶんと手を振り、子供たちもマネをして同じく手を振っている。

「……お呼びみたいだぞ。行くか」

「うん、そうしよっか」

　リンネは抱きついていた手を離し、ざぶざぶとプールの中を進み始める。

　クロウも一歩踏み出そうとして──

「……ん？」

「どうしたの、クロちゃん？」

「いや……リンネは、リーゼたちのところに行け。俺おれはちょっと、掃除だ」

　きょとんとするリンネに背を向け、クロウはプールから上がった。それから、プールサイドの壁に立てかけてあるデッキブラシを手に取る。

「さてと……」

　クロウは、ブラシの柄を肩かたに担ぐようにした。

「どこの誰だれなのか知らねえけど、いったいなんのつもりだ？」

　天てん井じようを見上げながら、クロウはぶつぶつと小声で言った。あまり、リンネたちには聞かせたくなかった。

　クロウは顔を動かさず、左右に視線を振る。

　確かに、なヽにヽかヽを感じたのだ。

　見えないものが、このプールのどこかを動いた。音も聞こえなかったが、殺気という曖あい昧まいなものでもない。わずかな空気の揺れを、クロウの鋭えい敏びんな感覚が察知したのだ。

　おそらく、今も近くにいる。姿が見えないのは──術法だろうか？

「おかしいな、用があるから来たんじゃねえのか？　それとも、こんなデッキブラシを持って戦う気になってるアホとは話もしたくないか？」

　クロウは、デッキブラシを軽く振った。

「俺おれの剣──古コ流リユウは割と対応力は高くてな。こんなもんでも、けっこう戦えるんだよ。本当かどうかは、やってみりゃわかる」

　クロウが身につけた古流は、研究者だった彼の父親がソーディと戦った日本の武芸者たちの記録を調べ、まとめ直したものだ。あくまで理論のみだったその技を剣けん聖せいヒョウカがクロウに叩たたき込こんだ。

「でも、聞けよ。ここはガキどもの遊び場だ。こんなとこで血を流すのは好かねえ。人間だろうがブレイズだろうが、ガキは守ってやるもんだろ。姿も見せずに人を襲おうなんて外道に言っても無駄かもしれねえけどな」

　ソーディは、戦争やセイバーズのような治ち安あん維い持じ活動を除けば、一対一の正面からの戦いにこだわる。それはブレイズも同じである。あえて、そのルールを踏み外す者には話など通じないかもしれない。

「まあ、それでもいいさ。誰だれかが死ぬよりは、ガキたちにショッキングな映像を見せるほうを選ぶまでだ──よっと！」

　クロウは、いきなり身を翻ひるがえし、デッキブラシを一いつ閃せんさせた。

　そして、背後のなにもない空間でぴたりとブラシを止める。

「…………」

　やはり、感じる。見えない誰かの呼吸によるものか、わずかな空気の震えが伝わってくる。

「クロちゃーん、なにやってるの!?　壊れたの!?」

「なんでもねえよ！」

　プールから呼びかけてきたリンネに、クロウは答える。

　ほんの刹せつ那なにも満たない間、クロウがプールのほうに意識を向けたそのときに。

「……あらら。挨あい拶さつもなしかよ。失礼な奴やつだな」

　見えない何者かは、姿を消していた。

　おそらく、最初からなにもする気はなかったのだろう、とクロウは推測する。

　ただの様子見──あるいは、言葉こそなかったが宣戦布告の一種だろうか。

　どちらにしても、なにかが動き出している。このままのんびりと、居きよ留りゆう地ちでの療養生活を楽しんではいられないようだった。










２章　見えない標的





　中央特別区センターの旧セイバーズ本部ビル、最上階。

　シルフィの新しいオフィスは、かつてのセイバーズ局長の執しつ務む室しつに置かれている。

「散らかっていて申し訳ない。引っ越してきたばかりなものでね」

「いえいえ、僕のデスクなんて、書類に埋うもれていて机の形がわからないほどですよ」

　シルフィは、オフィスの一角に向き合って置かれたソファに座っている。テーブルを挟んで、その正面には一人の男がいる。

　男は、目が覚めるような真っ白いスーツに、赤いネクタイという格好だ。なぜか、白黒チェック模様のシルクハットをかぶっている。帽子くらいは取るべきだと思うが、シルフィはあまり行儀は気にしない。

「ほう、まだ紙の書類を使っているのか。意外だな、ダイナスト社ほどの大企業が」

「僕はアナログ人間でしてね」

　シルクハットの男は、柔らかく微笑ほほえんだ。

　シルフィは、男を観察する。男はまだ二十代後半くらいに見える。ややちぢれている褐かつ色しよくの髪に、鮮あざやかな碧へき眼がん。百九十センチ近い長身だが、華きや奢しやなせいか威圧感はない。見た目は、いかにも脆ぜい弱じやくそうな優やさ男おとこという印象だ。しかし──

　彼はアメリカに本社を持つ巨大軍事企業、ダイナスト社の社員である。

　ダイナストは、ナイフや銃器から、果ては戦闘機、空母まであらゆる武器の製造と販売に関わっている。彼はその巨大企業でもある種の有名人だと、シルフィは知っていた。

「ロバート・マキシムさん。あなたは“〝奇き術じゆつ師し”〟と呼ばれているそうですね」

「おっとぉ。ソーディの姫君までご存じとは、お恥ずかしい限りで」

　男は、シルクハットのつばを掴つかんで、いかにも恐きよう縮しゆくしているような笑みを浮かべる。

「何度か、少々面倒な取引をまとめたことがありまして。たまたま上う手まくいっただけなんですが、それを妬ねたんだ誰だれかがつけたあだ名なんです。すっかり定着してしまいました。あなたのように真っ先にその話をされる方も多いのです。会話のとっかかりになるので、ちょうどいいですけどね。もちろん、そちらで呼んでいただいてけっこうですよ」

「そうですか。では、奇術師殿どの。私は、御社の極きよく東とう支配人とのアポを取ったつもりだったのですがね。失礼ながら、あなたがいらした理由をお聞かせ願えますか？」

「ああ、申し訳ない」

　奇術師は、シルクハットをかぶった頭を深々と下げた。

「僕のようなヒラの営業マンが来るのは失礼だとは思ったのですが、極東支配人は現在、太平洋上を弊へい社しやの船で移動中でして。あと数日は、身動きが取れないのですよ。それでやむをえず、僕が参った次第です」

「なるほど、それでしたら納得です。そもそも、我が国はあなたの会社と取引を持っていませんからね。無理を通そうとは思いません」

「いえいえ、とんでもありません。ですが、僕はアジア方面の商談を引き受けておりますので。シルフィ議員は、我が社にご質問があるとか？」

　シルフィは、ソファに深く身を沈める。

　彼女にとっても、この奇き術じゆつ師しの訪問は意外な事態だった。ダイナスト社の極きよく東とう支配人は、有能ではあるが、俗ぞく物ぶつで御しやすいタイプだと聞く。

　しかし、この奇術師は違う。見ただけでもわかってしまう。どこか、底が知れない。

　だが、せっかくの機会だ。探りを入れておくに越したことはない。

「先日、太たい陽よう教きようが教団本部内で騒ぎを起こしました。その際に多くの銃器が使われ、未確認ながらサイボーグなどというものまで現れたらしいのです」

「大変に興味深いお話ですな」

「あなたの会社が関与しているのでしょう？」

「ええ、それはそうです」

　シルフィの遠えん慮りよのない質問に、奇術師は間髪入れずに答えた。

　それでも、シルフィは怯ひるまない。

「我が国では、銃器の密輸と所持は重罪です。関与が認められれば、ダイナスト社に法的処置を行わないわけにはいきません」

「それは困りますねえ。我々は商売人ですから、信用第一です。国家から訴えられると、大問題になってしまいますなあ。どうしましょう」

「認めなければよかったのでは？」

「智ち将しようラナフィの再来と呼ばれるあなたに目をつけられたら、逃げ切るのは不可能でしょう。罪は早めに認めたほうが、軽くなりますしね」

「ふざけるのはその辺にしておくといい」

　シルフィは、トンと人差し指でテーブルを叩たたいた。

　奇術師は驚いた様子もなく、両手を挙げた。

「では、やめておきましょう。関与といっても、我々が製造した武器が流出した、というだけです。出荷した商品が、どこをどう流れて誰だれに買われるかは、正直なところ追いきれない場合も多いのですよ。特に、我々が扱っている武器という商品はね」

「ライフル程度ならともかく、サイボーグが？　元々、ダイナスト社は、我らソーディへの復ふく讐しゆうを目的につくられたのだろう？」

　それは誰もが知っている、公然の秘密だった。

　七十年前の世界大戦で、ソーディは世界中に展開していた各国の軍隊を撃破した。終戦直後に、アメリカをはじめとするいくつかの国々が、ソーディへの逆ぎやく襲しゆうのために築いた一大軍事企業。それがダイナスト社なのだ。

「ハハハ、シルフィ議員。それは過去の話ですよ。大戦から既すでに七十年、創設メンバーもほとんどが会社を、あるいはこの世を去りました。会社設立のきっかけなんて、弊へい社しやのパンフレットにも書いてません。あなたは、いずれこの国の指導者になる方だ。過去の怨えん恨こんよりも、あなたとの取引の可能性のほうがはるかに重要です」

「その話は筋が通っているが、設立の経緯を考えればダイナスト社から武器を買うのはぞっとしないね」

「発射と同時に爆発するミサイルを売りつけるとでも？　ハハッ、バカな」

　奇き術じゆつ師しは薄く笑って、肩かたをすくめる。

「バカな、は私の台詞せりふだよ。まあサイボーグなどはどうでもいい。それよりも──太たい陽よう教きようの話の続きだ。“〝剣と牙を持つ獣エイジン”〟、なぜあんなものを現代によみがえらせようとする？」

「エイジン！　ああ、あの化け物にも人類は痛い目に遭あわされました。もっとも、奴やつらはソーディにとっても天敵でしたな」

　シルフィは、楽しげに語る奇術師の目を見つめる。

　ソーディたちの故こ郷きようである異世界“〝ソーディア”〟。

　そこには、エイジンと呼ばれる怪物たちが生息していた。長い角に、トカゲのような顔、一対の翼、四本の手足。地球ではいわゆる“〝竜”〟と呼ばれる想像上の生物に酷こく似じしている。サイズはまちまちで、ソーディと変わらない大きさのものもいれば、一つの街ほどもある巨大なものまでいるという。

　ソーディアでは、ソーディはそのエイジンとの生存競争に明け暮れていたらしい。人間をはるかに超える身体能力を持ち、剣に長たけたソーディたちでも、エイジンに打ち勝つことは困難だった。

　その怪物たちもまた、空の扉を通ってこの地球に現れ、戦闘機や戦車、戦せん艦かんをも撃破するほどの大暴れをして──扉が閉じる前に、ソーディアへと戻っていった。

　しかし、すべてが霞かすみのように消えたわけではなかった。

「実際のところ、エイジンの肉体のサンプルはそこまで珍しくもない。いくらエイジンが強きよう靱じんといっても、小型のエイジンは多く撃破されている。どこぞの研究所には、ほぼ完全体に近いものもあるという」

「それは羨うらやましい！　うちのバイオ研究部門がよだれを垂らして喜びます！」

「……そのサンプルの一つ、エイジンの腕うでが太陽教の戦闘部隊のリーダー、幹みき原はら条じよう一いち郎ろうという男の失われた左腕に移植されていた。彼はソーディをも上回る力を見せたらしい」

　幹原は現在、警察に身柄を確保されている。

　教団本部での戦闘の主犯とされているが、左腕を根本から斬きり落とされたため、留置所ではなく病院に入れられている。本格的な調査はまだこれからだ。

「クレイジーなことですな。よく化け物の腕うでなどくっつける気になる。僕なんて、コンタクトレンズを入れるのも恐ろしいくらいです」

「太たい陽よう教きようは、危険ではあるが基本的には素そ朴ぼくな組織だよ。エイジンの腕を保存し、接合する技術どころか、人間にくっつけようなんて発想すらないだろう。さて、ここで問題だ。どこのどなたが、幹みき原はらに腕を移植したのか？」

「僕ではありませんねえ」

　奇き術じゆつ師しは、ぱっと両手を広げてみせた。

　もちろん、シルフィはここで答えを得られるとは思っていない。

　収穫は充分だった。この奇術師という男と出会ったこと。それが、些さ末まつな情報などより大事なことだった。





「ああ、はいはい。今終わりましたよ」

　奇術師、ロバート・マキシムは旧セイバーズ本部ビルから出ると、ケータイを取り出して歩きながら話し始めた。

「噂うわさどおり、シルフィ議員は怖い方ですねえ。散々にいじめられましたよ」

『それは確かに怖いですね。これからあなたが、議員にどう逆ぎやく襲しゆうするのか』

　電話口の向こうから、若い女性の冷静な声が応こたえる。

　相手は、奇術師の部下である。彼は自分で動くことを好むため、直属の部下はたった一人しかいない。

「とんでもなぁい。これを切り口に、ソーディ政府との商売を始めるだけです。世界第二位の経済大国ですからね。ちょこっと吹っかけさせてもらうかもですがねえ」

『逆襲の第一歩じゃないですか。それで、これからどうされます？』

「議員はエイジンに注目されているようですよぉ。やはり、ソーディの天敵は見逃せないらしい。サイボーグのほうは、どうなってましたっけ？」

『スノウホワイトの位置はトレースしてます。破は損そん箇か所しよの修復は完了した模様。同行している木き戸ど祐ゆう司じの娘は潜せん伏ぷく地点から動いていません』

「賢けん明めいだねえ。スノウホワイトは剣けん姫きとの戦闘経験を持っています。回収してもいいですが、もう少し泳がせて戦闘経験を次の戦闘にフィードバックさせて、さらなるデータを獲とれれば最善です」

『スノウホワイトは、ようやく慣ヽらヽしヽが終わったところですから。ああ、エイジンのほうも腕はすぐにでも回収できます』

「オヽマヽケヽのほうはどうかな？　入院中のようですけど」

『幹みき原はら条じよう一いち郎ろうも即時回収が可能です』

　部下の頼もしさに、奇き術じゆつ師しは満足げな笑みを浮かべる。

　奇術師の部下は電話の相手ただ一人だが、彼女は多くの部下を抱えており、荒事に特化したチームも複数いる。

「まあでも、オマケのほうは少し待ちましょう。せっかく、ソーディ政府の金で治療してくれてるんですからねえ」

　あくまで、奇術師にとって重要なのはエイジンの腕うでのほうである。腕に適合し、ソーディを超える力を振るった幹原条一郎──ジョーの能力は興味深いが、興味以上のものを持ていないことには理由があった。

「彼がエイジンの腕に適合した理由は、未いまだ不明ですしねえ。まとまったエイジンの組織を繋つないだ他の実験体は肉体が崩壊してしまったんですから」

『とりあえず、腕や足、角などの移植はあきらめて、細胞の移植のほうを優先しましょう。肉体の強化はそれで充分ですし、いちいち実験体の腕や足を斬きり落とす手間も省はぶけます』

「ミスター幹原はともかく、健康な手足を切断するのは気の毒でしたからねえ。これで、僕の良心もうずかずに済みます」

『上司の心の平穏は、部下にとってもありがたいことです。ああ、上司といえば、食ヽ中ヽ毒ヽで寝込んでおられた極きよく東とう支配人ですが、快かい方ほうに向かわれているようです』

「おおっ、それはなにより。今は食べ物が傷みやすい時期ですからねえ。支配人には気をつけていただかないと」

　奇術師の上司である極東支配人は、シルフィほどの切れ者ではないが、考えが読めないほどのバカでもない。中途半端に有能な上司は、奇術師には得がたい存在だった。死ヽなヽれヽるヽのヽだヽけヽはヽ困ヽるヽ。

「じゃ、あとのことは戻ってから」

　奇術師は、部下の答えを待たずに通話を切った。

　シルフィとの会談は刺激的であったし、商売のきっかけをつくるというのも本気だった。

　太たい陽よう教きようへの協ヽ力ヽも今のところ、帳ちよう簿ぼに書き込むような利益は出ていないが、将来への投資としては充分に成果を上げている。

「さてさて、忙しくなりそうですよぅ」

　奇術師はシルクハットのつばを掴つかみ、空を見上げた。輝く夏の太陽に目を細め、満足そうににやりと微笑ほほえんだ。





「暑……」

　クロウは太陽を見上げ、嫌そうに顔を歪ゆがめた。

　プールで遊んだ日から、さらに数日。クロウは未いまだに、ブレイズの居きよ留りゆう地ちにいた。

　今日も、まるで日課のようになっている散歩の最中だ。

　クロウの傷は完治し、体力も戻っている。既すでに万全に近い状態といえるだろう。

　それでも、脱走の機会はまったくなかった。そもそも、まだ首輪の解除についてなんの情報もない。ネッサの操作一つで簡単に爆破できるだろうし、クロウの位置もトレースされているのだろう。街を出ようとすれば、即座に首ごと爆破されるはずだ。

　首輪の解除についてはあきらめるしかなかった。クロウは、首輪の出所はダイナスト社あたりだと踏んでいる。ブレイズは太たい陽よう教きようと緩ゆるい協定を結んでいる。その太陽教が武器を仕入れているダイナスト社が、ブレイズとも繋つながっていても不思議はない。

　最先端の技術を持つダイナスト社の製品ならば、解除はますます絶望的だ。

「夢も希望もねえな」

「え、なに？　クロちゃん、なんか言った？」

「いや、なんでもない。つーか、この服はなんとかならなかったのか」

　クロウは服の襟えり元もとを掴つかんでぼやく。彼の服装は、派手なアロハシャツと、ショートパンツという夏を満まん喫きつしすぎている格好だった。

「ああ、それはネッサちゃんの嫌がらせだから」

「やっぱりかよ！　だいたい、俺おれにはこんな軽そうな格好は似合わねえだろ」

「ううん、恐ろしいほど似合ってるけど」

　リンネは、じーっとクロウの服装を眺める。どうやら、リンネとはセンスが違うらしい。クロウは自分にはもっと重厚さの漂ただよう服装が似合うと信じている。

「そもそも、こんな目立つ格好で外を歩き回ってていいのか？　俺、一応囚とらわれの身なんだろ」

「そうだね、普通にお散歩っていうのももう飽きてきたなあ。子供たちの遊びにも、そんなにしょっちゅう混じるわけにもいかないし」

「遊び場に出入りする人数は少ないほうがいいからな……って、そうじゃなくて。おまえらは俺を監禁したいのか野放しにしたいのか、どっちなんだ？」

「野放しにしたいボクと、監禁したいネッサちゃんのせめぎ合いがね」

「さっさとリンネが勝利を収めてくれ。つーか俺、学校の出席日数がヤバすぎるぞ」

「クロちゃん、学校出てソーディの資格をもらいたいんだっけ？」

　そのとおり、クロウの目的は“〝ソーディの身分”〟を手に入れることである。この日本社会において、支配者層であるソーディは優ゆう遇ぐうされており、様々な特権を持つ。その特権が、クロウが目指す堅実な生活に必要なのだ。

　生まれが人間であるクロウは、剣の学院を卒業すれば、社会的にソーディの身分を手に入れ、その証あかしである“〝紋もん章しよう入りの短剣”〟をもらえることになっているのだ。あまり長いこと欠席しているとまずい。

「ボクらブレイズが勝てばソーディ政府は崩壊するし、意味なくなるんじゃない？」

「そうならないために、おまえらと戦ってるんだよ」

「そっかー。奥が深いね」

　リンネは、感心しているようだ。別に、ごく当たり前のことなのだが。

「おっ、アウドの屋台があるよ。クロちゃん、食べよう」

　突然、リンネがぱたぱたと駆かけ出だした。道ばたに出ている小さな屋台から、香ばしい匂いが漂ただよってきている。

　アウドとは、ソーディアの料理の一つで、薄く切った豚肉を何枚か重ねて野菜と一緒にパンに挟んだものである。

　リンネは甘い味付け、クロウは辛からい味付けのアウドを屋台の親父おやじから受け取る。

「んー……あむっ。ん？　んん……？」

「肉が固かてぇな。野菜もしなっとしてるし、味付けももう一つだなあ」

　並んで歩きつつ、クロウとリンネは一口かじって、微妙な顔をしてしまう。

「前にクロちゃんと食べたアウドのほうが美お味いしかったなー。久しぶりにあそこで食べたいよ」

「あんなとこ行ったら、ソッコーで通報されるぞ。おまえは手配されてんだから。まあ気持ちはわかるけど、しょうがねえよ」

　貧まずしい居きよ留りゆう地ちには、いい食材などなかなか回ってこない。中央特別区センターのアウドと比べるのは酷というものだ。

「……クロちゃんはさ、やっぱりセフィちゃんたちのところに戻りたいの？」

「ん？　なんだ、いきなり？」

　リンネは、アウドを囓かじりながら、ぼんやりとどこかを見つめている。

「ボクがちょこっと強引に連れてきちゃったわけだし……」

「ちょこっと……？」

「実はね、クロちゃんのケータイを取り上げる前に見ちゃったんだ。待ち受け画面、セフィちゃんの写真だったね」

「あ、あれはだな。本当はパンチラとかもっとエロい写真にしたかったけど、セフィはガードが堅くて撮れないから仕方なく……」

「どんな言い訳……？　ていうか、セフィちゃんのこと、凄すごく気にしてるよね」

「……セフィはブレイズに狙ねらわれてる。あいつは幼なじみなんだぞ。気にするのは当たり前だろ」

　セフィは生き真面目まじめで、約束も守るタイプだ。しかし、思い込んだら一直線というところもある。さらわれたクロウを救出するために、なにかやらかす可能性は否定できない。

「うーん？　なーんか話が逸それてるなあ。クロちゃんが心配してるのはわかるけど、セフィちゃんを待ち受けにする必要はないじゃん」

「……たまたまいい写真が撮れたから使ってるだけだ。深い意味はねぇよ」

「ふーん」

　リンネはまったく納得していないようだ。クロウも自分の言葉に説得力があるとは思っていない。だが、これ以上追及されても困る。話を逸らせる必要がありそうだ。

「それに、日ひ奈な子こだって放ほうっておけない。あいつは、俺おれ以上にさらわれることに関しては一流だからな」

「あー、太たい陽よう教きようの女の子ちゃんか。捕まったりさらわれたりしてたね、そういえば」

「一回はおまえらブレイズに捕まったんだけどな」

　ある意味では、一番危険なのは日奈子かもしれない。

　太陽教の戦闘部隊のリーダー、幹みき原はら条じよう一いち郎ろう──ジョーが語った日奈子の秘密は、あまりにも重いものだった。

　日奈子はソーディを彼らが元いた世界、ソーディアへと“〝強制送還”〟させる能力を持っているという。それが事実ならばソーディにとって危険極きわまりないものになる。

　そして、ソーディに支配されたこの国の人間にとっては大きな希望でもある。日奈子は、いつ誰だれに狙ねらわれてもおかしくない立場なのだ。

「セフィと日奈子は、いくら護衛がいても足りねえくらいだよ」

「クロちゃんは、大変なんだねえ」

　セフィを狙っている組織の一員が、うんうんと頷うなずいている。

　実際のところは、それほど心配はないとクロウもわかっている。ラーシュとイシュト、それに剣の学院には七しち剣けんの一人、絶ぜつ剣けんシュナークがいるのだ。たとえリンネでも、この三人を相手にするのは難しいだろう。

「ま、大変なのは違いないがな。太陽教の女の子はもう一人いるし」

　太陽教のシスターで、実は教団でも重要人物である木き戸ど明あか里りは、クロウが剣けん聖せいに弟で子し入りする前──幼い頃の友達だった。

　明里は今、太陽教がダイナスト社からレンタルしているサイボーグとともに行動しているはずだ。彼女はバカではないから、太陽教に捜査の手が及んでいる今は、むやみに動いたりはしないだろう。

「……なんか、考えてて疲れてきた。戻ったら戻ったで、やることが山積みだな」

「だからしばらく、早めの夏休みを楽しめばいいんじゃない？」

「もう充分満まん喫きつしたよ。ガキたちと遊んでも新たな趣味に目覚めずに済んだし、ちびっこ白はく衣いにも萌もえなかっ──」

　クロウは素早く、リンネの肩かたを掴つかんだ。左右を見回し、小さく舌打ちする。

「リンネ、こっちに来い」

　戸と惑まどうリンネを引っ張って、クロウは近くの路地へと身を隠した。それから、そっと、路地から顔だけ出して通りの様子を確認する。

「……どうしたの、クロちゃん？」

「警察だ。パトロール部隊だな」

　クロウは三十メートルほど向こうから近づいてくる一団を観察する。人数は十一名。全員が制服警官だ。警察は、大半が人間で構成されているが、今接近している部隊は数少ない例外らしい。クロウが見たところ、男性ソーディの部隊だ。

「おっかしいなあ。この時間は巡回はないはずなのに」

　リンネが首を傾かしげている。ブレイズの居きよ留りゆう地ちで警察のパトロール部隊が巡回しているのは当然のことだ。しかし、巡回時間は完全に固定されていて、クロウたちは警察がいない時間を見計らって散歩に出ている。

「シフトが見直されたのか、それとも指し揮き官かんが突発的にやる気を出したのかな」

「こっちに来るけど、どうする、クロちゃん？」

「よほど間抜けな警官でも、最近読んだ手配書は覚えてるだろうなあ。俺おれとリンネの写真は見てるはずだ」

　当然、彼らはリンネを逮捕しようとするだろう。誘ゆう拐かいの被害者であるクロウを保護するはずだ。クロウとしてもそれは歓迎できない。警察と接触した時点で、首輪がドカンと吹き飛ぶかもしれないのだ。

「まずいな、なんか念入りに周りを見てるぞ。突発性やる気の可能性が高そうだ」

　二人が入った路地は行き止まり、近くに身を隠せそうな場所も見当たらない。警官たちを叩たたきのめすことは簡単だが、警察はこの居留地に大変な興味を持つようになるだろう。

「あっ、クロちゃん。来るよ、来るよ」

「リンネ、悪い」

「えっ」

　クロウはリンネの戸惑いをスルーして、彼女の身体からだを壁に押しつけた。そして、肩かたを抱き、彼女に顔を近づける。

「ちょっ、クロちゃん……！」

　リンネの声が耳のすぐ近くで聞こえてくる。クロウは、彼女が身体を硬くしているのもかまわず、唇くちびるを押しつける。

「…………」

　そのまま、クロウは気配を探った。だが、探るまでもなく警官たちは無造作に近づいてくる。

「ん……？　なんだ、ガキだ。おいおい、ラブシーンの真っ最中だぞ」

「ははっ。放ほうっておけ。連中、他にやることもねえんだからよ」

「違いない。娯楽も与えられないガキなんて、可哀かわい想そうなもんだな。はっはっは」

　警官たちは路地を覗のぞき込こみ、バカにしたように笑うと、すぐに去って行った。

「……行ったか」

　クロウは、リンネから離れ、再び路地の陰かげから通りを覗いた。警官たちは周囲を確認しながら、路地から離れていく。

「あの……ク、クロちゃん……」

「ああ、いきなり悪かったな。でも、ちゃんと頬ほおにしたぞ」

「く、唇くちびるのすぐ横だったよ!?　ていうか、ほっぺでもキスはキスだよ！」

　そのとおり、クロウはリンネの唇の横にキスしてラブシーンを演じたのだ。顔も隠せてちょうどよかったのだが、リンネはかなり驚いているらしい。

「うおおおお、ドキドキした……クロちゃんと斬きり合ったときより、めっちゃドキドキだった……」

「剣に恋するソーディらしくねえな」

　らしくない、と言えば自分もだとクロウは思った。普通に唇にキスしてしまっても、リンネは抵抗しなかっただろうし、怒りもしないだろう。警官に怪あやしまれないため、という大義名分もあったのに。

「まるでお姫様扱いだな。俺おれも丸くなっちまったのか」

「ボクはお姫様じゃないし……クロちゃんは、今までのままでいいと思う……」

「つーか、リンネとリーゼのせいだと思うけどな。おまえらみたいに緩ゆるい奴やつらとずっといたせいで──」

「ぐあああああああああっ！」

　突然、遠くから絶叫が響いた。

　クロウとリンネは、同時に身構える。路地から飛び出し、声がしたほうを見ると──

「なっ、なんだ！　なにが起きてる!?」

「全員、円陣を組め！　味方を斬るなよ！」

　警官たちは、混乱の極きわみにあった。二人が血まみれで倒れ、数人の警官がなにもないところでむやみに剣を振り回している。

「……まるで、幽ゆう霊れいとでも戦ってるみたいだね」

「正気の沙さ汰たじゃねえな。あ、また一人やられたぞ」

　クロウとリンネは路地の陰から様子をうかがいながら、のんきな会話を交わす。

　ただし、のんきなのはクロウたちだけではないようで、通行人のブレイズたちも血を噴ふき出だして倒れていく警官たちを呆ぼう然ぜんと眺めている。

「本当にここの大人たちは、魂たましいを抜かれたみてえだな。この状況でノーリアクションとかどうなってんだ」

　おそらく、襲撃者は以前にクロウがプールで遭そう遇ぐうした“〝見えない誰だれか”〟だろう。どういう理由か知らないが、警官隊を襲っている。

　警官たちの対応も悪くはない。男のソーディにしてはよく訓練されていて、同士討ちを避けつつ、見えない敵に対処している。

　しかし──

「うあああっ、腕うでが！　俺おれの腕が！」

　なにかに腕を切断された警官が叫び、その直後に黙だまり込む。喉のどを斬きり裂かれ、永遠に黙らされたのだ。

「ちょっと、自分たちだけで騒いでるみたいに見えるけど、可哀かわい想そうだね」

「せっかく公務員になれたのに、こんなとこで殉じゆん職しよくとはな。でも遺族には年金が──」

　そこまで言って、クロウははっとした。通行人たちをバカにはできない。自分ものんきに構えすぎていた。

「ネッサ！　やべぇぞ！　今すぐあいつを止めねえと！」

「へ？」

　リンネがぽかんとした顔になる。同時に、通行人の中から制服姿の少女が一人飛び出してくる。ネッサだった。

「なんだ、てめー。気づいてたのか」

「おまえたちがバカじゃなけりゃ、俺に見張りくらいつけるだろ」

　いつもネッサが見張っているわけではないだろうが、クロウは何度か会っている彼女の気配を見分けるくらいはできるのだ。

「いいから、あいつを止め──って、遅かったか」

　クロウが殺さつ戮りく現場を振り返ったとき、既すでに終わっていた。十一人いたはずの警官が、全員その場に倒れている。

「ん……!?」

　クロウの口から驚きが漏れた。なにか、がこちらに向かって走ってくる。

　そして、クロウの横を通り過ぎる瞬間──一瞬だけ、黒いローブをまとった姿が見えた。

「…………っ！」

　とっさに伸ばしたクロウの手は、ローブに触れることもできなかった。黒いローブはまた姿を消し、そのまま走り去ってしまう。

「ちっ……！　追うぞ、リンネ、ネッサ！」

　クロウは走り出し、リンネとネッサもついてくる。

「今の黒いローブは、ブレイズが一いつ括かつで大量購入でもしたのか!?」

「購入方法まで知るか！　あんな能力の使い手も知らん！　でもあれは、確かにうちらが使ってるやつだ！」

　ネッサが怒鳴るようにして言い返してくる。

　やはり、とクロウは納得する。以前、ネーナというブレイズ剣けん士しが同じローブを着ているのを見たことがあったのだ。

「あれ、夏場は暑くて着てらんないんだよねえ。ボク、苦手」

「さっきの奴やつは我慢強いんだろうよ。俺おれのことはいいから、二人は急いであの見えない奴を捕まえろ。別に逃げたりはしねえよ」

　リンネとネッサは、人間を大きく超える身体能力の持ち主である。その気になれば、クロウを楽々と引き離せるはずだ。

「追うのはいいけど、見えないし。というかクロちゃん、なんで焦ってるの？」

「警官があんなに死んだんだぞ。警察は身内を殺した犯人を絶対に逃がさない。ただでさえ、おまえたち一部のブレイズが反乱を起こしてる最中だ。この居きよ留りゆう地ちで犯人狩りが始まる。犯人を見つけるまで、警察は徹底的にやるぞ。この件と関係ない連中も大勢捕まる。ガキどもの遊びもおしまいになっちまう」

「……くそっ！　仲間に連絡して剣を持ってこさせる！」

　ネッサがケータイを取り出しながら、一気にスピードを上げた。さすがにブレイズの剣士、見えない敵の気配を掴つかんでいるようだ。

「リンネ、おまえは行かないのかよ」

「ボクはクロちゃんと一緒に行くよ」

　リンネは走りながらクロウの顔をちらりと見て。

「クロちゃんこそいいの？　ボクらのために行くの？」

　クロウは、一瞬だけ迷ってから、もうほとんど見えなくなったネッサの背中に視線を向けながら口を開いた。

「……あのガキどもの誰だれかが美人になって、セクハラできるかもしれねえからな」

「クロちゃんはもう……セクハラしたいならボクかリーゼちゃんにすればいいじゃん」

「リーゼはやべぇだろ。まあ、それはいいとして……猛ダッシュしてったネッサには悪いことしたかもな」

「ん？　なんで？」

「あまり急ぐこともねえかもって話だよ」





　剣の学院は、放課後になってもひどく騒がしかった。

　学院には、普通の体育館とは別に剣の訓練専用の講堂があるが、そこに入りきれなかった生徒たちが敷しき地ち内ないのあちこちで鍛たん錬れんに励んでいる。

　年に数回の、学年別トーナメントが間近に迫っているからだ。

　五月に行われたトーナメントは、剣けん将しようマナカとその部下が起こした騒ぎによって中止となってしまった。一年生には代替イベントのバトルロイヤルが開催されたが、あくまでそれはお遊びである。

　七月になり、間もなく行われるトーナメントが本番だ。学院の生徒たちも気合いが入っている。

「はー……みんな元気ね」

　校門をくぐってから、セフィはぼんやりとつぶやいた。あちこちで、剣を振るっている生徒の姿が見える。

「セフィも訓練しといたほうがいいんじゃないの？　一年の優勝候補でしょ？」

　隣を歩いているラーシュが、校内をどうでもよさそうに観察しながら言った。

「この際、トーナメントは気にしてられないわ。ロウ抜きで優勝しても嬉うれしくないしね」

「一応、俺おれも生徒だから出るんだけどね」

「……忘れてたわ」

　ラーシュも学院の生徒であるが、遊びで通っているように見えるので、真面目まじめにトーナメントに参加するとは思っていなかったのだ。

「どっちみち、今はトーナメントどころじゃないからね。私もなにも準備してない」

　セフィたちの後ろを歩いていたイシュトが、軽く言った。彼女は学院の生徒会長で、三年生最強の剣けん士しである。トーナメントに合わせた調整くらいはしておくべきだろうが、なにもしていない。

　イシュトとラーシュのセイバーズ、それにセフィは今もブレイズの動向を追いかけている。今日も街に出て、以前にブレイズが起こした暗殺事件の現場を調査してきたところだ。むろん、三人とも学校はサボっている。

「はー……毎日毎日無駄なことをやってる気分だわ」

「気分じゃなくて、実際に無駄なことをしてるんだけどね」

「…………！」

　セフィは、キッとラーシュを睨にらみつける。睨まれたほうは知らんぷりだった。

「このところ、ブレイズは大きな動きを見せてないしね。太たい陽よう教きようの事件のせいで、東京ソーディアの警戒レベルが上がってるせいだろうけど。だいたい、俺たちには直ちよくで情報が伝わってこないからね。シルフィさんも、ブレイズの件だけにかまってられないだろうし」

「絶望的なことばかり言わないで」

　具体的に言えば、セフィが必要としているのはブレイズの情報ではなく、クロウの消息である。しかし、情報がないという意味ではどちらも同じだ。

「あ、セフィ。お帰りなさいです」

「あれ、ヒナ」

　中庭まで来たところで、向こうから日ひ奈な子こが歩いてくるのが見えた。今日も剣の学院の制服姿である。

「今日も暇ひますぎました。なので、お昼からセフィたちが戻ってくるのを待って、この辺をうろうろしてました」

「あんた、本当に堂々としてるわね……うちの生徒じゃないってことを忘れそうだわ」

「ははは、私のほうから他の三年と二年にも通達を出しておいたからな。桜さくら井い日奈子は生徒だと思うように、ってね。あと、お腹なかを空すかせてたらご飯を与えろと」

「あの、会長。ヒナはペットじゃないですよ」

「できれば、お菓子もほしいです」

「ヒナ！」

　セフィはきちんと日奈子に食事をつくり、今日のように出かける日は弁当も用意している。セフィは高貴な生まれであるが、料理が趣味で、味も問題ないはずだ。他の人から食べ物をもらう必要はない。

「冗談です。疲れてるセフィたちを和なごませてあげようかと」

「……ヒナは相変わらずのマイペースね」

　この奇妙な友人には、セフィは毎回驚かされている。自分が扉の一族とやらの血を引いていることは重い事実だが、日奈子はそれ以上のものを背負っている。ブレイズの術法を封ふうじ、しかもソーディをソーディアに強制送還させる能力を持つという。ソーディ、ブレイズ、太たい陽よう教きよう、どの陣営が日奈子を捕まえても利用価値は充分にある。

「あの、セフィ。やっぱり、わたしも行ったほうがいいのでは？」

「確かにヒナの術法封じは有効だけど、そもそもまだブレイズが見つからないのよ」

「いえ、ですから。わたしが歩くとトラブルが起きる感じなので、外を出歩けばブレイズも寄ってくるかもです」

「……なんだか納得しちゃいそうだわ」

　確かに、日奈子は何度もさらわれたり、彼女がいるところにはトラブルが起きている。

「って、ダメよ。ヒナを囮おとりにするようなマネはできないわ」

「そういうセフィだって、自分を囮にしてるけどね」

「……黙だまって、ラーシュ」

　セフィは、再びぎろりとラーシュを睨にらむ。

　一番のんきなのは、ラーシュかもしれない。本来ならば、もっともクロウ救出に熱心であってもおかしくないのに。あるいは、教団本部でクロウと一瞬だけ剣を交えたことがなにか影響しているのだろうか。

「私としても、桜井日奈子の同行は許可できないな。最悪、ブレイズの集団と遭そう遇ぐうすることもありえる任務だ。自分の身は自分で守れる者でないと」

「じゃあ、交換条件なのです。今度イシュトと一緒に寝てあげます」

「寝るだけっ!?　それは逆に拷ごう問もん……でも、桜さくら井い日ひ奈な子こを食べちゃえるチャンスには違いない……！」

「会長！　ヒナに乗せられないでください！」

「おっ……と。この節せつ操そうのない性格が時々怖くなるな」

　イシュトは軽く笑って言った。この生徒会長は、剣に恋するソーディらしくなく、剣を扱えない人間すらも欲望の対象にしている節がある。

「私たちは、シルフィ様の命令で動いてる。シルフィ様が同行の許可を出したのはセフィ様だけだ。残念ながら、桜井日奈子の同行は──」

　そのとき、電話のコール音が響いた。イシュトがスカートのポケットからスマートフォンスマホを取り出して、耳に当てる。

「はい。ん？　ああ、シルフィ様の部下の……。はい、なんですか？　え？　ああ、はい。はい……わかりました。ありがとうございます」

　イシュトは通話を切って、スマホをポケットにしまう。

「朗ろう報ほう……かわからないけど、仕事だ。ブレイズの居きよ留りゆう地ちで事件発生。警官が殺されたらしい。まだ第一報が入っただけで詳細は不明らしいけど、どうする？」

「行くに決まってるわ！」

「まあ、クローはわたし以上の歩くトラブルですから……」

「トラブルのあるところにいる可能性はあるね。無駄に歩き回るよりは、ずっといい」

　セフィに続いて、日奈子とラーシュも同意する。いや、日奈子は連れて行けないが。

「さっそく行くわよ！　会長、居留地ってどこの──」

　セフィが、まるでリーダーであるかのように言い放った瞬間だった。

　突然、空から──誰だれかが降りてきた。落ちてきた、というべきかもしれない。

　セフィたちのすぐ前に、その誰かは華麗に着地を決めた。

　薄茶色の髪を三つ編みにして、黒を基調にしつつ金色のラインが入った上着に、同じく黒のミニスカート。腰こしには美しい拵こしらえの小刀を差している。

　両手には黒い革手袋をつけ、それぞれの指に鉄製のリングがはまっている。

「あらら、セフィさんたち。お騒がせして申し訳ありませんね」

「絶ぜつ剣けんシュナーク……？」

　セフィが、ぽつりとつぶやいた。

「みなさん、下がっていたほうがいいですわよ。いえ、私から百メートル以上離れたほうが賢けん明めいですわね」

「な、なんなのよ、突然……？」

「離れないと……巻き込まれたら即死ですわよ」

　セフィの疑問に、シュナークは楽しげに答えた。

　巻き込まれるとは、なにに──とセフィがさらに疑問を口にしようとしたときに、それは現れた。

　セフィたちがついさっき通ってきた校門からの道を、誰だれかがゆっくりと進んでくる。

「な、なによ、あれ……？」

　セフィは自分の声が震えているのがわかった。

　まだ数十メートルも離れているというのに、近づいてくる誰かが凄すさまじい圧迫感を放っているのがわかる。

　一歩地面を踏むごとに、大地が震えるかのようだ。

　その人物は、女性にしては長身で百七十センチ以上ありそうだ。薄い金色の髪を背中まで伸ばし、シュナークとほぼ似たような格好をしている。真っ白なマントを羽織っているのが大きな違いだろうか。

　セフィは、その服装が七ヽ剣ヽのヽ正ヽ装ヽであることを知っていた。

「ま、まさか……」

「そのまさかです。あの方こそ七しち剣けんの一人にして、剣けん聖せいに次ぐ実力者。“〝剣けん帝てい”〟アミラルさんですわ」

「あれが、剣帝……」

　セフィはぼんやりとつぶやいた。

　剣帝はゆっくり歩を進め、絶ぜつ剣けんの前に立ち──ぎろりと鋭い目を向けた。

「絶剣シュナーク。勝手に紹介するでない。我は、我が名を聞かせて怯おびえる顔を見るのが喜びなのだ。人の楽しみを邪魔しおって」

「相変わらず、歪ゆがんでいらっしゃることで」

　二人の七剣は、数メートルの距離を置いて対たい峙じし──不敵な笑みを向け合った。





　まさか、シュナークに続いてまた七剣がこの学院に現れるとは──

　イシュトは、対峙する二人の七剣を見つめながら、背中に汗が滲にじむのを感じていた。

　彼女は臆おく病びようからはほど遠いソーディである。しかし、身動き一つできなかった。

　迂う闊かつに剣に手をかけることもできない。この事態では、わずかな動きが命取りになりかねないからだ。

　いや、違う──イシュトは内心で否定する。

　クロウをさらわれたのは、とんでもない失態だった。太たい陽よう教きよう教団本部に踏み込んできた警官に事情説明をしていたとはいえ、部下をまんまとさらわれるとは。

　おまけにクロウは学院の後輩だ。二重の意味で、イシュトにはクロウを守る理由があった。

　そうだ、もうこれ以上失敗するわけにはいかない。

「いったいどういうことですか、絶ぜつ剣けんシュナーク」

　イシュトは、腰こしに差していた愛剣“〝雷ライ狼ロウ牙ガ”〟をすらりと抜いた。円えん錐すい状じようの、いわゆる“〝ランス”〟に近い形状の剣で、鞘さやに収めずに先端にラバーの覆おおいだけをつけている。イシュトはそれも外し、剣を構えた。

「ほう。この状況で剣を抜くか。バカならばなにも考えずに抜き、聡さとければなにもせんだろう。貴様は、そのどちらでもないようだな」

　剣けん帝ていアミラルが、薄笑いを浮かべながら言った。

「では、私はなんでしょうか？」

「己が何者かは己がよく知っていよう。ふむ、我にはまるで及ばずとも、腕うでのほうも悪くなさそうだ。どうだ貴様、我の弟で子しにしてやってもいいぞ」

「で、弟子……？」

　イシュトは、剣帝の意図をはかりかねた。師弟というのは場合によっては一生の付き合いになる。出会って一分で弟子に取るというのはあまり聞いたことがない。

「生徒会長さん、お気になさらないほうがよろしいわよ。この方は、ちょっとお強い剣けん士しを見つけるとすぐに弟子に取ってしまうのです。今は、弟子が百人ほどいらっしゃるのでしたっけ？」

「一度しか会っていない弟子もいるものでな。いちいち、覚えておらん」

「……認められたと浮かれるのは難しいな」

　イシュトは、引きつった笑みを浮かべてしまう。七しち剣けんというのは変わり者が多いと聞いているが、剣帝も相当らしい。

「それで、剣帝殿どの。私たちの学院になんのご用ですか？　生徒たちに稽けい古こをつけにきたにしては、ずいぶんと威圧的な『光コウ』を放っていますが」

「我は常に威圧的だ。問題ない」

「…………」

　イシュトの笑みはさらに引きつり、どうしたものかと考え込む。この剣帝は、関わり合いにならないほうがいいタイプなのは間違いない。

「そちらのお話が終わったのでしたら、私のお仕事を始めてもよろしいですか？」

「……仕事ってなんなの？」

　同じく呆あきれていたセフィが、シュナークに質問する。彼女は愛剣の星ほし崩くずしを抜いてこそいないが、日ひ奈な子こをかばえる位置に立ち、剣帝を警戒している。

「そりゃもちろん、剣帝を追い払う気なんでしょ？　シュナークさんの仕事は学院に無断で出入りする者の始末なんだから」

　ラーシュは剣けん帝ていに怯おびえるでも警戒するでもなく、どうでもよさそうにしている。

「……いや待て、絶ぜつ剣けん。よく見ると、なんだこいつら？　まともなソーディも人間ヤートも一人もいないようだが、どうなってる？　ここは珍ちん獣じゆうの飼育施設か？」

「失礼な！　あたしはまともよ！」

「真っ先に自己主張するところが、さすがですねセフィ」

　日ひ奈な子こが呆あきれているが、セフィは誇ほこり高い性格だ。珍獣などと言われては、引き下がれないのだろう。

　もっとも、イシュトは剣帝の観察眼に驚いていた。ただ見ただけで、この場にいる全員の異常性を見抜くとは。

　ラーシュは男性ソーディでありながら、女性に匹敵する剣才の持ち主。

　セフィは空間を飛び越える奇妙な剣の使い手で、日奈子に至いたってはブレイズの術法を封ふうじ、さらにとんでもない能力も持っているという。

　イシュト自身もまた、大きな秘密を抱えている。少なくとも、まっとうなソーディとはとても言えない。

「まあ、なるほどだな。こんな連中がいるなら絶剣の護衛がついても不思議はない」

　剣帝は、満足げに頷うなずいている。どうやら、彼女の疑問は解消されたようだ。

「じゃあ、やるか。我は用があるからここに来た。邪魔をするなら誰だれでも容よう赦しやはせん。七しち剣けんと斬きり合うのは久しぶりだな」

　嬉うれしそうに言って、剣帝は腰こしから剣を抜いた。美しい銀色に輝く両刃の長ちよう剣けんだった。

　その刃が、淡く白い輝きに包まれる。“〝光こう刃じん”〟という、ソーディの『光コウ』を剣に伝わらせ、斬れ味と耐久力を強化する技である。

　ふと、イシュトは奇妙なことに気づいた。剣帝の左腰には、抜かれた剣の鞘さやともう一本の剣が差してある。

　ソーディで二刀流は珍しくない。ほとんどのソーディが片かた腕うでで敵の骨どころか、鉄をも断つ腕力を持つからだ。二本の剣を自在に操る剣のセンスも持ち合わせている。

　しかし、イシュトが奇妙だと思ったのは──剣帝の右腰にも同じように剣が二本提さげられているからだ。合わせて四本。予備にしても多すぎないだろうか？

「あら、一本だけですの？　せめて二本は抜いていただけるかと」

「貴様のおヽ裁ヽ縫ヽに真面目まじめに付き合うつもりはない。これで充分だ」

「…………っ！」

　イシュトは、驚きよう愕がくに目を見開いた。

　剣帝から放たれていた『光』がさらに上昇する。強烈な威圧感のせいで、吹き飛ばされてしまいそうだ。

「ヒナ、あたしの後ろに……！」

「もう隠れてるです」

「……さすが、場慣れしてるわね」

　セフィと日ひ奈な子こは、こんなときでも微笑ほほえましい。ソーディと人間の友情。イシュトにとってはまぶしく、喜ばしいことだった。

「ふふふ、あなたが相手ですからね。特別手当を弾はずんでもらえそうですわっ！」

　絶ぜつ剣けんシュナークが両りよう腕うでをクロスさせ、指を踊るように動かす。

　イシュトの目には、シュナークの革手袋にはめられている指輪から伸びる十本の極細のワイヤーがふわりと舞い上がったのが見えた。

「貴様の遺族は、さぞ大金持ちになれるだろう！」

　十本のワイヤーが、吠ほえる剣けん帝ていアミラルに一斉に襲いかかる。ワイヤーは四方八方、上下左右、アミラルの全身を包むように動いている。

　どれだけ訓練すれば、十本ものワイヤーをあれほど自在に操れるのだろう。しかも、シュナークは盲もう目もくなのだ。それでも、ワイヤーは正確にアミラルの急所を狙ねらっている。

　しかし、アミラルはまったく動じた様子も見せなかった。ゆったりと歩きながら、右手の剣を一いつ閃せんさせる。

　今まさにアミラルの全身を切り刻もうとしていたワイヤーを、振った剣の風圧だけで吹き飛ばす。

















　ふわりとたわんだワイヤーは、シュナークが指を軽く動かすと生き物のように蠢うごめいて、再びアミラルに斬きりかかる。

「ふん、くだらん。曲芸師が！」

　アミラルも、再びワイヤーに剣を振るう。キイン、と澄すんだ音が響いてワイヤーが弾はじかれる。

　剣けん帝ていの剣は、決して速くない。イシュトが見る限り、あるいは自分の突きのほうが速いかもしれないと思えるほどだ。

　そして、シュナークのワイヤーは、イシュトの突きよりさらに鋭く速い。その攻撃を、なぜアミラルの低速の斬ざん撃げきでさばけるのか。

「あなたからも曲芸のお駄だ賃ちんをいただきたいですわね！」

　シュナークは左右に揺れながら、細かく指を動かし、ワイヤーを操る。

「私の鋼こう糸し剣けんから逃げ切れたら、の話ですが！」

「逃げる？　なぜ我がこんな曲芸から逃げなければならんのだ」

　アミラルは偉えらそうに言い切ると、数回剣を振って、鋼糸剣を斬り払う。鋼糸は一瞬だけ剣帝の剣に弾かれ、逃げるようにアミラルから離れ、再び襲いかかる。

　弾かれた鋼糸剣が、中庭の太い木に一瞬だけ触れると、まるで豆とう腐ふのようにすらりと切断してしまう。

「……迷惑な人たちですね。わたしにはなにをやってるのかもわからないですが」

　日ひ奈な子こが倒れた木を見ながら、ぼんやりとつぶやいている。人間の彼女の目には、アミラルの剣すら見えないだろう。

「セフィ様。もっと下がって。あと、その子を黙だまらせて」

　イシュトは小声でセフィに注意した。まだ剣帝の性格がまったく読めない。不用意な発言がどんな事態を招くかわかったものではない。

「ふふ、そのとおりですわ。これ以上ご迷惑をかけてはいけませんね。さっさとケリをつけるとしましょう！」

　シュナークがそう言い放って、前に向かって駆かけ出だす。走りながら腕うでを踊るように振り、指を小刻みに動かすと、鋼糸がふわりと拡ひろがり、アミラルをドーム状に包み込んだ。

「…………！」

　イシュトは目を瞠みはった。鋼糸剣は高速で舞い踊り、四方八方からアミラルに斬りかかっていく。

　かろうじてイシュトの目に、鋼糸剣の動きは見えている。しかし、それは彼女が傍ぼう観かん者しやで、鋼糸剣の動きのみを追いかけているからだ。もし、自分が絶ぜつ剣けんシュナークに立ち向かっていたら、糸だけではなく彼女の動きも追わなければならないのだ。

「貴様……！」

　剣けん帝ていアミラルがわずかに口元を歪ゆがめた。笑っているようにも怒っているようにも見える表情だった。緩急をつけて襲ってくる鋼糸を、まるですり抜けるようにしてかわしていく。絡みついてくるような十本の糸を身のこなしだけでかわすなど、信じがたい。

　ピッ、と鋼糸が剣帝のマントをわずかに斬きり裂き──

「今度は我の芸を見せてやろう！」

　アミラルが、鋼糸をかわしながら、右手の剣を一いつ閃せんさせた。一瞬、目に刺さるような鋭い光が奔はしった。

　それと同時に、シュナークが鋼こう糸し剣けんをアミラルではなく数メートル先の木に巻きつけ、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめると、彼女は瞬時にその木のほうへと跳んだ。

「なっ……!?」

　イシュトは絶句する。

　シュナークの体術に驚いたのではない。つい一秒前までシュナークが立っていた地面に、長さ十メートルを超える鋭い亀き裂れつが走ったのだ。

「なんなんだ、今のは……？」

　イシュトにはまったく理解できなかった。やはり、剣帝アミラルの斬ざん撃げきは高速とはとても言えないものだった。それでも、剣帝の剣は間合いの外、数メートル先にいるシュナークが立っていた地面を斬り裂いた。まるで、レーザーで焼かれたかのようだった。亀裂は深く、底がまったく見えない。

　地面を砕くような一撃は、ソーディならば難しくない。イシュトの突きは砲弾をも砕く。

　しかし、アミラルの一撃は──星そのものを斬り裂いてしまうかのようだ。

「……会長、ヤバイです。これ以上、あの二人にここで戦われたら」

　セフィが、二人の七しち剣けんを慎しん重ちように警戒しつつ、日ひ奈な子こを連れてイシュトの近くに来た。彼女もアミラルの斬撃の異常性に気づいているらしく、顔が青ざめている。

「あの二人は、遠距離を攻撃できるタイプです。全校生徒を避難させたほうがいいのでは。大げさかもしれませんけど……」

「いや、決して大げさじゃないな」

　イシュトは、セフィの言葉に精一杯平静を保って答える。

　中庭を取り巻くように、数十人の生徒が二人の七剣の戦いを見物している。他にも多くの生徒たちが校内にまだ残っているはずだ。七剣たちの戦いは、どこまで拡ひろがっていくかわかったものではない。学院が壊かい滅めつするだけで済むかどうかも怪あやしいものだ。

「ふん……さっきの言葉は訂正しよう。絶ぜつ剣けんよ、貴様は曲芸師などではなかった。すまなかった、暴言を吐いた」

「あらら、殊しゆ勝しようなことで」

「貴様は地ヽ上ヽ最ヽ強ヽのヽ曲芸師だ。貴様の強さに敬意を表し、我が二刀を見せてくれよう。その栄えい誉よを抱いてあの世へ行くがいい」

　剣けん帝ていアミラルは、右の腰こしから剣を抜いた。二刀を握にぎった手を大きく広げ、威圧しながらシュナークに近づいていく。

「ほほほ、光栄なことですわ。ですが残念なことに、私は栄誉や勲くん章しようには興味がございません。キャッシュ、キャッシュがこの世の至高の宝なのです」

　シュナークも両手を交差させて、じりじりとアミラルのほうへ間合いを詰め始める。

　二人からは強烈な『光コウ』が放たれ、周辺の圧力が凄すさまじく高まっている。それは物理的な力と化し、地面から土つち埃ぼこりが舞い上がっている。

「でも、変な話ですね」

　もっとも避難すべき人間の少女が首を傾かしげている。

「あの剣帝という人は偉えらい剣けん士しなのでしょう。突然入ってきたりせず、普通に許可を取ってくればよかったのでは」

「あ」

　日ひ奈な子この素そ朴ぼくな疑問に、イシュトとセフィは異い口く同どう音おんに間抜けな声を漏らしてしまった。

　イシュトは素早くポケットからスマホを取り出して、ボタンを操作した。コール音が二回鳴り、すぐに相手が出た。

「イシュトです。今、剣帝アミラルが剣の学院に来ています。絶ぜつ剣けんシュナークが無許可で侵入した剣帝と交戦中です」

『スピーカーホンにしろ』

　電話口の向こうで、シルフィが即座に言った。イシュトもすぐにスマホを操作して、さっとシュナークのほうに向ける。

『絶剣シュナーク！　四よん将しようの後継者シルフィが、剣帝アミラルの立ち入りを許可する！　ただちに交戦を中止せよ！』

「…………！」

　スマホから響いたシルフィの鋭い声に、今まさに鋼こう糸し剣けんを振ろうとしていたシュナークの両手がぴたりと止まった。

　同時に、二本の剣を振りかぶっていたアミラルの動きも静止する。

『……聞こえたかな？　シュナーク、剣帝と戦う必要はない。それは君の仕事じゃない』

「聞こえましたわ、シルフィさん。私は別に戦闘マニアではありませんから。タダ働きはごめんですわ」

　シュナークは笑って言って、ひゅんっ、と鋼糸剣を手元に引き寄せた。そして、魔法のように十本の糸が見えなくなってしまう。身体からだのどこかに巻きつけたのだろうか。

「はんっ、我も別に絶剣などと戦いたいわけではない。余よ興きようとして楽しんだまでだ。戯たわむれを長く引きずるのは愚の骨こつ頂ちよう。四よん将しよう家の小娘の許可などどうでもいいが、面倒が省はぶけるならそれでよい。本題に入るぞ」

『それはご勝手に。イシュト、セフィと他の者たちは無事かな？』

「七しち剣けんのお二人を含めてケガ人はゼロです」

『けっこう。私は少しばかり忙しくてね。そこの歩く災害二人がまた暴れ出さない限り、かけ直さないでくれると助かる』

「了解。助かりました、シルフィ様」

　イシュトは礼を言って通話を切った。それから、アミラルのほうに向き直る。

「……それで、剣けん帝ていアミラル。本題というのはなんですか？」

「ほう、今の立ち会いを見たあとでも、少しも怯おびえを見せずに我に対するか。ふむ、さっきの話は撤回しよう。やはり貴様は弟で子しに取らん」

「別に弟子にしてくださいとは言ってません。よく前言を撤回されるのですね」

「我は根拠もなく勢いでしゃべっている。よくあることだ、気にするな」

「とんでもないことを、さらりと言いますね。あなたは立場のあるお方なんだから、考えて話してはどうですか？」

「生まれて二十七年、続けてきたことをいきなりやめられるか、愚おろか者もの。貴様がそういうバカだから、弟子に取らないことにした」

「バカはお嫌いなんですか、剣帝」

「貴様はそれでもソーディか」

「…………！」

　それは、イシュトにとってもっとも言われたくない言葉の一つだった。

　しかし、剣帝はイシュトの衝撃など気にもせず、さらに言葉を続ける。

「七剣というのはな、いわばソーディというバカどもの中でもっともバカになった者たちのことだ。バカを極きわめなければ最強にはなれん。貴様はバカのくせに、そんなことも知らんのか」

「バカ、バカと何度も言いますね……」

「勢いで話してるからだ。いいか、貴様はなかなかのバカだ。今は剣けん姫きか？　遅くとも、一年後には七剣の一人になっているだろう」

「…………」

　弟子に取るまでもなく、七剣の一人になれる──ということか。

　イシュトは、剣の学院のトップで、七剣に次ぐ剣姫の資格を持っている。このままさらに昇っていくつもりだ。その先に、七剣の称号が待っていると考えたことは何度もある。

　それでも、まさかこの剣帝にお墨付きをもらえるとは。まだこの剣帝に会って十分も経たっていないが、お世辞を言う性格ではないと断言できる。

「ふん、そんな話はどうでもいい。誰だれが七しち剣けんになろうと知ったことではない。それより、話があるのは七剣の継承者のほうだ」

　アミラルはまだ抜いたままだった剣を手に、つかつかとラーシュのほうに近づいていく。そして、剣を軽く一振りする。

「おっ……？」

　ラーシュは動じもせず、自分の左ひだり腕うでを見つめる。そこには、リストバンドがはめられていて、それが綺き麗れいに切断され、地面に落ちた。

「剣けん聖せいの継承印コード。貴様がラーシュだな」

「高名な剣けん帝てい殿どのに名前を覚えていただけてるとは、光栄だね」

　剣と植物のつるを記号化した紋もん章しようが刻まれた、金属製の白い腕うで輪わ。リストバンドの下に隠されていたそれが、剣聖の継承者の証あかしなのだ。

「あなたの用っていうのは、俺おれにかな？」

「用がなければ、あの女の弟で子しなんぞ見た瞬間に斬きっている」

　物騒なことを言いつつ、アミラルは二本の剣を鞘さやに収めた。腕組みして、ラーシュに見下すような視線を向ける。

「おや、うちの師匠せんせいも嫌われたもんだね」

「我が嫌っているのはヒョウカではない。あの女にまとわりつく者はすべて忌いまわしい。奴やつの親友を標ひよう榜ぼうするシルフィもだ。まあ、四よん将しよう家の小娘はどうでもいい。どうせ、あの女はろくな死に方をせん」

「ちょっと！　姉上になんてことを！」

　セフィが身を乗り出して吠ほえるように言った。

「別に侮ぶ辱じよくしているわけではない。ヒョウカの友人になるような者がまともなわけがない、というだけだ。そんなことより貴様だ、ラーシュ」

「はぁ。いったいなに？」

「むろん、ヒョウカのことだ。あの女はどこにいる？」

「……は？」

　ラーシュが珍しく戸と惑まどった声を出している。

　それも当然だろう。剣聖ヒョウカが一年以上前から行方不明になっているのは、周知の事実なのだ。

「我はここ数年、世界中の戦場をうろついていたんでな」

「そういえば、私の絶ぜつ剣けん継承のとき以来、まったくお見かけしませんでしたわね」

　シュナークがどうでもよさそうにつぶやいている。

「久しぶりに戻ってみれば、ヒョウカは行方不明などというではないか。奴のことだ、どうせろくでもないことを企たくらんでいるのだろう。ヒョウカはろくでなしな上に、度を外れた酔すい狂きようだからな。なにをしでかすかわからん」

「なにをしでかすかって、師匠も剣けん帝ていさんには言われたくないんじゃないかな」

「いや、言っても問題ない。ヒョウカの弟で子しならわかっているだろう」

「……まあ、そうだね」

　ラーシュは苦笑して答える。

「師匠になんのご用か知らないけど、俺おれも居場所は知らないよ。師匠をよくご存じなら、あの人が本気で姿を消したら簡単に見つけられないこともご存じでしょ？」

「だから、わざわざこんなところに足を運んだのだ。我は、奴やつとは互いが先代の弟子だった頃からの付き合いだ。ブレイズだったことはどうでもいい。隠し事をするのは許すが、身を隠すのは許さん」

「仮に、師匠を見つけたらどうするつもりかな？」

「剣けん士しが二人出会って、茶飲み話でもすると思うのか？」

　剣帝は、心底おかしそうに笑って言った。

「どちらが頂点か、そろそろ決めなければな──」

　イシュトは、剣帝の言葉にぞくりとする。

　剣帝は突然現れて、勝手なことを言って勝手に話を進めている。まるで正気とは思えないくらいだ。

　ただ、剣帝は正気ではないにしても本気だ。剣けん聖せいと斬きり合ってどちらが強いか確認するためだけに動いている。

「貴様が知らんというなら、もう一人に訊きくまでだ。確か、男のソーディに続いて人間を弟子に取ったんだったな？　あやつらしい人選だ。むしろ、ヒョウカが普通に将来有望な剣けん姫きを弟子に取ったら軽けい蔑べつするところだった」

「なるほど、確かにあなたはうちの師匠をよくわかってるね」

　ラーシュは肩かたをすくめる。

「ただし、笑ってしまうことにその人間の弟子も行方不明でね。あいつも師匠の行方は知らないだろうけど、俺よりは師匠に近いかも」

「ならば、そいつを捜さがそう。ヒョウカを見つけるよりは簡単だろう」

「……それで思い出したわ！　ブレイズの居きよ留りゆう地ちで騒ぎがあったんでしょ！　すぐに行かないと！」

　セフィがあたふたと焦っている。今すぐにでも駆かけ出だしそうだ。

　逆に、イシュトは心を落ち着ける。すうっと息を吸い、剣帝の迫力のせいで速くなっていた心臓の鼓動を抑える。

「よし、行こう。剣帝アミラル、少年の──剣聖の弟子の居場所がわかったかもしれません。私たちはそこへ向かいます。あなたも同行したいならついてきてかまわない」

「ならば是非はないが──」

　アミラルは、イシュトを冷徹な目で射貫くように見つめる。

「貴様はこいつらのリーダーなのだろうが、我に指図するな。言いたいことがあるなら、せめてそこの最強の曲芸師に勝ってからにしろ」

「おほほ」

　絶ぜつ剣けんシュナークは、軽く笑っただけでなにも言わなかった。彼女は仕事を終えて、完全にこの事態を他人事として見ている。

　しかし、イシュトは剣けん帝ていの言葉をそのまま受け入れた。

　いや、言われるまでもなかった。

　彼女は、自分であるために多くのことをやらなければならない。

　かつて、心に決めたソーディとしての生きる道。

　その道を進むには、自分についてくる者、自分とともに歩く者を守らなければならない。

　今は、クロウを救い出すことがなにより重要だ。

　そしてもう一つ。

　イシュトは、自分がソーディとしての身の証あかしを立てるために──もっとも強き者にならなければならないのだ。





「はい、はい。はいよー。うん、もう着くところ」

　リンネは軽快に言って、ケータイを切った。

「ネッサからだったんだろ？　なんだって？」

　クロウは彼女の隣を走りながら質問する。

「あの見えない敵ゴーストさんは、このすぐ先の工場に逃げ込んだって。ネッサちゃんはもう工場に入ったみたい」

「ゴーストか。まあすぐに斬きられて亡霊になるんだもんな。皮肉の効いたいいネーミングだな」

「クロちゃんは、物騒な発想するよねー」

「殺さつ伐ばつとした環境で育ったもんでな」

　クロウは軽口で返したが、目は油断なく周囲を観察していた。工場に逃げ込んだといっても、いつ引き返してきてクロウたちに襲いかかるかわからない。そもそも、単独犯である証拠もない。それにもし、ゴーストが身動きせず、息を殺して潜んでいたら、クロウでも発見は難しいだろう。いくら警戒しても、足りないことはない。。

「と、あそこか。これはまた、工場マニアが喜びそうな建物だな」

　クロウは立ち止まり、目の前に現れた工場を見つめる。

　どうやら長く稼働されていないらしく、人の気配はまるでない。

　閉じられた鉄扉と、コンクリートの塀へい。その向こうに、巨大な建物がいくつか並んでいる。

「あ、もう届いてる。ボクの剣だ」

　リンネはすたすたと不用心に門に近づく。鉄の扉に、革のギターケースが立てかけてある。ネッサの部下が置いていったものらしい。

　それを手に取ろうとしたリンネの前に割り込むようにして、クロウはギターケースを掴つかんだ。

「え？　ちょっと、クロちゃん？　それ、ボクのだよ」

　クロウはリンネの抗議を聞き流して、ギターケースを開けて中から一本の細長い鉄の棒と、二本の短剣を取り出した。手早く短剣を棒の両端にはめ込み、リンネに手渡す。

「おまえがこいつを組み立てるのを待ってたら、日が暮れる。それでいいだろ？」

　以前にクロウは、リンネがこの愛剣──銀ギン翼ヨクを組み立てるところを見たが、ひどく不器用でずいぶんと手こずっていたのだ。

「ちっ。やっぱり俺おれの剣は持ってきてくれないのかよ。丸まる腰ごしで死にに行けっつーのか？」

「クロちゃんはここに残ったら？　ボクとネッサちゃんがいれば、どうにかなるかも」

「バカ言え。一人でここにいるほうが危ねえよ。それに、リンネは見えない敵を見つけられんのか？」

「……がんばる」

　どうやら期待できそうにない。クロウは無言で、門を乗り越える。リンネも銀翼を手についてくる。

　門からすぐの建物は、工場閉へい鎖さのお知らせが貼はられたドアがあり、そこが開きっぱなしになっている。クロウたちはドアから中に入り、慎しん重ちように歩いて行く。

　短い廊ろう下かを進むと、その先に重々しい鉄の扉があった。そこを開けると、なにかよくわからない大型の工作機械のようなものが並んだ広い部屋に出た。

「ちっ、死角が山ほどあるな。ただでさえ、相手は見えねえのに」

　クロウは室内を眺め回す。三メートルほど上、壁沿いにキャットウォークがつくられている。上から奇き襲しゆうを受けると面倒そうだ。コンクリートの床には、ところどころにガラクタが転がっていて足下も悪い。

「でも、この工場、だいぶ広そうだね。他にもいくつか建物あるし。もっかい、ネッサちゃんに電話してみようかな」

「やめとけ。もう敵地の中だ。電話なんぞに気を取られるな」

「……そういえば、クロちゃん、さっき急がなくてもいいかもって言ってたね。ゴーストさん、このままどっか逃げちゃったりしないの？」

「たぶんな。つーか、ゴーストの狙ねらいは俺おれかリンネ、どちらかだ」

　少し考えてみればわかることだ。ゴーストは警官たちを斬ざん殺さつして、逃げる前に一瞬だけ姿を現した。なにかの弾はずみで術法が解けた、というより意図的に姿を見せたと考えるほうが自然だろう。

　それに、ネッサが追いかけ始める前にタイムラグがあった。その間に逃げ切ることは難しくなかったはずだ。おまけに、わざわざこんな廃工場に逃げ込んだ。

　あからさまな誘いだ──ということを、クロウが説明すると。

「すごい！　クロちゃん、あったまいい！　本当に意外だよ！」

「……意外性の男だからな。俺からも質問がある。リンネも、消える術法の使い手に心当たりはないのか？」

「聞いたことないなあ。ていうか、姿が見えないんだから誰だれも知らないんじゃない？」

「年がら年中消えてるわけじゃねえだろ。見えないんじゃ、食堂でメシも注文できねえ」

　やはり、ゴーストの弱点などは都合よく見つからないようだ。

「ごめんね。ボク、あんまり他の仲間のことはよく知らないんだよね。三人目の死し剣けん使つかいなんて会ったこともないくらいだし」

「へえ、死剣使いは三人もいるのか。ぞっとするな。リンネが知ってるもう一人は美人なのか？　胸でかい？」

「可愛かわいいよ。おっぱいは、ボクと同じくらいかなー」

「ふむ」

　クロウは軽く屈かがんで、リンネの胸元を凝視する。薄手のセーターを押し上げている二つのふくらみは、そこそこのボリュームがある。

「ちょっ、ちょっと……そんなにガン見されたらさすがに恥ずかしいよ！」

「服の上から見られただけで恥ずかしがってたら、これからどうなるんだ？」

「な、なにをされるんだろう……」

「冗談だ。俺も時と場合は選ぶ？」

「疑問系だ！」

　リンネは突っ込んだのと同時に、銀ギン翼ヨクを一いつ閃せんさせる。キーン、と甲かん高だかい音が響き、なにもない空間に小さな火花が散った。

「やっぱりこっちに来たか」

　クロウは素早く、近くに落ちていた鉄パイプを拾って構える。ゴーストらしき敵は、リンネと一度刃を合わせてから、すぐに離れたらしく気配も感じられない。

「ボク、頑張ったよ！　ちゃんと見つけた！」

「はいはい、よくやった。これで、ゴーストの狙いは確定だ。警官たちは気の毒だったな。俺らを誘い込むためだけに殺されるとは」

「ボクらもここでやられちゃったら気の毒だよ。どうする？」

「俺おれの武器はこれだからなあ。頑張れ、リンネ」

　クロウは軽い調子で言った。リンネはすべての身体能力がブレイズの中でもずば抜けている。彼女の鋭えい敏びんな感覚は、ゴーストの動きを捉とらえているようだ。

「でもさ、ゴーストさんの狙ねらいはクロちゃんじゃないかなー。ブレイズにもいろいろあるけど、ボクが狙われる理由がないよ」

「ゴーストがリンネの剣に恋してて、嫉しつ妬とに狂って俺を襲ってる可能性もある。その場合、被害者は俺かリンネか？」

「うぬぬ……その発想はなかったよ。ボクがやるしかないか……」

　リンネは自由気ままではあるが、素直でもあるようだ。こんなに簡単に丸め込まれるようで大丈夫なのか、とクロウは心配になった。

「つーか、リンネ。ここじゃまずい。姿を隠せるところが多すぎる。もっと広いところに移動しないと、こっちが不利だ」

「クロちゃんはいろいろ考えて戦ってるんだねえ。よし、このわけのわからん機械を全部ぶっ潰つぶして平らにしちゃおう」

「おまえはなにも考えなさすぎだ！」

　工作機械は大型のものが十個近く並んでいる。これらを全部潰していたら、隙すきをつくりすぎる。

「とにかく、この部屋から出るぞ。安全策を取ろう。ケガして帰ったら、リーゼに怒られる。あいつ、けっこう怖いんだ。ちっさいくせに」

「んん？　前から思ってたけどさ、クロちゃん、なんか勘かん違ちがいして──」

　リンネは言いかけて、銀ギン翼ヨクを大きく振るった。またなにもない空間で金属音が響き、一瞬空間が歪ゆがんだように見えた。

「こいつ、光を操って、周囲の景色を自分の身体からだに映してるのか。術法っていろんな芸ができるんだなあ」

「ボクも初めて見たよ。サーラお姉ちゃんなら知ってるかなー」

「ほー、素敵な名前だな。もしかして、リンネと可愛かわいさも胸のサイズも同じっていう人か？」

「可愛さが同じとは言ってないよ！」

「そんなにムキにならなくても。リンネも可愛いぞ」

「頭撫なでて」

「はい、よしよし。可愛い可愛い」

　クロウは、リンネのピンクの髪を優しく撫でる。なにをしてるんだろうと思いつつ。

「……うおっと！」

　頭を撫でられながら、いきなりリンネが銀翼を振り回した。今度はなんの音もせず、ただゴーストが身を翻ひるがえし、距離を取ったのが気配だけでわかった。

　どうも妙だ、とクロウは訝いぶかしむ。

　ゴーストは一度斬きりかかってきて、すぐに離脱──ヒット＆アウェイを繰り返している。リンネのパワーを警戒しているのか、それとも……。

「リンネ、ちょっと来い」

「え？　なに？」

　驚きつつも、リンネは素直にクロウに近づいてくる。

　クロウはためらわず、鉄パイプを投げ捨て、がばっと腕うでを広げてリンネを抱きしめた。

「うえぇ!?　ク、クロちゃん!?」

　リンネはさらに驚きながらも、なにも抵抗しようとしない。クロウが背中に回した腕を振りほどくなど簡単なことだろうに。

　クロウは、さらに強くリンネを抱きしめた。人体など軽々と破壊するパワーを秘ひめているとは思えない、華きや奢しやで柔らかい身体からだだった。いちごのような、甘くていい香りもする。

「あと、おっぱいが当たってて気持ちいい」

「感想が声に出てるよ!?」

「すげー揉もみたい」

「欲望もダダ漏れっ!?」

「でもやっぱ、もうちょい大きいほうが嬉うれしいな」

「ダメ出しまでされた！　傷ついたよ！」

　バカな会話の尺しやくは十五秒。その間、クロウとリンネは身動き一つしていない。

　しかし、二人とも傷一つ負わずにぴんぴんしている。つまり──

「ゴーストさんは、後ろから斬りかかるつもりはないらしい。姿を消してるくせに、変なところで堂々としてるな。あー、いい抱き心地だ」

「ゴーストさんの分ぶん析せきをするのか、ボクの身体を楽しむのか、どっちかにして！」

「リンネ、腰こし細いなあ。スレンダーなのにこんなに柔らかいって、どうなってんだ？」

「楽しみ始めた！　この人、警戒心が強いのか弱いのかわかんないよ！」

　ぱっ、とクロウはリンネから手を離す。大いに名な残ごり惜しかったが、誰だれかに見られながらでは、心ゆくまで楽しめない。

「さて、と……冗談はこのくらいにしとくか」

「ボク、男の子に抱きしめられたの初めてなんだけど。ジョークでやられたの？」

「お詫わびに二度目はもっと熱く、本気でやってやるよ。それで許せ。で、ゴーストさんよ。いや、そいつは俺おれらがあんたにつけたあだ名だ。気に入ってくれると嬉しい。ゴーストさん、お望みどおりきっちり相手をしてやるよ。丸腰は気にすんな。来い」

　クロウは不敵に笑って、ゴーストを煽あおるように手招きする。

　アロハシャツ姿の素手の男に挑戦されても、まともな剣けん士しなら困るだろう。だが、おそらくゴーストはまともからはほど遠い。

「リンネ、おまえは離れてろ」

「えっ、クロちゃん本気でやる気なの？　せ、せめてボクの銀ギン翼ヨクを使って」

「そんな特殊な剣が使えるか。いいから見てろ」

　クロウは、すっと両手を下げる。

　彼が身につけた剣術、古コ流リユウはソーディが剣を振るう際に強烈に発する斬ざん気きを読み、斬ざん撃げきの軌き道どうを見切る。ソーディの攻撃をまともに受ければ、剣が折れてしまうが、クロウは絶妙のタイミングと軌道で刃を打ち合わせ、斬撃を受け流すことで攻撃の威力をゼロにしてしまう。

　斬気は、元から形もなにもないものだ。姿が見えていなくても感知できる。

「…………っ」

　クロウは、流れるように右手を振るう。金属の冷たい手触り──ゴーストの刃の感触が伝わってくる。クロウは手のひらで触れたそれを、横に受け流した。

「…………っ!?」

　ゴーストが息を呑のむ気配が伝わってきた。さっきまでと異なり、距離を取ろうとしない。

「驚くな、驚くな。今のはまぐれだ。もう一度やれば、この首を取れるぞ。爆弾付きだけどな」

「…………！」

　ゴーストがさらに間合いを詰めてくる。わざわざ足下を見るまでもなく、気配で察さつすることは簡単だった。

　続けて放たれたゴーストの斬撃を、クロウは上体を反らしただけでかわす。なかなかに鋭い一撃だったが、マナカの神速の剣やリンネの荒っぽくも素早い攻撃とは違う。避よけるのはそこまで難しくはない。

「っと、おっ、うおっ。リンネのときはすぐに逃げたくせに、俺おれにはしつこいな！」

　クロウはわざとらしく大げさなアクションで、後ろに跳んで間合いを空けた。

　さきほどのリンネとの攻防や、今のわずかなやり取りで、ゴーストの動きのクセ、それと剣の長さがクロウには予測できている。

「俺を挑発するためだろうが、さっき一瞬姿を見せたのは失敗だったな。あのだぶだぶのローブでも、長い剣は隠せねえ。ある程度短いことは予想してた。たぶん、刀身を黒く焼いた暗殺用の短剣だろう」

　剣けん聖せいヒョウカから、学んだことの一つだ。ソーディは堂々とした戦いを好む。しかし、剣聖はソーディ剣士の頂点に立つ者だ。最強を殺すことで得られるメリットはいくらでもある。どんな剣士が襲いかかってくるか、わかったものではない。あらゆる戦い方を学ぶのは当たり前のことだった。

「基本に忠実なのはいいことだ。俺おれみたいな邪じや道どうから見りゃ羨うらやましい。それが、暗殺の基本だろうとな」

「……クソ野郎」

　呪じゆ詛そのようなつぶやきとともに、空間が割れるように黒いローブをまとったゴーストが現れた。予想どおり、手に黒い短剣を握にぎっている。

　顔もわずかに覗のぞいている。もちろん女性で、赤い瞳は意外に澄すんでいる。暗殺者などという職業の割に、正気のようだ。

「もう終わりなら、俺はそれでもいい。だが、おまえには警察に行ってもらう。可愛かわいいお医者さんに迷惑はかけたくないんでな」

「……くっ！」

　ゴーストは高く跳び上がり、天てん井じようを蹴けって、クロウに襲いかかってくる。

　クロウは繰り出されてきた短剣の一撃をかわし、両手でゴーストの腕うでを掴つかんだ。流れるような動きで、肘ひじ関節を逆に曲げる。

「ちぃっ……！」

　ゴーストは強引に腕を引き、関節技から逃れる。関節を極きわめたのは一瞬だけ。ほとんどダメージは与えられなかっただろう。

「くそっ、おっさん直伝の関節技だったのに。惜しかったな」

　おっさんとは、元自衛軍空くう挺ていレンジャーの幹みき原はら条じよう一いち郎ろうのことである。彼がクロウに対して使った関節技をコピーしてみたのだ。

「ま、ご覧のとおり、俺は丸まる腰ごしでも戦える。光こう刃じんを使えるわけじゃねえからな。剣を折られたときの対処も学んでる」

　ソーディも、どんなに強くても生き物だ。頭を揺さぶられれば意識が飛ぶし、相手の力を利用すれば、関節をねじ切れる。以前のジョーとの戦いで剣を折られ、何者かが新しい剣をよこしてくれたが、丸腰のままでもクロウは戦えただろう。

「つーわけで、悪いけど、あんたくらいなら素手でもどうにでもなるんだよ」

「舐なめるな、人間ヤートぉぉ！」

　再びゴーストが振るってきた短剣を、クロウは軽々とかわした。

「消える術法はたいしたもんだ。俺が見てきた中で、一番実用的かもしれねえ。でもな、消えるだけなら──俺ヽにヽだヽっヽてヽでヽきヽるヽ」

　クロウはにやりと笑うと、一歩後ろに下がった。

　そして、一気に三歩分踏み込む。ゴーストは短剣を握った手を叩たたきつけるように振るう。しかし、その手はまるであさっての軌き道どうを描いてしまった。

「…………なっ!?」

　ゴーストが一瞬ぎょっとして、動きが硬直する。

「──殻からの空うつ蝉せみ」

　クロウはつぶやきながら、ゴーストの後ろに回り込み、右みぎ腕うでを首に巻きつけて絞め上げる。身体からだを小さく曲げて、ゴーストの短剣や肘ひじが届かない位置をキープしている。

「古コ流リユウの小技の一つさ。なあ、俺おれにもできただろう？」

　ギリギリとゴーストの頸けい動どう脈みやくを絞めながら、クロウは笑う。

　殻空蝉は本当にたいした技ではない。相手の視線と動きを先読みして、視野から逃れ、死角から攻撃する。敵から見れば、クロウが消え、不意討ちをくらったように思えたことだろう。

「ふざけっ……るなっ！」

「おっ？」

　ゴーストは首と上半身の力だけで、クロウを投げた。まるでゴムボールのように飛ばされてしまう。

「きゃあうっ！」

「うおっ？」

　クロウは、突然後ろで聞こえた声と柔らかな感触に驚いた。床か壁にでも衝突するかと思っていたが、守護天使でも現れたのか。

「お、お兄さん。びっくりしましたよ……」

「リーゼ？　おまえ、なんでこんなところに……」

　叩たたきつけられそうになったクロウを救ったのは、医師のリーゼベルだった。

　だぶだぶの白はく衣いの下に、ピンクのキャミソールと太もももあらわなホットパンツをはいている。

「……おまえは、またそんなロリコン殺しな格好をして」

「こ、殺しません。それに、ロリコンなんて失礼です」

「俺もロリコンに会ったら、直でロリコンなんてののしったりはしねえよ。そこまで失礼じゃない」

「え？　いえ、そういう意味ではなくて。ああ、そんなことよりお兄さん、これ」

　そう言って、リーゼが差し出してきたのは──クロウの日本刀だった。

　正確には、クロウの日本刀ではない。彼が長く愛用してきた剣は、先日のジョーとの戦闘で折れてしまった。この剣は、どこからか飛んできた出所不明のものである。

「本当に天使が現れたらしいな」

　クロウは日本刀を受け取り、軽く握にぎった。

　まだ一度しか使っていないとは思えないほど、その剣の柄つかはぴたりと手に吸いつくようになじむ。

「ネッサの部下の人たちが騒いでました。お兄さん、丸まる腰ごしじゃ危なすぎます。私は、私の患者さんに傷ついてほしくありません」

「いい子だな。いい子すぎて、子供らしくねえけど」

「……あの、お兄さん？」

　リーゼが、おずおずと上目遣いで見つめてくる。

「私、子供じゃないですよ？」

「は？」

「私、実は自分の歳としをよく知らないんですが、それでもたぶん──二十歳はたちは余裕で過ぎてます」

「えええええええええええっ！」

　クロウは思わず、リーゼの肩かたを掴つかんだ。彼女の大きな赤い瞳を覗のぞき、ぷにぷにしたなめらかな肌はだをじっと見る。どこからどう見ても、子供だ。

「十五年生きてきて、一番驚いた……！　二十歳を過ぎてる？　バカな！　手を出しても合法ってことか！」

「……そこにたどり着くのかー。クロちゃんの女好きは不ふ治じの病やまいだね」

「いや、俺おれの趣味じゃねえけどな」

「お兄さん、かなり波乱に満ちた人生送ってると聞きましたが……一番の驚きが私の歳なのですか……？」

　リーゼは、少しばかり困った顔をしている。その表情も子供にしか見えない。

「んん？　でもおまえ、俺をお兄さんって……」

「私が患者さんを年下扱いすると、その人はいい気がしないみたいで……」

「……ま、そうだろうな」

「あのー、クロちゃん。ゴーストさんもいい気がしないみたいだよ？」

「おっと。忘れるところだった。今は、死闘の真っ最中だったな」

　リーゼが自分の歳をよく知らない、というのは意味がわからないが、それを追及している場合ではなさそうだ。

　クロウは、リーゼの肩をぽんと叩たたいて彼女から離れ、ゴーストのほうに向き直る。

　ゴーストの冷たい目の奥には、確かにわずかに怒りが宿っているようだ。

「とまあ、待たせておいて悪いけど、そろそろ終わりにするか。あの怖い姉ちゃんもこの工場にいるらしいしな。さっさとたたんで、さっさと引き上げよう」

「ふざけるな」

　ゴーストは、再び消える術法を発動させる。まるで、霞かすみのように彼女の姿が消えた。

「またか。まあ、そいつを使われると戦いにくいのは事実だな」

　クロウは、すらりと日本刀を抜き放つ。

　その瞬間、どくんと心臓が高鳴り、身体からだ中じゆうの細胞が騒ぎ始めるのを感じた。

　なんだ、これは──

　いや、悩むまでもない。これは──クロウの肉体が、歓かん喜きに震えているのだ。

　考えてみれば、こんなにも長く剣に触れなかったのは、剣けん聖せいの弟で子しになって以来初めてかもしれない。マナカとの戦いのあとの入院中も、常に剣はすぐそばに置いていた。

　どくん、どくん、と心臓の鼓動はさらに速くなっていく。

　抑えつけられないなにかが、クロウの身体の中で爆発しそうになっている。

　ああ、そうか──俺おれは──心の奥底から身体の隅すみ々ずみまで、剣けん士しという生き物になってしまっていたのか。

「クロちゃん！　来るよっ！」

　リンネの警告よりも、クロウが動くほうが早かった。

　まっすぐ前を見み据すえたまま、自分の右前方のなにもない空間に向けて、剣を奔はしらせる。

　クロウの古コ流リユウの攻撃は、相手に剣のタイミングを読ませない。彼の剣は殺気をまったくまとわずに放たれ、敵が気づいたときには既すでに刃が間近に迫っているのだ。さらに敵が予測する軌き道どうを外れ、剣けん速そくを調節してタイミングを狂わせる。

「がっ……!?」

　どこからか悲鳴が響く。久しぶりに放ったクロウの斬ざん撃げきもまた、ゴーストには剣の出所も軌道も読めなかったのだろう。

　なにもない空間に、ぱっと血が飛び散った。それから、ぼとりと鈍い音が響き、床に切断された手首が転がった。その手には、黒い短剣が握にぎられている。

「なっ……、なんだっ……!?」

「驚くなよ。俺の剣のことくらい、聞いてるんじゃねえのか？　これが古流だよ」

　とはいえ、知っていても驚くに決まっている。なんといっても、クロウは脆ぜい弱じやくな人間なのだから。

「なにが古流だっ！　ふざけるなあああっ！」

　床に落ちた手から、短剣が消える。ゴーストが拾い上げたらしい。

「ふざけてて勝てる相手じゃねえだろ、あんたは」

　クロウは、消えたままのゴーストに笑いかけ、再びなにもない空間で剣を振った。空間に出血の赤い線が走り、肉を斬きり裂く手て応ごたえが伝わってくる。

「うああああっ！」

　ゴーストはしつこく剣を振るってくる。

　せっかく姿を消しているのに、声を出しては意味がない。もっとも、クロウにはゴーストの気配はわかっているので、声が出ても出なくても、あまり変わりはない。

　クロウは次々に繰り出されてくるゴーストの攻撃を、止まることなく受け流していく。ゴーストは、剣けん士しとしても充分強いのだろう。しかし今は、姿隠しを破られ、おまけに古コ流リユウという未知の剣に困惑しているようだ。クロウの敵ではない。

「があっ……！」

　またクロウの剣がゴーストの身体からだのどこかを斬きり裂いた。傷は浅い。いや、クロウが深く斬り込まなかったのだ。

「もうよせ。俺おれに勝てないのはわかっただろ。あんたを殺すつもりはねえが、警官殺しを自白する口が残ってりゃ事足りる。あまり残ざん酷こくなところは、子供の前じゃ見せられ──ああ、子供じゃねえけど」

　リーゼのほうを見ずに、クロウは言った。別に彼には、嗜し虐ぎやく趣味はない。苦しませるのは好みではないのだ。

　不意に、また空間が揺れてゴーストが姿を現す。フードがめくれていて、生気に欠けるが端整な顔が見えている。

「ふうん。なかなか美人じゃないか。俺も一応、国の捜査官だからな。少しでも罪が軽くなるようにできるかもしれねえ」

「無理だな。私はシルフィを襲った」

「……ああー、そりゃまずいな。あの人は、公正を要求される立場だからなー。罪は軽くできねえかも」

「私は遅かれ早かれおしまいだ。この末まつ路ろも知らずに暗殺者になったと思うか？」

「死ぬ覚悟はできてるってか。またかよ、まったく……」

　太たい陽よう教きようのジョーもまた、死に場所を求めて生きていた。クロウは残ざん虐ぎやくではないが、死に損ないにトドメを刺すのも好まない。

「だが──剣けん聖せいの継承者。おまえは、殺す」

　ゴーストは短剣を逆手で構え、じりじりと近づいてくる。

　殺したくはないが、逃がすわけにもいかない。残された方法は、足を斬るくらいしかないようだ──

「────!?」

　クロウの身体が、なにも考えず、反射的に後ろに跳んだ。

　それと同時に──ゴーストの身体に真っ赤な血の花が咲いた。背中から血が大きく拡ひろがるように飛び散り、ぐらりとゴーストは倒れ、動かなくなった。

「なん、だ……？」

　クロウは、口から漏れたのが自分の声だとは一瞬気づかなかった。それほどまでに、彼の声はうわずってしまっていた。

　ゴーストが立っていた場所に、新たな登場人物が現れていた。

　背中まで伸ばした、燃えるような赤い髪。完璧といっても過言ではないほど整った顔と、真しん紅くの瞳。ブルーのジャージの上着に、グレーのミニスカートをはいている。

　年齢はクロウとさほど変わらないように見えるが、ソーディの年齢は読めない。特に顕けん著ちよな実例が間近にいる今は、さらに年齢を疑うたがいたくなる。

「サーラ……お姉ちゃん？」

　リンネがつぶやくのが聞こえた。彼女も少なからず驚いているようだ。

「は、は、ははっ」

　サーラ、と呼ばれた女の子は、小さく乾いた笑いを漏らした。彼女のジャージの袖そでは手の甲まで覆おおっていて、右手の袖から両刃の短い刃が飛び出している。

　あの剣が、ゴーストを斬きり裂き、一ひと太た刀ちで殺したようだ。

「サ、サーラお姉ちゃん、どうして？　その人も、ブレイズでしょ……？」

「この子はサーラの部下だよ。もう気づいてると思うけど、クロウ。君を試すために送り込んだ」

　サーラは、なんでもないことのように言った。

「……ブレイズじゃ、失敗したら即座に処刑なのか？」

　クロウは、ようやくそれだけ言った。口を開くだけで、ひどく疲労してしまう。

「失敗したら殺してくれと、この子に頼まれてた。あのまま放ほうっておいたら、クロウ、君にいたぶられて捕らえられることになっただろ。それじゃ、約束を果たせなくなる」

「だからといって、容よう赦しやなしかよ」

「彼女はよく働いてくれた。その願いに応こたえるのは当然のことだね」

　サーラは右手を振るい、袖から飛び出た刃の血払いをする。

「それにほら……君も少しは気づいているだろう。あの子は、なかなか執しゆう念ねん深い。サーラはもう我慢できなくなってたんだ」

「……なに言ってるか、さっぱりわからねえ」

「説明しようか。サーラはさっきから君らの戦いを見てた。まさか、丸まる腰ごしであの子と渡り合うとはね。凄すごい、とんでもない。君とやりたくてやりたくて、たまらない」

「……男なら、一度は言われてみたい台詞せりふだな」

「でも、あの子がしつこく君に挑んでいたら、サーラの順番が回ってこないだろう？　三人でやるというのも楽しそうだが、できれば初めては二人きりがいい。だから、割り込むことにしたんだ。あの子との約束も守れて、サーラもあの子も幸せになれる。オールオッケーだ。はははははっ」

　サーラが大きく歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

　それと同時に、室内に風ヽがヽ吹ヽいヽたヽ。

　床に積もっていたほこりが舞い上がり、サーラを中心に円状の振動波が広がっていく。

「なっ…………」

　クロウは、驚きのあまり、危うく日本刀を取り落としそうになった。慌てて柄つかを握にぎり直し、サーラに視線を向ける。

　いったい、こいつはなんだ──

　唐突な死を迎えたゴーストのことなど、頭から綺き麗れいに吹き飛んでしまった。

　まるで、『光コウ』の塊かたまりだ。目の前にいるのはソーディでもブレイズでもなく、『光』に頭と手足がついた生き物ではないかと思えるほどだ。

「……ははっ。可愛かわいすぎて気づかなかったけど、もしかして、あんたがブレイズのラスボスかな？」

　クロウは、肺はいから空気を絞り出すようにして軽口を叩たたいた。こんなときでも、悪あく癖へきというのは抑えられないらしい。

「自己紹介しておこうか。ブレイズの死し剣けん使つかいにして指し揮き官かんのスイサーラだよ。サーラ、と呼んでくれてけっこう」

「俺おれはクロウだ。クロちゃん、と呼んでくれてけっこう」

「えっ？　それはボク専用だよ？」

　リンネがあたふたしながら言った。冗談なのだが、本気で焦っているらしい。

「じゃあそれはリンネに譲ろう。ん？　リーゼもいたのか」

「うう～っ……！」

　リーゼは、なぜか威い嚇かくするように唸うなっている。

「ス、スイサーラ……仲間を殺しちゃうなんて……」

「さっきの話を聞いてただろ。それはサーラとあの子の問題だよ。他人が首を突っ込むことじゃない」

「ううっ……！」

　リーゼは反論できず、また小動物のように唸るだけだった。

「いや……こっちは困るんだよ。さっきの警官殺し、犯人が捕まらないとこの街で狩りが始まるぞ」

「勝手に狩り尽くせばいい。サーラの知ったことではないよ」

「てめえ……」

　このとき、クロウはようやくサーラから放たれる威圧感の正体を悟った。

　おそらくサーラの『光』は、マナカやリンネと比べてそこまで圧倒的というわけではない。それでも、クロウが気を失いそうなほど気け圧おされてしまうのは──

　この女は、すべてを薙なぎ払はらうつもりだからだ。

　サーラは善でも悪でもない。そこは、他のブレイズと同じだ。だが、サーラは前に立つ者すべてを撃げき滅めつしていく。それが善だろうが悪だろうが、あるいはブレイズだろうが人間だろうと同じなのではないか。意思を持たず、ひたすらに吹き荒れる暴風──

　そんな想像がクロウの頭を巡めぐり──

「はははっ！」

　笑いながらサーラが駆かけ出だした。数メートルの間合いが一瞬で詰められ──右手の刃がきらめいた。

「…………っ！」

　斬ざん気きの塊かたまりのような攻撃を、クロウは横に滑すべるようにしてかわす。それでも、間近で『光コウ』の振動波を受けて、身体からだの中身がミックスされるような激痛が走った。

「ちっ……！」

　通り過ぎていったサーラからさらに離れ、クロウは中段の構えを取る。

「てめえ、いきなりかよ……！」

「さっき言っただろ？　我慢できないって。実はマナカにも止められてるんだよね。指し揮き官かんが前線に出るなって。でも、やるなって言われたことは……やりたくなるだろ？」

「死し剣けん使つかいはわがままでフリーダムなのがデフォなのか？　三人目もそうなのか？」

「あれ、ボクの悪口言われてる？」

「こらこら、クロウ。今はサーラとやってる最中だよ。リンネとか三人目とか、他の女の話はマナー違反だね。まだ始まったばかりなんだし。まだこっちが撫なでただけ──」

「撫でたって、なんのこと──」

　クロウが首を傾かしげると、アロハシャツの右みぎ肩かたのあたりが裂けて、血が噴ふき出だした。

「なっ、なにっ……!?」

　クロウは、手で出血したところを押さえつける。それほどの血ではない。これくらいのケガは何度もしてきている。

　しかし──

「かわしそこねた……？」

「驚くほどのことじゃないだろ。君も常に無傷ってわけじゃない。マナカにも重傷を負わされたんじゃなかったかな？」

「……マナカは元気か？　ああ、あんたにお説教してたんだな。俺おれの上司だった頃も、普段は適当なくせにたまに真面目まじめに説教しやがったっけ」

　マナカは旧セイバーズの元局長で、叛はん旗きを翻ひるがえすとともにその地位も捨てた。もちろん、彼女はそんなものに未練はなかっただろう。

「ふはは、また他の女の話か。健在だよ、マナカは。今は、一人で動き回ってるからその隙すきを突いてサーラはこんなことをしてるってわけだ」

「偉えらい立場だと大変だな。マナカのほうは、逆にお偉いさんじゃなくなって、元気いっぱいってとこか」

「彼女はブレイズ最強の剣けん士しだからね。すべて任せて、なにも心配いらない」

「最強はあんたじゃねえのか？」

「ははっ、サーラは戦っちゃいけない立場だ。最強だろうと最弱だろうと関係ないね」

　サーラは、にやりと笑って右手から飛び出している剣を掲かかげ──不意に姿が消えた。

　姿隠しの術法ではない。ただ、動きを目で追うこともできなかったのだ。

「くっ……！」

　クロウは見失う前に読んだ動きを頼りに、ほとんどカンで剣を振るう。鉄球がぶつかったような衝撃とともに、かろうじてサーラの剣を受け流す。

　続けて、喉のどと胴どうを狙ねらってきた剣を弾はじく。両りよう腕うでがびりびりと痺しびれ、剣を握にぎっている手の感覚がなくなりそうになる。

　古コ流リユウは相手の剣の威力をゼロにして受け流す。だが今は、攻撃をさばくので精一杯で、威力を殺すどころではない。

「つっ……！」

　クロウは腕が折れそうな痛みに耐たえながら、サーラの攻撃をさばいて、間合いを取った。

　日本刀は無事、腕もまだ骨折はしていない。ジョーとの戦いで折れた、使い込んで痩やせた剣だったらもうへし折られていたかもしれない。

「戦っちゃいけないなら、お引き取り願えねえかな。俺おれはできれば、あんたとはやり合いたくねえ」

「いいや、サーラは君とやりたい。もっともっとやって、気持ちよくなりたいっ！」

「あんまりガツガツされると、男だって引いちまうぞ」

　クロウはどうでもいい冗談を言いつつ、サーラとの攻防を分ぶん析せきする。

　サーラの攻撃は斬ざん気きの塊かたまりで、速くはあってもモーションも大きかった。クロウの古流ならばかわせないはずがない。ならば、答えは簡単──

　速すぎた、鋭すぎたのだ。

　そしてなにより、太た刀ち筋すじが完璧すぎた。

　最強とか最弱とかは、確かに関係ない。

　彼女は他の剣けん士したちとは、まったく次元の違うところにいる。

　そして、クロウがそんなサーラの前で怯おびえて腰こしを抜かすこともなく、なんとか立っていられるのは、同じく次元の違う怪物を知っているからだ。

　剣けん聖せいヒョウカ──

　クロウが化け物と認めたのは、師匠である彼女一人だけだった。

　だが、目の前にいるこのジャージ女は──

「てめえは、誰だれなんだ……？」

「さっき言っただろ？　死し剣けん使つかいでブレイズの指し揮き官かんのスイサーラだよ。スイちゃんと呼んでくれ」

「さっきとあだ名が違うぞ！」

「おお、クロちゃんがツッコミに回ってるよ！」

「……おまえはどこまでものんきだな」

　クロウは呆あきれ顔がおをリンネに向ける。

　そういえば、このフリーダムな少女はどう出るつもりなのだろうか。

　仮にもリンネはブレイズだ。同じ死し剣けん使つかいのサーラの側についてもおかしくない。そうなれば、クロウがこの場を切り抜けられる可能性は限りなくゼロに近づく。

「笑えねぇな。こんな、ボロっちい工場が俺おれの墓場とかね」

「安心していい。サーラは、強き者には敬意を払う。サーラの剣をここまで受けられる人間には、このあと何十年生きても出会えないだろう。君の墓はきちんと建てると誓おう」

「大きめの墓をよろしく。女の子からの花を置くスペースがたっぷり必要だからな」

「さっきの発言を撤回しよう。サーラの剣を受けきったことじゃない。サーラを相手にここまで減らず口を叩たたけたことが、君の最大の戦果だね」

「俺の戦果は、ソーディの姫君と太たい陽よう教きようの教きよう祖そ令れい嬢じようと泣き虫シスターを落として、ブレイズのボクっ子の処女をいただいたことだな」

「待って、まだいただかれてないよ!?」

「ああ、驚いた。まさか、リンネに先を越されたのかと思ったよ」

「サーラお姉ちゃん、バージンなの!?」

「リンネは、ツッコミが忙しいな。がんばれ」

　クロウは適当な調子で言った。そんな冗談でも言っていないと、サーラからの圧迫感のせいで心が折れそうになる。

「今、がんばらなきゃいけないのは俺か。死んだら、予約済みのリンネの処女ももらえない」

「年下の子に先を越されるのは困るね。予約はキャンセルしてもらうかな」

　クロウは、軽く笑って駆かけ出だした。走りながら、ふと思う。

　ネーナやリンネに挑んだときのセフィは、こんな気持ちだっただろうか。自分をはるかに上回る相手に、絶望的な戦いを挑んだときの気持ちは──

　鋭く踏み込んで、袈け裟さ懸がけに剣を振り下ろす。長く剣を握にぎっていなかった影響など少しもない、いつもの斬ざん撃げきだった。

　だがサーラは、軽く身を引いただけで剣先を見切ってかわした。クロウは止まらず、二の太た刀ちを放つ。下からすくい上げるような一撃も、狙ねらったサーラのあごにかすりもしなかった。

　さらにクロウは、三の太刀、四の太刀を繰り出す。彼の父が研究し、彼の師が体現させ、彼が継ついだ古コ流リユウの剣──これもまた、完璧な太た刀ち筋すじだった。

「ちっ……！」

　クロウは小さく舌打ちする。自分は怯おびえていない。いつもの──いつも以上の剣を振るっている。にもかかわらず、サーラはその場から動きもせずに軽々とクロウの剣をかわしてしまう。

「これが古コ流リユウか。確かに面白い。いつ剣を振り始めたのかわからない。見えたと思ったら、予想と違う速度で妙なところから剣が来る。これは、かわせないなー」

「かわしてるじゃねえか！」

　クロウの頭は、冷静にサーラの動きを分ぶん析せきしていた。彼女はクロウの刃が肌はだに触れるか触れないか、そのギリギリのところで古流を見み極きわめ、回避している。人間はもちろん、ソーディにもそんな芸当はできないはずだ。生物の反射能力を大きく超えている。

　ブレイズの中でも最強の死し剣けん使つかい──

　同じ死剣使いのリンネとも違う。サーラは完ヽ成ヽさヽれヽたヽ死剣使いだ。

「もちろん、かわすだけじゃないよ。されるがままで自分ばかり気持ちよくなっちゃ悪いからね」

　サーラは、さっとクロウに向けて左手をかざしてみせた。

　瞬時にクロウは反応し、後ろに大きく跳ぶ。

「クロちゃん！　伏せてっ！」

　リンネの鋭い声が飛び、クロウは着地と同時に頭をかばって床に伏せた。

　それと同時に爆発音が響き、さらに連鎖的に音が拡ひろがっていく。

「…………」

　耳をつんざく轟ごう音おんに、クロウは脳が痺しびれるような感触を覚えながら──ゆっくりと頭を上げた。

　目の前の景色は一変し、原型を留めなくなった工作機械と、崩れた天てん井じようの破片が床に転がっている。

　あちこちで炎が上がり、その中にただ一人、サーラが立っていた。

「爆発の術法だよ。見てのとおり派手だけど、命中率が悪いのが欠点なんだ」

「……嘘うそつけよ」

　サーラがわざと外したのは明白だった。リンネは、サーラのことを知っている。サーラが外すことをわかっていたから、クロウに伏せるように言ったのだろう。

「さて、どうしたもんかなあ」

　クロウは、ちらりと視界の端にリンネを捉とらえる。彼女は、リーゼをかばうように立っている。心配はしていなかったが、リンネは予想どおりに動いてくれたようだ。

「どうしたものか、はサーラの台詞せりふだよ。クロウ、正直なことを言おうか。君は、もっとできる子だと思ってた。ヒョウカの教えを受けた者が、そんなものなのかな？」

「……あんたは、師匠せんせいを知ってるんだな」

「ブレイズも剣に恋をする。サーラはヒョウカと出会って、それを知ることができた」

　サーラの口元には笑みが浮かんでいる。

　どうやら本当に、サーラは剣けん聖せいヒョウカを知っているようだ。それも、かなり深いレベルで。

「それは、あれかな。その首輪がなにか邪魔をしてるか？　ネッサあたりの悪知恵かな」

「いや、この首輪は別に──」

　クロウは最後まで言うことができなかった。

　サーラが矢のように踏み込んできて、いきなり右手の剣を振るった。なぜかクロウは反応できず、されるがままに首筋を斬きられてしまう──

「…………!?」

　しかし、予想された熱い痛みは走らなかった。驚く暇ひまもなく、サーラの左手が、クロウの右手に伸び──

　ピピッ、と以前に一度聞いた覚えのある電子音が聞こえた。

「ハハッ！」

　不気味な笑い声を上げたサーラの左手にあるのは──クロウの首輪だった。

　サーラは首輪を丸めるようにして手の中に握にぎり込むと。

　ドンッ──と、鈍い音が響き、サーラの手がまぶしい光を放った。

「……ふー。さすがにちょいと火傷やけどしたかぁ。爆発の威力がわからなかったからね」

「マジかよ……」

　なにが起きたのか、クロウはすぐに理解したが、信じられるものではなかった。

　サーラは、クロウの首に傷一つつけず、首輪を斬り、引きはがした。そこまでは難しくはない。それに加え、サーラは自動的にスイッチが入った爆弾の爆発に、みずからの爆発の術法をぶつけて相ヽ殺ヽしたのだ。

　ついでに、サーラが広げた手のひらの火傷は瞬く間に癒いえていく。死し剣けん使つかいが持つ、驚異的な回復能力によるものだ。

「さて……これでなんの憂うれいもなくなっただろ。それとも、まだ本気になれないかな？」

　サーラは、傷が癒えた左手を軽く振るった。左ひだり袖そでから、右と同じように刃が飛び出してくる。

「サーラの愛剣──『神シン鳴メイ刃ハ』だ。今後ともよろしく」

　サーラは、心からおかしそうに笑うと。

「こっちはそろそろ本気になるけど、気を悪くしないでくれよ、クロウ」

　クロウは、また爆発が起きたのかと思った。

　サーラから強烈な『光コウ』の波動が放たれている。それはもはや、完全に物理的な圧力だった。全力で踏ん張らなければ、立っていられないほどだ。

「ハハハハハッ！」

　サーラが滑すべるように前に踏み出してくる。腕うでから突き出した二本の剣を交差させてから、振るう。

「くっ……！」

　さっきよりもさらに鋭く、速い。かろうじて古コ流リユウで防いだ腕は、一撃目を受け流したところで、あまりの攻撃の重さに感覚をなくすほど痺しびれてしまう。

「今度は君がされるがままか！　それじゃ、女の子に失礼だよ！」

「うっせー！」

　二撃目はほとんどカンだけで、後ろに倒れ込むようにしてかわす。逸それたサーラの剣は、近くの太いコンクリート柱にぶつかり、斬きり裂いた。いや──巨大な鉄球でもぶつかったかのように、柱がごっそりとえぐられてしまっている。強烈な斬ざん撃げきの衝撃波によるものだろうか。

「冗談じゃねえ……！」

　サーラの剣は、短剣のように華きや奢しやな刀身だが、セフィの星ほし崩くずしをはるかに超える威力を見せている。まともにくらったら、身体からだが丸ごとなくなってしまう。

　クロウは剣を中段に構えて、サーラに対たい峙じする。

　その剣を握にぎっている手が、大きく震え始めていた。

　クロウの心は、完全に恐怖に囚とらわれてしまった。これほどの恐怖を味わうのは、おそらくこれで二度目──

「…………くっ！」

　一瞬、なにかが頭の中で閃せん光こうのように走った。

　真っ白になりかけていた頭に、映像が浮かび上がってくる。

　これは──



　クロウ、私はそなたを斬らねばならん──

　なぜ。なんでなんだよ、師匠せんせい。



　浮かび上がってきたのは、剣けん聖せいヒョウカと立ち会ったときの映像だった。

　師匠との斬り合いの記憶は、ほとんどが失われている。断片的にしか覚えておらず、クロウは戦いの結果さえ忘れてしまった。

　クロウの額ひたいに走る、一文字の古傷がずきずきと痛み始める。

　剣聖と戦ったあと、額に深く刻まれた傷。今もその傷跡は消えることなく残っている。

　それは、間違いなく剣聖ヒョウカに刻まれたものだった。



　なぜ。なんでなんだよ、師匠せんせい。

　私にはずっと探し求めてきたものがある。それが──そなたと刃を交えた先にあるからだ。



「…………っ」

　遂ついにクロウは、額ひたいを押さえてその場に膝ひざをついてしまう。

　サーラの恐怖が、剣けん聖せいと立ち会ったときの恐怖を思い起こさせたのか。

　いや、よみがえってきたのは恐怖だけではない──

「師匠せんせい……」

　クロウは目が熱くなり──涙が一筋、つうっと伝わっていく。

　ぼろぼろと涙がこぼれ続け、止まらない。

「涙……？　なんだ、つまらない。こんなときに泣くなんて。幻滅だ。最悪だ。クロウ、君は七年も剣聖になにを教わっていたのかな？」

　サーラの赤い瞳が、残ざん酷こくな色に染まる。彼女の目は、もうクロウをまともに見ていなかった。まるで、虫けらを見るような目だ。

　その目が恐ろしいとは思わなかった。クロウの頭は、よみがえってきたものでいっぱいになっている。

















「──サーラお姉ちゃんっ！」

「…………！」

　突然、クロウの前にリンネが疾しつ風ぷうのように割り込んできて、サーラに斬きりかかる。

　勢いよく振られた銀ギン翼ヨクを、サーラはなんでもないように受け止めた。

「……リンネ。これはなんのマネかなあ？」

「絶対にクロちゃんは殺させない！　たとえあなたを斬ってでも！」

　リンネとサーラは刃を押しつけ合う。剣がぎしぎしと軋きしんでいる。

「それは立派な覚悟だね。でも、君はサーラの剣をもう忘れてしまったのか？」

「……うあっ！」

　サーラが軽く力を込めると、リンネは後方に跳ばされた。リンネが着地する前にサーラは駆かけ出だし、再び剣を振るう。

「くっ、あっ、くううっ……！」

　止まることなく繰り出されるサーラの攻撃を、リンネはかろうじて受け止めている。

　リンネはまだ未熟な剣けん士しだ。同じ死し剣けん使つかいでも、経験も技術もまるで違う。身体能力も互角とは言えない。生まれつき強きよう靱じんな肉体を持つソーディやブレイズでも、鍛きたえ方次第でやはり能力は変わってくるのだ。

「サーラ、お姉ちゃんっ……！」

　ダメだ。

　クロウは涙をぬぐい、手をついて、なんとか立ち上がる。

　このままでは、リンネは死ぬ。サーラは薙なぎ払はらう者だ。たとえ相手が同じ死剣使いのリンネであっても、斬ってしまう。

「リンネっ！　てめー、スイサーラ！　なにしてやがる！」

「やれやれ、うるさいのが来たなあ」

　サーラが剣を振るい続けながら、呆あきれたように言う。

　唐突に現れたのは、ネッサだった。片手に細身の長ちよう剣けんを握にぎっている。

「てめーは、なにを考えてる！　居きよ留りゆう地ちで無駄な騒ぎを起こして、自分の部下まで殺しやがった！」

「もしかして首輪に盗とう聴ちよう器き、ついてた？　さすがネッサ、悪知恵が働くね」

「私がつけたんじゃない！　その上、リンネまで斬る気か!?」

「サーラから斬りかかったわけじゃないよ」

「知るかっ！」

　ネッサは激げつ昂こうして、サーラに斬りかかる。だが、サーラは軽々とその攻撃を受け止め、返す刀でネッサに軽く斬りつけた。

「ぐっ……！」

「ネッサちゃん！」

　リンネも鋭く踏み込み、サーラに斬ざん撃げきを放つ。二人とも、一対一にはまったくこだわっていない。サーラの恐ろしさをよく知っているからだろう。

　だが、サーラはリンネと斬きり合う合間に、まるでついでのように軽々とネッサの攻撃をさばいている。

　ネッサは決して弱くない。クロウでも簡単には勝てないだろう。それでも、死し剣けん使つかいの二人と比べるとレベルが大きく劣おとっているのだ。

「あううっ！」

　リンネが悲鳴を上げる。

　彼女の華きや奢しやな肩かたが斬り裂かれ、血が噴ふき出だしていた。やはり、ネッサが加わっても状況はまるで変わっていない。

「リンネっ……！」

　死なせるわけにはいかない。立って、戦わなければ。

　剣けん聖せいと立ち会って、生き残ったはずだ。剣聖と戦えたのに、サーラに怯おびえて震えるしかできないなんてことがあるか。

「おおー。立ち上がったか、クロウ。そうこなくちゃね」

「別にてめえの期待に応こたえるためじゃねえよ……！」

　クロウは剣を固く握にぎりしめて、一歩を踏み出す。

　まだ、前に進める。立ち向かえる。この意思があれば、まだ戦える。

「…………え？」

　背後から衝撃を感じた。誰だれかが背中にしがみついている。この軽さと、背中に当たる、薄いふくらみの感触は──

「リーゼ……？」

「お兄さん、ごめんなさい」

　ちくり、と首筋に小さな痛みが走った。数秒も経たたずに、頭がくらりとする。

「戦うだけが選択肢ではありません。お兄さんは、今は死んではいけないんです」

「リー……ゼ……。おま……え……」

　急速に遠ざかっていく意識を、クロウは必死に引き留めようとする。しかし、眠りへの誘いはあまりに強烈で、抗あらがえない。

「リンネ！　早くこっちに来てください！」

　クロウは、リーゼの叫びを聞きながら、よろめいてしまう。

　遠くでリンネたちが剣を交えている音が聞こえ──

　倒れながら、斜めになった視界の中に、注射器を持ったリーゼの姿が映った。

　途と切ぎれようとする意識の中で、クロウは奇妙な安あん堵どを覚えていた。

　これで──この恐怖から逃げられる──










３章　集う者たち





　潮しおの匂いがした。

　そういえば、最後に海に行ったのはいつだっただろうか。

　学者だった父親は、子供を海水浴に連れて行くようなタイプではなかった。

　幼なじみの明あか里りや他の友達と行ったことは──なかった気がする。あの街の子供たちは、あまり遠出せず、いつも近所でばかり遊んでいた。

　セイバーズで働いていた頃は、何度か海沿いのエリアに行ったこともあった。

　それでも、仕事以外で海辺に出かけたことはなく、遊んだことなどは皆無だった。

「まったく、寂さみしい人生だな……」

「え？」

　なぜか、上のほうから声が降ってきた。

　クロウが目を開けると。

「あ、起きた。よかった、意外と早かったね」

「リンネ……」

　クロウは、どこかに寝転がっていて、頭は柔らかい感触に包まれている。くるりと寝返りを打ち、柔らかなものに顔を埋うずめた。

「ひゃっ、きゃあっ……！　ク、クロちゃん、なにしてるの……！」

「サービスを心ゆくまで堪たん能のうしてる」

　少しだけ顔を上げて、クロウは答えた。彼はリンネに膝ひざ枕まくらされているのだ。

　リンネのミニスカートから伸びた白い太ももの柔らかさがたまらない。肌はだはすべすべで、思わず手まで這はわせてしまう。

「にゅあ！　おさわりはオッケーしてないよ！」

「ＯＫをもらってからじゃ、セクハラにはならねえだろ」

「クロちゃんは無理矢理が好きなの……？」

「少し嫌がられるくらいが燃えるかな」

「ダメだ、この人」

　リンネが、太ももをまさぐっていたクロウの手の甲を軽くつねる。

「いてっ。おまえの馬鹿力でつねるなよ……」

　クロウは、手を押さえながら身体からだを起こす。ぼんやりしていた頭には、いい気付けになったが。

「海か……」

　クロウとリンネは、波打ち際から少し離れた堤てい防ぼうの上にいた。

「ずいぶん遠くまで来たんじゃねえか？」

　あの居きよ留りゆう地ちが具体的にどこだったのか、クロウは知らない。しかし、潮しおの香りはまったくしなかったし、海からはかなり離れていただろう。

「あれに見えますのは、東京湾でございます」

「わかってるよ。根ね室むろ湾わんとか言われたら驚くけどな。で、どれくらい経たった？」

「二時間くらいかな？　リーゼちゃんは夜には目を覚ますって言ってたけど」

　クロウは空を見上げる。曇っているが、もう夕方近い時間だとわかった。

「リーゼに鎮ちん静せい剤ざいを打たれたんだよな。まったく、とんでもねえドクターだ」

「クロちゃん、リーゼちゃんは──」

「それもわかってる。俺おれを助けるためにやったんだろ。とんでもねえっていうのは、患者を助けるためなら手段を選ばないって意味だ」

　そう、リーゼはクロウを助けてくれたのだ。鎮静剤を打たれなければ、クロウはリンネと、ついでにネッサを助けるためにサーラに挑んだだろう。おそらく、あの状況ではクロウは返り討ちにあって死んでいた。

「またリーゼに助けられたか。肩かたの傷もふさがってるな……」

　クロウは、サーラに斬きられた右肩を押さえる。まだ痛みはあるので完全回復ではなさそうだ。浅い傷だったが、時間が足りずにリーゼの術法でも癒いやしきれなかったのだろう。

「……あの状況で、よく人のケガを気にしてられたもんだ。リーゼと、ついでにネッサはどうなった？」

「わかんない」

　リンネは小さく首を振った。

「ボクの風の術法を撃ちまくって、サーラお姉ちゃんも爆発させまくって、建物が全部ぶち壊れちゃって。吹き飛んでる間に、ボクがクロちゃん、ネッサちゃんがリーゼちゃんを連れて逃げたんだよ」

「メチャクチャやるなあ……」

　こうしてリンネが無事である以上、サーラも死んではいないだろうが。

「んで、また俺おれを担いでこんなとこまで走ってきたってわけか。ふむ」

「え？　なんで、じろじろボクを見てるの？」

「ふむふむ、胸も尻しりも太ももも無事そうだな。ほっとした」

「身体からだの一部しか見てない！　ホント、ボク大変だったんだからね！」

「ははっ、わかってるよ」

　クロウは苦笑いを浮かべる。リンネは制服のあちこちが切れているが、どこからも出血していない。死し剣けん使つかいの回復能力のたまものだろう。

「よいせっ、と」

　クロウは勢いをつけて立ち上がり、堤てい防ぼうから飛び下りた。柔らかな砂浜に着地し、波打ち際のほうへ歩き出す。

「クロちゃん、どこ行くの？　はっ、まさか入じゆ水すい!?」

「するか、んなもん！　なんだ、剣も持ってきたのか」

　後ろからついてきたリンネは、青いビニールシートでくるんだ剣らしきものを抱えている。

「ちゃんとクロちゃんのも持ってきたよ。サーラお姉ちゃんはしつこいからね」

「そりゃー怖こえぇな。じゃあ、そのしつこい姉ちゃんに見つかる前に言っておくか」

　クロウは振り返り、リンネの頭にぽんと手を置く。

「ありがとうな、リンネ。おまえのおかげで助かった」

「……っ。そ、そんな。お礼なんて……いいよ」

　リンネは頬ほおを赤くして、顔を伏せてしまう。

「連れて逃げてくれたこともそうだけど、あのときリンネがサーラに斬きりかかってくれなかったら……殺されてたかもしれねえ」

「だ、だからいいってば。だいたい、ボクがクロちゃんをさらったから、あんなことになったんだし」

「経緯がどうだったとしても、リンネに助けられたのは事実だ。じゃ、お礼は身体で」

「なんで服を脱ぐの!?」

　クロウはアロハシャツのボタンにかけていた手を、笑いながら離す。もちろん冗談だ。

「……クロちゃんの照れ隠しって悪質だよね」

「もう少し可愛かわいげがあるほうがモテるかな」

　クロウはどうでもいいことをつぶやき、波打ち際のすぐそばで足を止めた。

　いくら夏とはいえ、平日の、それも夕方近くの砂浜には人影は少ない。ぽつぽつとカップルらしき男女の姿が見えるくらいだ。ボロボロの服装をしたクロウたちは目立つが、気に留めている者はいないだろう。

「俺おれ、思うんだけどさ」

「なに？」

「食わず嫌いはよくないよな。リーゼもめっちゃ可愛いし、会長で貧ひん乳にゆうにもだいぶ慣れたし、いけるんじゃないかと」

「なにがいけるの!?　というか、クロちゃんはシリアスになれないの!?」

「どんなときでも平常心、が剣けん聖せいからの教えさ」

　クロウは、額ひたいの古傷をぽりぽりとかいた。さっきサーラと立ち会っていたときのうずきは既すでに消えている。

「じゃあ……落ち着いて答えてもらえるかな」

「なにをだ？」

「クロちゃん……さっき、どうして泣いてたの？」

　リンネはそう言って、すたすたとクロウに近づいてきて、上目遣いに見上げてくる。

　クロウは頭の中で、下品なものを含めていくつか冗談を思いついたが、どれも口にすることができなかった。

「俺は、剣聖ヒョウカを斬きった」

「…………クロちゃんの、お師匠さんだよね」

「それだけじゃねえよ」

　クロウは屈かがんで、足下の小石を拾い、海に放ほうり投げた。

「俺は七歳のときに親を亡くして、剣聖ヒョウカの弟で子しになった。まだ一人じゃ生きられねえ歳としだよ」

「剣聖ヒョウカさんは……クロちゃんのお母さんだった？」

「母親で、姉で、あの人はガキっぽいところもあったから、たまーに妹みたいでもあったな。それと、ついでに……」

　クロウはリンネが抱えていた日本刀を手に取った。

　柄つかをぎゅっと握にぎりしめ、一気に抜き放つ。

「俺は、あの人の剣に恋をしていた」

　七歳のとき、戦場と化した故こ郷きようの街で出会った、一人の剣けん士し。

　まるで、世界のすべてを斬きり尽くしてしまいそうなほどの剣。

　クロウはあの剣に心から恐怖し、彼女に殺されたくないと強く願った。

　それと同時に──ヒョウカの剣に心から惹ひかれていたのだ。

「俺おれの気持ちは……ソーディの恋とは、たぶん違うんだろう。けど、剣けん聖せいヒョウカの剣を見た瞬間から、あの人は俺にとって大切な人になっちまってたんだ」

　空に向けて白しら刃はを掲かかげ、はるか遠くの過ぎ去った日々に思いを馳はせる。

　それは一瞬だけ。

　すぐに、残ざん酷こくな現実が帰ってくる。

「サーラが……剣聖ヒョウカと同じ次元に立ってるあいつの恐怖がよみがえらせちまったんだ。俺が忘れちまった、大事なことを──」

　剣を握にぎってみれば、さらにはっきりと思い出せる。

　あのときのことを──

「すべて思い出したわけじゃない。でも、一番大事なことは思い出せた。俺は、剣聖ヒョウカをこの手で確かに斬った」

　古コ流リユウの太た刀ち筋すじで振り下ろした剣。剣聖ヒョウカの肉を斬り裂いていく手て応ごたえ。彼女がいつも着ていた桜さくら色いろの着き物ものが破れ、噴ふき出だしていく血しぶき。はだけた白い胸元が、紅あかに染まっていく。

　ヒョウカは──悲鳴一つ上げなかった。

　血の霧の向こうに霞かすんでいる彼女の顔は、微笑ほほえんでいるようにも見えた。

　いや、なにか言っている。間違いなく、彼女の口がかすかに動いている。

　なんだ、なにを言っているんだ？

　そこまでは、クロウには思い出せなかった。それとも、あのときにも聞こえなかったのか。

　記憶はそこで途と切ぎれている。

　ヒョウカを斬る前までの記憶と同じように、やはりそこから先は思い出せなかった。

「どうして師匠せんせいと戦ったのか。戦ったときの記憶も、途切れ途切れだ。でも、師匠の恐怖よりも、サーラの恐怖よりも、師匠を失ったことのほうが──師匠を斬っちまったことのほうが怖い」

　クロウは、ゆっくりと刀を鞘さやに収めようとして──かつん、と切っ先が鯉こい口くちに当たってしまう。

　いくら馴な染じみの薄い剣とはいえ、納刀など八年以上、数限りなく繰り返してきた動作だ。失敗などありえない。

　手が小刻みに震えているのだ。自分では制御できない震えだった。

「こりゃ、師匠に怒られるな。常に平常心を、の教えが守れてねえ。まあ、師匠が生きてればの話だが」

　クロウはゆっくりと丁てい寧ねいに、剣を鞘さやに収める。今度は失敗しなかった。それでも手はわずかに震えたままだった。

「リンネ。おまえさっき、俺おれをさらったことを申し訳なさそうにしてたな？」

「ほぇっ？　あ、ああ、うん」

「それは気にしなくていい。サーラに会えたから、師匠を斬きったときのことを思い出せた。リンネにさらわれなきゃ、あいつに会うことはなかったかもしれねえ」

「ボ、ボクはそういうつもりでクロちゃんをさらったんじゃないもん」

「なんのつもりか、はどうでもいいんだよ。リンネが俺とサーラを引き合わせてくれた。おまえには感謝してる」

「嘘うそだ」

　リンネは、回り込むようにしてクロウの前に立った。足下に波がかかっているが、気にした様子もない。

「ボクがさらっちゃったことを怒ってる。サーラお姉ちゃんに会ったことで、思い出したくもないことを思い出しちゃった」

「ナメんな、リンネ」

　クロウは、片手でリンネの肩かたをぐっと掴つかむ。

「大事なことを忘れたまま、やらかしたことのツケも支払わないまま生きていくなんて冗談じゃねえ。いつかは思い出さなきゃならなかったことだ。それにたぶん、俺はくたばらない限り、こうなった気がするな。サーラじゃなくても、いつか師匠と同じような化け物に出会ってな」

「……まるで未来予知だね」

　未来予知の使い手がつぶやいた。リンネは、ごく近い数分先から数すうヶか月げつ先までの間の未来をランダムで見ることができるのだ。

「だから、リンネはなにも気にするな。おまえは、俺を救ってくれたんだ」

「……けど、クロちゃんは悲しんでる」

　リンネが、自分の肩を掴んでいたクロウの手を取り、両手で包み込むように握にぎった。ほのかなあたたかさが伝わってくる。

「クロちゃんには、悲しいことがたくさんあるんだね……」

「他の誰だれかもそんなこと言ってたっけな。いや、誰にでもそうだってことか」

「誰かのことはいいんだよ。ボクは、クロちゃんを悲しませたくない」

「泣いたことは内緒にしといてくれ。俺の幼なじみに泣き虫がいるが、あいつをバカにできなくなる」

「……ボクはちょっぴり気ままだから。もっと、ちゃんと口止めしないとダメだよ」

「…………」

　クロウとリンネは、ほとんど同時に、持っていた剣を砂浜に落とした。

　どちらからともなく手を伸ばし、互いの背中に腕うでを回して抱き合う。

「クロちゃん……」

　潤んだ目を向けてくるリンネに、クロウは一つ頷うなずいてみせてから。

　ゆっくりと顔を近づけ──唇くちびるが触れ合う寸前で、止まった。

「…………」

　春のある日の夜、剣に恋する本能をむき出しにしたセフィへのキス。

　暴れ回るクロウを正気に戻すための、日ひ奈な子こからのキス。

　その二度の口づけが頭をよぎってしまうと──それ以上、リンネに近づくことができなくなってしまった。

「もー……ダメだって、言ってるのに──」

「うおっ!?」

　リンネはぼそりと言うと、クロウの頬ほおをがっちりと掴つかんだ。ブレイズの力で強引にクロウを動けないようにして、彼女のほうから顔を近づけてきて──

　今度こそ、唇が重なった。

「……ん。ほら、こうやって口止めしてくれないと……」

「海辺でキスなんて、できすぎたシチュエーションだよな……」

「ボクは嫌いじゃない、かな。クロちゃん、今は──ボクを見て」

　リンネは大きな目を、まっすぐクロウに向けてくる。そうだ、今はリンネがそばにいてくれている。彼女の存在が、悲しみに潰つぶれそうな胸を救ってくれている。

　再び、クロウとリンネはキスを交わし合う。とろけるように柔らかい唇だった。

　時々、吐息を漏らしながら唇を重ね続け──

　ぽつり、ぽつりと雨が降り始めた。

　それでも二人は、その雨にも気づかず、ただお互いだけを求めていた。





「あー、すっごい濡ぬれちゃったね」

「傘くらいケチらずに買えばよかったな。リンネの金で」

「めっちゃたかられてる！」

　リンネは、ぶんぶんと腕を振った。

　クロウにしてみれば、財布もネッサに取り上げられたままなのだから、金のことは仕方ないのだが。

「ぶー。この部屋だって、けっこう高かったんだよ」

　リンネはタオルで頭を拭ふきながら、唇くちびるを尖らせる。

　二人がいるのは海岸の近くにあった、ごく普通のシティホテルの部屋だ。二つ並んでいるベッド以外は、たいして家具なども置かれていない。

「服と合わせて痛い出費だったよ。ボクだって、財布の中身はその辺の高校生と変わらないんだから」

「三人しかいない死し剣けん使つかいって割には、軽い扱いだな」

　クロウはＴシャツの胸元を引っ張りながら言った。ホテルに来る途中にあった安売り店で買ったＴシャツだ。リンネのほうは、制服と似たような袖そでなしのセーターとブラウスを買って着ている。

　リンネが、ふらふらと窓に近づいて外に目を向ける。

「わー。雨、凄すごくなってきたよ。これは、しばらく外に出られないね」

「……俺おれはしばらく外に出る気はねえよ」

「どこにも行きたくない、くらい言ってほしいかな」

「俺にロマンチックな言葉は期待するなよ。ろくに本も読まず映画も観みずに生きてきたんだからな」

「ボクもゲームくらいかな。クロちゃんより強いけど」

「ギリギリで勝っただけだろ」

　クロウはむっとしながら答える。

「勝ちは勝ちだよ。あー、またあのゲーセン行きたいなあ。常連のみんなになにも言ってないんだよね」

「おまえ、あのゲーセンのお姫様だったもんな」

　クロウとリンネが初めて出会ったゲームセンター。ガラの悪い客もたくさんいたが、リンネはそこでは誰だれにでも好かれていた。

「さっきの、ちゅーしてるところをみんなに見られたら、クロちゃん袋だたきだね」

「全員返り討ちだけどな。つーか、むしろ見せつけてやりたい」

「クロちゃん、見られて喜ぶタイプなの!?」

「まさか。恥ずかしがるリンネを見て楽しみたいだけだ」

「ボクばっかり辱はずかしめるつもりだよ！」

「あー、でもそれももったいないかな。照れるリンネなんてレアだからな。俺だけで楽しむのもアリか……」

「クロちゃんの欲望は果てしないね……。ていうか、ストレートに女の子を欲望の対象にするよね」

「まあな！」

「力強い！」

　リンネは鋭く突っ込んで、クロウを睨にらみつける。

「ああ、いい雰ふん囲い気きだったのにすっかりいつもの調子に……クロちゃんの真面目まじめになれない病気が恨うらめしい……」

「これがあるから、いつもセクハラ止まりなのか。勉強になったな……」

「今はお勉強の時間じゃない──よっと！」

　リンネがぴょんと跳んでクロウの首に抱きついてきて、そのまま勢いよく後ろにあったベッドに押し倒される。

「うおっ、お、おい、こら。無む茶ちやすんなよ。肩かたの傷、開いちゃったらどうすんだ」

「ケガしてあんだけ戦ってたんだから、大丈夫だよ」

「……ごもっともで」

　クロウが頷うなずくと、リンネは抱きついたままじっと視線を送ってきた。

「というか、ボク思ったんだけど」

「リンネがなにを考えてるのかとか、怖いな」

「そうやってさ、照れ隠しで冗談言うのって、人に必要以上に踏み込ませないためなんじゃないかな？」

「いきなり俺おれの精神分ぶん析せきをされてもな……」

「ごまかさない！」

　リンネはがばっと起き上がり、ベッドに寝転んだクロウにおおいかぶさってくる。

「クロちゃんはめっちゃド変態だけど、セフィちゃんとも太陽の乙女ちゃんとも……そ、その、えーと……一線を越えてないでしょ？」

「またえらい遠回しな言い方だな。そりゃ、相手はソーディの姫君と護衛対象だぞ。手ぇ出したら大問題だ」

「クロちゃんはそんなこと気にする人じゃない。もっと、常識とか倫りん理りとかからほど遠い人だよ」

「そりゃおまえだよ。俺は、まっとうな職に就いてる社会人でもあるんだぞ。割と普通に生きてるさ」

「……そうやって自分を抑えつけてるのは、剣けん聖せいさんを斬きったことと関係あるの？」

「…………」

　クロウは、なかば無意識に額ひたいの古傷に触れる。

　リンネははぐらかしやごまかしを許してくれそうにない。マウントを取られていては、強引に逃げ出すこともできない。

「クロちゃんは、なんとなく知ってたんでしょ？　自分が剣聖さんを斬ったってこと」

「当事者じゃないマナカでも気づいてたくらいだからな」

「ありがちだけど……大事な人を斬きっちゃった自分には幸せになる資格がないって、そんな風に考えてたんじゃないの？」

「……俺おれはそこまで物事を複雑には考えねえよ」

　言いながら、クロウはリンネの目を見られなかった。

　リンネの言葉は事実ではないにしても、それほど的外れでもなかったからだ。

　自分がセフィや日ひ奈な子こに深く踏み込めなかった理由の一つではあるかもしれない。

　大事なものを失うことへの恐れ──

　そして、大事なものをみずから捨てた自分に、また新しい大切なものを手にする資格があるのか──

「クロちゃんは、自分が剣けん聖せいさんを斬ったことをはっきり思い出しちゃった。だからもっと、人を遠ざけるようになるかもしれないよ」

「考えすぎだ。俺は普通に楽しく生きたいんだから、孤立なんてしたくねえよ」

「じゃあ、それを信じさせて」

　リンネが、ぐぐっと顔を近づけてくる。

　だいぶ見慣れたとはいえ、これだけ整った顔に接近されると、平静を保つのに苦労させられる。

「ボク、さっきすぐに助けに入れなかったんだよ」

「……さっきって、サーラとやり合ってたときか？　下へ手たに乱入されても危なかったかもしれねえし、別にいいだろ」

「そうじゃないよ、そんな気遣いをしたんじゃない。ボクはクロちゃんの剣を見ていたかったんだよ。あのサーラちゃんの剣とやり合っちゃうなんて信じられなかった」

「一方的にやられてただけだろ、あんなの」

「ううん、凄すごかった。クロちゃんの剣はあんなに遅いのに、剣けん閃せんが綺き麗れい。見てるとドキドキする。ボクは本当にクロちゃんの剣に恋しちゃったのかも」

「……まったく、難儀な性質だな。見み惚とれるくらいなら助けろよ」

　クロウは苦笑いを浮かべる。これはあながち冗談でもない。もっとも、リンネが割り込んでいたら危険が増していたかもしれないので、微妙な問題だ。

「でも、それだけじゃない。ボクが死し剣けん使つかいのくせにずっと剣を習わずにいたせいかな。クロちゃんの剣を最後まで見てられなかったよ。見ているより……クロちゃんを助けるほうを選んじゃった」

「それが普通じゃねえか？」

「ブレイズの普通じゃないよ。一対一の戦いに割り込んじゃったんだしね」

「おまえはいろいろ普通じゃないじゃん。結局……どういうことなんだ？」

　クロウはまっすぐにリンネの目を見つめる。

　いまいち、クロウにはリンネがなにを言いたいのか理解しがたかった。

「ボクらブレイズも、剣に恋するところはソーディと同じ。けど、ボクは……普通にクロちゃんに恋したみたい……」

「…………」

　クロウは返答に窮きゆうしてしまう。

　いつもセフィや日ひ奈な子ことバカのような会話ばかりしていたが、真面目まじめな告白をされたのは初めてだ。こんなときの対応は、剣けん聖せいにも学んでいない。

「クロちゃんは、なにも答えなくていいよ。今のクロちゃんからの答えは、たぶん意味がないから」

「なんでだよ。確かに俺おれは無意味なことをしょっちゅう口走るけど」

「大切だけど、戻らなくていい記憶が戻っちゃった。クロちゃんはきっと混乱してる。だから、今はなにも考えなくていいんだよ……」

　リンネはそっと手を伸ばして、クロウの前髪を軽く払って額ひたいの傷跡を撫なでてきた。柔らかな指先の感触が伝わってくる。

「……あんまり甘やかすと調子に乗るぞ、俺は」

「クロちゃんはそのくらいのほうがいいよ。もしかして、同情されるのは嫌？」

「されたことがねえから、わかんねえよ。少なくとも、押し倒されるよりは押し倒すほうが好きだな」

「おっ。ちょっと、調子が戻ってきたかな？」

　リンネはくすりと笑って、クロウの隣に横になる。今度はクロウのほうが身体からだを起こして、リンネにおおいかぶさるようにする。

「つーか、ひょっとするとリンネは慰なぐさめてくれようとしてんのか？」

「さっきからずっとそうだよ！　今頃気づいたの!?」

「それもされたことがねえから、わかんなかった。けど、どうなのかな。自分が落ち込んでるのかもわかんねえよ」

「ボクにはわかるよ、クロちゃん」

　リンネは今度は指先でクロウの頬ほおをなぞった。

「もう泣いちゃダメだよ。ボクがいるから」

「……俺はリンネに甘えるだけか？」

「甘えてほしいんだよ」

　リンネは優しく言って、瞳を閉じ、クロウの顔を掴つかんで近づけ、唇くちびるを重ねてくる。

　柔らかで熱いリンネの唇が、何度も押しつけられてくる。リンネの吐息が漏れ、ついばむようなキスを繰り返す。

　クロウはされるがままになり、抵抗する気も湧わいてこない。

　さっきのキスのときのように、二人の少女の姿は頭に浮かばなかった。おそらく、自分でもわかっているのだ。確かに自分は混乱している。今、クロウの心を落ち着けてくれるのはリンネしかいないのだ。

「ふあっ……」

　おもむろに、クロウはリンネの胸に手を這はわせ、セーターの上からふくらみに触れる。それでも、胸の柔らかさは充分に伝わってくる。

　クロウの手の中で、リンネの胸がふにふにと形を変えていく。

「わっ、あっ……クロちゃん……」

　リンネは耳まで真っ赤になり、潤んだ瞳で見上げてくる。

　ああ、結局こうなったか──クロウはそんなことを思った。

　リンネと初めて出会った日に、彼女が視みたという未来。

　クロウとリンネがどこかの部屋で、お互いを求め合っていたという。信じられる話ではなかったが──

「あ、あの、あのね、クロちゃん……」

「……ダメか？」

「ダメじゃないけど……本当にこうなっちゃったね」

「俺おれも同じこと考えてた」

















　クロウはつぶやいて、今度は自分からリンネにキスする。

　唇くちびるを重ねたまま、クロウはリンネの身体からだをぎゅっと抱きしめる。壊れそうなほど細くて、熱い身体だった。

　リンネもクロウの背中に腕うでを回して、抱きついてくる。

　ぴったりと抱き合いながら、クロウはリンネの首筋にキスをする。リンネはくすぐったそうに身体をよじった。そんななにげない仕し草ぐさまでも、可愛かわいくてたまらなかった。

　クロウはリンネの頬ほおを撫なで、ゆっくり手を上に滑すべらせていく。彼女のちょこんと結ばれているピンクの髪をほどき、優しく撫でる。

「……クロちゃん、意外とじっくりなんだね」

「せっかくだから、たっぷり楽しまないとな……」

「わー、冷静だー」

　リンネはくすくすと笑う。

　そう、クロウは少しずつ平静を取り戻しつつあった。というより、自分が平常心をなくしていることを認めるしかなかった。

　こんなことをしながら、落ち着いていくというのもおかしな話だが。

「冷静にエッチなことされちゃってるんだね、ボク。それとも、がっつきたくなるほど魅力的じゃないのかなー？」

「そのあたりのことを、もっと確認してみるか」

「えっ、えっ？」

　クロウは、リンネのミニスカートに手を突っ込み、円を描くようにして彼女の太ももを撫でる。すべすべして、手に吸いつくような感触だった。

「ク、クロちゃん……！　そんなとこ触っちゃ……！」

　リンネはぎゅっと膝ひざを閉じるようにして、クロウの手から逃れようとする。しかし、本気でないらしくジタバタするだけだった。

「も、もう……。どんどんエッチになってるよ……」

「まあ、今は確認中だからな……」

　今度はリンネのセーターとブラウスをまとめて大きくめくり上げ、ブラジャーをあらわにする。

「わ、わわっ……い、いきなり……！」

　ブラの上から胸に優しく触れ、ふくらみの弾力をゆっくりと楽しむ。

「あっ、わっ……！　で、でもクロちゃん……」

　リンネが、とろんとした目を向けてくる。

「本当に、これでいいの？　ううん、ボクは嬉うれしいけど、クロちゃんは……」

「…………」

　クロウは黙だまって頷うなずいた。

　リンネの身体からだの感触は、すべてを忘れさせてくれる。確かに、彼女が言うとおり、今の自分は普通ではなかった。

　よみがえった記憶は、あまりに重すぎて自分では背負いきれない。なにかにすがらなければ、感情が溢あふれ出してしまいそうだ。

「リンネ、俺おれは──」

「…………っ！」

　リンネがさっと滑すべるようにして、クロウの身体の下から逃れる。

　そのときには、クロウもベッドから飛び下りて、近くの床に転がしてあった日本刀を手に取っていた。

「……クロちゃん」

　銀ギン翼ヨクを手にしたリンネが、窓際に近づいていく。

「ああ、あからさまだな」

　クロウも窓際に行き、ほんのわずかだけ窓を開いた。この部屋は三階で、下の様子はよく見えた。

　まだ降り続けている雨の中、ホテル前の路上に剣で武装した数人の人影が動いている。

「あれ、なんか見たことある奴やつがいるな」

　旧セイバーズの隊員の一人だった。

　クロウが所属していた旧セイバーズの戦闘中隊はブレイズとの戦いで壊かい滅めつしたが、戦闘に参加しなかった者も含めて数十人の生き残りがいる。そのうちの数名が警察に入ったという話は、クロウも聞いていた。

「ここの従業員がリンネの手配写真を見てたかな。仕事熱心な奴がいるもんだ」

　窓から見えるのはホテルの前だけだが、おそらく他の出入り口も封ふう鎖さされているだろう。突入してこないのは、リンネを押さえられるだけの戦力が整っていないからか。まだ通報されたばかりだと考えていいだろう。

「……ふー。ここまで、かな」

　リンネは、ぼすっとベッドの上に座り込んだ。服装を直し、ほどけた髪を結び直している。

　クロウは窓際から離れ、リンネの前に立った。

「ここまで？　なんでだ？」

「なんでって……だって、クロちゃんはもう首輪もないし、警察に行けば保護してもらえる。ボクには……クロちゃんをまた拉ら致ちしたりはできないよ」

「いや、拉致してもらう。立ってくれ」

　クロウは手でリンネを促うながした。彼女のほうはきょとんとして、小首を傾かしげている。

「え？　なんで？　さらわれることに快感を覚えちゃったの？」

「んな特殊な性癖があるか。ここで警察と合流したら、俺おれはしばらく身動きが取れなくなるだろ」

　当然、シルフィはクロウから徹底的に情報を搾しぼり取とろうとするだろう。

「そいつは困るんだよ」

　クロウは、日本刀でドンと床を突いた。

「まだリーゼの安否も確認できてねえ。もし、あいつがサーラに捕まってたりしたら、助け出す。あのちび医者には借りがあるからな」

「ちょ、ちょっと待って。まさか、またサーラちゃんと戦う気なの？」

「それは避けてえな。サーラが、あの無害なお医者さんにちょっかい出すとも思えねえけど、放ほうってはおけねえ」

　それにリンネのことも、とクロウは心の中で付け加えてから。

　なにも言わず、リンネの手を取った。

「……ボクも一緒に行っていいの？」

「来てくれねえと困る。セクハラ以上のことが自由にできる女の子なんだからな。手放すわけねえだろ」

「わー、最低だー」

　リンネは楽しそうに笑って、クロウの手を握にぎり返して立ち上がる。

「よし。行こう、クロちゃん。またさらって逃げちゃうよ」

「ああ」

　クロウはリンネに頷うなずいてみせた。

　自分がどこへ向かおうとしているのか、見えなくなってきている。

　それでも、今はリンネとともに走り出すこと。

　他の選択肢を、クロウは一つも思いつかなかった。





「うっわー。こりゃまた壮絶なことになってるね」

　ラーシュが足下のガラクタを蹴け飛とばして、呆あきれた声で言った。

「確かに……これ、どうなってるのよ」

　セフィも辺りを眺めながら、ため息を漏らした。

　警察から連絡があった、十人ほどの警官が殺されたブレイズの居きよ留りゆう地ち。セフィたちは、その街外れにある廃工場を訪れていた。

　いや、既すでにそこは廃工場ですらなかった。いくつかの建物が並んでいたらしいが、ほとんどが吹き飛んで、瓦が礫れきの山となっている。

　セフィたちが到着する寸前まで、あちこちで火の手も上がっていたようだ。今は降り出した雨のおかげで、ほぼ鎮ちん火かしている。

　誰だれも傘は差していない。そんなものがあっては、調査の邪魔だ。

「警官殺しがあった直後に吹き飛んだようだ。この工場に若い男女が入っていくのを目撃したって証言も上がってるみたいだな」

　イシュトがスマートフォンスマホを見ながら言った。警察からの最新報告が届いているようだ。

「術法……なんだろうけど、それにしちゃ派手すぎるな。まるで空くう爆ばくでも受けたみたいだ。私はまだ術法をリアルで見てないけど、ここまで凄すさまじいのかな？」

「あたしが知ってる術法でも……どうかしら。マナカやリンネの術法なら何十発も撃てばできるかもしれません」

「ブレイズが何人もいた可能性があるね。あるいは、戦闘機の爆撃に匹敵する術法を使える怪物が一人って可能性もあるけど」

　ラーシュがふざけた調子で言って、肩かたをすくめた。

「この瓦が礫れきから手がかりを見つけるのは大変だね。街への聞き込みも、今のところ収穫なしみたいだし。クロウとリンネの顔写真を見せて回ってもいいけど、ここのブレイズたちは他人に無関心らしいね。見込みは薄いだろうな」

「あんたも関心が薄そうね。本気で捜さがす気あるの？」

　セフィは、星ほし崩くずしの柄つかに手をかけそうな勢いで、ラーシュを睨にらみつける。

「捜すって、不ふ穏おん分ぶん子しのブレイズを？　クロウを捜すのは俺おれたちの仕事じゃないよ」

「ラーシュっ！」

「セフィ様、落ち着いて。ラーシュも、からかうんじゃない。どのみち、ここを調べるのは無駄そうだ。それよりここを壊した奴やつ、もしくは奴らの足取りを調べたほうがいいな」

「……そうですね」

　セフィは、イシュトの意見を認めるしかなかった。というより、当たり前の意見すぎるくらいだ。普段のセフィならば同じことを言っただろう。

「ということでいいですか、剣けん帝てい殿どの？」

「ああ？」

　偉えらそうに瓦礫の中に突っ立っていた剣帝アミラルが振り返る。

「ここにはなにもなさそうなので、ここをぶち壊した犯人を追いかけます」

「はんっ、貴様たちがモタモタしているから取り逃がしたんだ。ヒョウカの弟で子しがいたかもしれんのにな」

「……お言葉ですが、剣帝殿と絶ぜつ剣けんのケンカのせいで、私たちの出発が遅れたんです」

「そうか、我のせいか。では、誰も悪くないな」

「どういう理屈ですか……」

　剣けん帝ていは責任を負うつもりはさらさらないようだ。

「しかし、これは面白いな。この瓦が礫れきの量から見てかなり巨大な建物があったのだろう。それをここまで徹底的に破壊し尽くすとはな」

「剣帝殿どのでも無理ですか？」

「攻撃の質の違いだ。我はビルを両断することもできるが、破壊には向かん。シュナークは我より劣おとるが、この工場を切り刻んで壊せるだろう。そういうことだ」

「はぁ……」

　さすがのイシュトも剣帝が相手では、マイペースではいられないようだ。

　正直、セフィは剣帝はどうでもいい。とんだ同行者だが、邪魔をされない限りは気にしても始まらない。

　クロウは、ここにいたのだろうか。

　いたとしたら、またとんでもない戦いに巻き込まれていたかもしれない。

「一番面白いのは、これだけメチャクチャになってるのに、死体が転がっていないことだね。ま、クロウなら爆撃なんかで死ぬほど可愛かわいくないけど」

「……本当にそう思う？　ラーシュ、ロウは生きてると思う？」

　セフィは、思わずすがるような声を出してしまう。四よん将しよう家の姫にあるまじき態度だ。誇ほこり高きソーディ剣けん士しとしても恥ずべきことだが──自分を抑えられなかった。

「俺おれは斬きった覚えはないね」

　ラーシュは茶ちや化かしたように言って、一人でさっさと歩き出した。

　まるで答えになっていない。それでもセフィは、なぜかラーシュを追及できなかった。

　言い方はともかく、ラーシュは真実を言っているように聞こえて──

「セフィ様、確認はあとでもできるよ。今は急ごう」

　ぽん、とイシュトがセフィの肩かたを叩たたいてきた。

　そのとおりだ。クロウがいたかどうかはともかく、工場を破壊した犯人の足取りは時間が経たつほど追いにくくなる。

「……っと、電話だ」

　イシュトが歩きながら、さっきしまったスマホをまた取り出す。

「はい、イシュトです。はい……はい？　え？　それは、間違いないんですか。はい、そっちは未確認なんですね……はい……わかりました。私たちも向かいます」

「なんだったんですか、会長」

　セフィは、スマホの通話を切ったイシュトに問いかける。

「中央特別区センター湾岸エリアＤ―５、シティホテル“〝ベイサイド・ワン”〟にて手配犯のリンネらしき少女を発見。ホテルからの通報を受けて、警官隊が急行中」

「リンネが!?」

「なお、少女と同年代の少年が同行している模様……らしい」

「……ロウだわ！」

「へえー、二人でホテルか。急展開だね」

「うるっさいわよ！」

　セフィはラーシュに突っ込んでから、目をキラキラと輝かせる。

　未確認の情報らしいが、これまででもっとも有望だ。居きよ留りゆう地ちから湾岸エリアまでは車で三十分ほどの距離だ。なぜそんなところにいるのかは不明だが、それほど遠くもない。

　リンネと二人でホテルに入ったというのはかなり気になる。しかし、そこの事情はクロウを救出してから、じっくりと問いただせばいい。いや、ホテルで取り返しのつかないことが起きる前にクロウをとっつかまえるのだ。

「行きましょう、会長！　今度こそ逃がさないわ！」

「……それはいいんだが、剣けん帝てい殿どのはどこ行ったんだ？」

　イシュトがきょとんとして、周りを眺めている。

　この場にいるのはセフィとイシュト、それにラーシュの三人だけだ。かなり派手に建物が崩れているおかげで見晴らしはいい。隠れるところなどほとんどない。

「いないわね。もしかして帰ってくれたのかしら……」

「剣帝なら、会長がホテルの話をした瞬間に、あっという間に走り去ったよ。湾岸に向かったんじゃない？」

　ラーシュがこともなげに言う。

「ちょっと！　気づいてたなら言いなさいよ！　あの人が一人で先走ったら、どんなややこしいことになるか！」

「無理言わないで、セフィ。俺おれに剣帝を止められるわけないだろ？」

「……急ぎましょう、会長。車なら剣帝にもすぐに追いつけます」

　セフィがそう言ったときには、イシュトは既すでに走り出していた。工場のすぐ前に、車が駐とめてある。イシュトが運転してきた車だ。

「ちょっ、会長待ってください！」

　セフィは慌ててイシュトを追いかけ始めた。さすがにイシュトも判断が早い。

　剣の腕うではもちろん、精神的にもまだまだ自分はイシュトに及んでいない。それでも、クロウを助け出したいという気持ちは誰だれにも負けていないはずだ。

　同じく走り出したラーシュと並んで車に向かいながら、セフィは自分の胸が躍おどっていることに気づいた。





　桜さくら井い日ひ奈な子こは、傘を差してのんびりと歩いていた。

　剣の学院は広く、美しい緑で彩いろどられた庭園まである。その庭園の奥には林があり、日ひ奈な子こがクロウとセフィとともに暮らしている家も林の中に建っている。

　日奈子は家を出て、雨中の散歩を楽しんでいるところだ。林の中の道は整備されているので、雨の中でも歩くのにそれほど苦はない。

　日奈子は学院の生徒ではないが、校内で目立つのを避けるために制服を着用している。コスプレまがいのものも含めていろんな服装を試してみて、一番しっくりきたのがこの制服だった。

「雨ですね……」

　お気に入りといえば、日奈子は雨も好きだった。

　なにしろ彼女は、物心ついた頃から太たい陽よう教きようの施設にある一室に閉じ込められ、十五歳になるまで文字どおり一歩も外に出たことがなかったのだ。多くの世話係もいて、大切にはされていたが、やはり監禁以外のなにものでもなかった。

　傘に当たる雨の音を聞いたのも、今年の春──二ヶか月げつほど前に初めて経験した。なんとなく心が弾はずむ音だった。セフィからもらったピンクの可愛かわいい傘も気に入っている。

　雨の日の散歩は、まだまだ日奈子にとっては新鮮なものだった。しかし、今日は少しばかり憂ゆう鬱うつだ。

「はー…………」

















　理由は簡単で、退たい屈くつだからだ。

　ここ数日、セフィたちはブレイズの動向調査──という名目でクロウの捜索を続けているが、日ひ奈な子こは同行させてもらえない。太たい陽よう教きようやブレイズに狙ねらわれている身であるため、やむをえないことではある。

　特に今日などは、剣けん帝ていアミラルという、いかにも迷惑そうな人物まで一緒に出かけている。おそらく、剣帝は戦闘となれば日奈子を巻き込むことなど考こう慮りよしないだろう。身を守るすべを持たない日奈子が同行するのは、あまりに危険すぎるのだ。

　実のところ、日奈子はクロウのことはさほど心配していない。そのうち、けろりとした顔で戻ってくると信じている。心配性なセフィや責任感の強いイシュトとは違うのだ。

　それでも、ただぼーっと待っているのは辛つらい。

　日奈子にもできることはあるのに。先日も、シルフィ暗殺を狙ったブレイズの術法を解いた。まだまだ意識的に使えるとは言い難いが、術法封ふうじはブレイズとの戦いでは有効だ。きっと役に立てるが、なにもさせてもらえない。

「クロー……早く戻ってきてください」

　クロウがいなければ、なにも始まらない。

　彼さえ戻ってくれば、すべてが動き出す。

　今さらながら確認する。日奈子が関わってきた人たちの中心にいるのは──

「クロウがすべての要かなめとなる」

「…………!?」

　突然聞こえてきた声に、日奈子はびくりとする。あまり驚くことのない彼女だが、なぜかその声の響きには、心を揺さぶるものがあった。

「そなたはわかっているようだな、太陽の乙女。そして、すべての始まりとなったのは、そなただ」

「……誰だれですか？」

　日奈子は、どういうわけか動けなかった。

　彼女の正面に、夏だというのに黒いコートをまとった人物が立っている。傘が視界を狭めているために、黒い靴くつをはいた足下から、腰こしまでしか見えない。傘を傾ければ見えるだろうが、日奈子の手は固まったようになっている。

　声を聞く限りは女性、それも若い女性だというくらいしかわからない。

「この学院の人ではないですね……？　どうやってここに来たのですか？」

　絶ぜつ剣けんシュナークの警戒網は、学院内にくまなく張り巡めぐらされている。何なん人ぴとたりとも侵入できないはずだ。

「私は、どこにもいない者だ。シュナークの糸にはかからない」

「……わたし以上に存在感がないということですか？」

　日ひ奈な子このマイペースな言葉に、その誰だれかは反応しなかった。

「始まりがそなただからこそ、私は会いに来た。まだ動くつもりはなかったが、致し方ない。事態が動き始めている」

「事態って……なんですか？」

　日奈子は質問の答えをもらわないまま、さらに質問を重ねる。

「そなたは、運命というものを信じるか？」

「……こっちには質問するのですか。しかも無意味な質問なのです。わたしが信じていようといまいと、他の人には関係ないことです」

「私は存在すると知っている。いや、そなたも知っているはずだ。運命を視みる能力を──そなたは目にしたことがあるはず」

「……リンネのことですか」

　現在の混乱を生んだ張本人──クロウをさらったリンネ。彼女は、未来を読む能力があるという。

　実際、日奈子もリンネが未来を視たおかげで、ブレイズたちの監禁から逃れたこともあった。

「未来、というのは運命と同じことということですか」

「そう考えていい。こうなる、ということが既すでに決まっている──それが未来であり、運命だ。運命は確実に存在している」

「言っておきますが、わたしはろくに勉強したこともないので難しいことを言われてもわかりません」

「では、わかりやすく言ってやろう」

　黒コートの人物は、一歩踏み出してきた。

「このままでは、クロウは死ぬ」

「死にませんよ？」

「そなたが信じていようといまいと、私には関係ないな。運命にも関係ない。事態は最悪の方向に流れている。出会ってはいけなかった者が、クロウと出会った。クロウの命はもう間もなく消えるだろう。この早すぎた出会いもまた、仕組まれたものかもしれない」

「いったい誰が仕組んでいるのですか。神様ですか？」

「神ヽへヽ至ヽるヽ道ヽだ」

「……さっぱりわからないのですが」

「今はわからなくともよい。だが、そなたが必要なのだ。そなたが外の世界に出て、運命は動き出した。太陽の乙女、運命を変えるにもそなたがいなくてはならない」

　黒コートの言葉は、日奈子には正直よくわからなかった。

　言っていることが抽ちゆう象しよう的てきすぎる。まるでうわごとのようなのだが──日奈子は、その言葉に嘘うそはなく、彼女が確信をもって語っていることがわかった。わかってしまった。

「そなたももう知っているはずだ。術法封ふうじなど、能力の一端でしかない」

「太たい陽よう教きようのジョーというおじさんが……わたしにはソーディを強制送還させる能力があると……」

「それもまた、能力の一部だ。そなたのすべてが必要だ。クロウにはな」

「あなたは、クローをよく知っているのですね。クローの味方なのですか？」

「敵でも味方でもない。それどころか、何者でもない。あの子はかつて、私のクロウだったが、今はそうではないのだろう」

「それでも、あなたもまた、クローの運命に関わる者なのでしょう？」

「運命が交差する場所は未いまだ遠い。時間が必要だ。私が関わることを彼は望まない。私も望まない。運命を動かすのは私ではなくそなただ」

　黒コートは、さらにまた一歩踏み込んできた。

　相変わらず身体からだは動かないが、マナカと相対したときのような威圧感はない。それどころか、黒コートは間違いなく目の前にいるのに、そこにいないようにも思える。

「そなたにも、やりたいこと──やるべきことがあるだろう」

「あります」

　その答えは、迷いなく出てきた。

　日ひ奈な子こは、自分のことをまだ知らない。

　クロウやセフィとの生活を取り戻したい。

　太陽教の監禁から救い出してくれた香か苗なえによく似ているスノウホワイトという少女とももう一度会いたい。それが、日奈子を解放した罪で処刑された香苗への贖しよく罪ざいにならないとわかっていても。

「わたしの願いは果てしないです。そのために──まず、クローがいないと」

「クロウは死なない。死なせまいとする者たちがいるからだ。それもまた運命だ。私がずっと信じてきた定さだめだ。そなたがいれば、クロウの運命は生へと傾く。だから──一緒に来い」

　黒コートが、手を差し出してきた。しなやかな細い指と、白い手。

　まるで亡霊のような黒コートだが、その手だけは不思議と存在感があった。触れてもいないのに、確かなあたたかささえ感じるほどだ。

　日奈子は自分の身体が動くことに気づいた。そっと手を差し出し、黒コートの手に触れて──

　その瞬間、日奈子の意識はぶつりと途と切ぎれた。





　雨は小降りになりつつあった。

　日は沈み、辺りは既すでに夜の闇やみに覆おおわれている。

　クロウとリンネは、ホテルからさほど離れていない路上を走っていた。

「やっと逃げられたかなー。あーんもう、大変だったー」

「めっちゃ警官いたからなあ。あんな大捕物になってるとは思わなかった」

　クロウとリンネはぶつぶつ文句を言いながら走っている。

　リンネに抱えられ、三階から飛び降りてホテルから脱出。だが、降り立った道で、警官隊と鉢合わせしてしまったのだ。

「警官斬きっちゃうと大おお事ごとになるからな。仕方なかったけど」

「もう充分、大事になってない？」

　リンネの言うとおりだった。ひとまず警官から逃れたのはいいが、この先どこに逃げればいいのか。

「やっぱ、クロちゃん抱えてボクが走ったほうがいいんじゃないかな？」

「おまえに引きずり回されたら、気ぃ失っちまうんだよ。今はそれは避けたい」

　ブレイズの、特にリンネの脚力は驚異的だ。車と違って、あまり乗り心地はよくない。彼女の加速にクロウの身体からだは悲鳴を上げるだろう。

「──おい、止まれ！」

　クロウはいきなり歩道から飛び出した。手を挙げて、正面から走ってきていた車が急ブレーキをかける。止めた車はタクシーだった。

「なにしてんだ！　死にてえのか！」

　車の窓から運転手が顔を出して、チンピラのように怒鳴りつけてくる。

　クロウは素早く運転席のそばに行って、運転手の胸ぐらを掴つかんだ。

「ああ、悪かったな。重戦車みたいな連中ばっかり見てるせいか、車くらい怖いと思わなくなっちまってて。それは謝るから乗せてくれ」

　クロウは、刀の柄つかをちらつかせながら言った。運転手は即座に後ろのドアを開けた。リンネがそこから滑すべり込むようにタクシーに乗り込んだ。続けてクロウも車内に入る。

「なんかいいね、自由への逃走って感じで。どこ行くの？」

「どこだろうなあ。運ちゃん、とりあえず出してくれ」

　運転手は逆らわずに車を出した。彼は人間のようだ。東京ソーディアの人間ならば、剣を持った相手への抵抗が無意味であることを知っている。

　車は、ゆっくりと走り出した。道は空すいていて、快適なドライブが楽しめそうだった。

「はー、まったく次から次へと面倒が起きやがるなあ」

　今まさに運転手を面倒に巻き込んだ張本人が、厚かましいことをつぶやく。

「でも、追いかけてきたのがサーラお姉ちゃんじゃないだけマシだよ」

「そういや今さらだけど、サーラのこと知ってるんだよな？　弱点とか知らねえのか？」

「ボクに剣を教えてくれたのが、サーラお姉ちゃんだからね。お姉ちゃん、好き勝手に剣を振り回すだけで、全然訓練になってなかったけど」

「まあ、人にものを教えられるタイプじゃねえだろうな。おまえも素直に教わるタイプじゃねえし」

「さりげなく、ボクまで罵ののしられた……。あ、でも弱点っていえば」

「なんかあるのか？」

「処女だって言ってたよね」

「んなもん弱点になるか！　むしろ長所だよ！」

「長所でもないと思うけど……クロちゃんが嬉うれしいだけでしょ。そういや、ボクも結局処女のままだなあ。クロちゃん、寸止めなんだもん」

「寸止めって言うな！」

　運転手は、こちらの会話には興味なさそうで、ひたすら慎しん重ちように車を走らせている。むやみに世間話を仕掛けてこない運転手は、クロウには好ましい。

「……ま、弱点なんて都合のいいもんがあるわけねぇか。はー、どうしたものやら。サーラに見つかるくらいなら、警官百人に囲まれるほうがマシだな」

「サーラお姉ちゃんなら、百人くらい一瞬で片付けちゃうね」

「俺おれなら三十分はかかるな」

　一瞬、というのはおそらく誇こ張ちようではないだろう。サーラの戦闘能力ならば、術法など使うまでもなく百人を薙なぎ倒すはずだ。

「やれやれ。マナカと戦ったときは、いきなりラスボス登場とか段取りおかしいと思ったけどよ。真のボスがいたとかな」

「まあ、格ゲーだって隠しボスくらいいるもんね」

「倒してもエンディングが流れないのが人生の辛つらいとこだな」

　クロウは警察のことも、リンネと逃げたことで危うくなりかねない自分の立場もあまり気にしていない。

　それよりはるかに厄やつ介かいなのが、サーラだ。東京ソーディアを出て、世界の果てまで逃げてもあの女は追いかけてくるだろう。クロウにはそれがよくわかっている。自分も、狙ねらった獲物に対しては同じことをやるだろうから。

「……おおいっ、またか!?」

　突然、運転手の悲鳴が響いた。

　クロウも即座に、車のすぐ前、車道のど真ん中に何者かが立っていることに気づく。

　その何者かが、剣を振りかぶっていることにも。

「運ちゃん！　アクセル踏み込め！」

「無む茶ちやな！」

　運転手が叫んだときに、凄すさまじい衝撃が来た。

　轟ごう音おんが響き、重力が消失したような浮ふ遊ゆう感かんが生じる。それと同時に、クロウは横から抱きつかれる。

　今度は凄まじい重力加速度Ｇがかかり、次の瞬間にはリンネに抱えられて車外に飛び出し、雨で濡ぬれている地面に着地していた。

「わー、びっくりした。もう本当に次から次へとだね」

「……さすがだな。助かったよ、リンネ」

　クロウは路上を素早く確認した。タクシーは路ろ肩かたに突っ込むようにして止まっている。車体のフロント部分がぐしゃぐしゃに潰つぶれてしまっている。エアバッグが作動したようで、運転手は気絶しているが、生きてはいるようだ。

「本当に悪いことをしたな、あの運ちゃんには」

　クロウはつぶやきつつ、剣の柄つかに手をかけた。

　路上に立っている何者かは、鞘さやごとの剣を握にぎっている。あれでタクシーをぶん殴り、吹き飛ばしたのだろう。あまりにとんでもない力技だ。

「なんか凄すごい格好してるよ、あのお姉ちゃん。剣を四本も差してるし」

　リンネが、じろじろと路上の人物を見つめている。

　クロウはその服装を見知っていた。同じような服装の人物を、つい最近見たばかりだ。マントと四本の剣を除けば、絶ぜつ剣けんシュナークとほぼ同じ格好をしている。

「もしかすると、剣を四本差してるクレイジーな剣けん士しは何人かいるかもしれねえけど、剣を四本差してるクレイジーでバカみてえに強い剣士は一人しかいないだろうな」

「ほう、貴様も我を知っているか。ヒョウカに聞いたのか？」

「七しち剣けんについては一通りね。はじめまして、剣けん帝ていアミラルさん」

「はじめまして、剣けん聖せいの継承者」

　アミラルは、にやりと不敵に笑った。

　ちゃんと挨あい拶さつができるのか、とクロウはやや意外に思った。

　剣帝アミラルは、七剣の中でももっとも傲ごう慢まんで、他人の話など聞かない。彼女にとっては自分以外のほとんどは、虫以下の存在だ。

　剣聖からは、そう教わっている。

「少なくとも、俺おれは虫以上だとは思われてんのかな？」

「なんのことか知らんが、我は虫に口がきけるとは思っておらん。貴様に質問がある」

「悪いが、彼女がいる。あんたとは付き合えねえよ」

　クロウは、ぽんぽんとリンネの頭を叩たたいた。

「か、彼女とか……クロちゃんってば言うね……でもまだ正式に付き合ったわけじゃないし……いろいろあるし……」

　リンネは顔を赤くして、ぶつぶつと独り言をつぶやいている。照れている状況ではないだろうに。もっとも、軽口を叩たたいている状況でもない。

「我は男になど興味はない。むろん処女だ。見るか？」

「なにをだよ……」

　さすがのクロウも、初対面の女性にえぐりこむような下ネタを言われては反応に困る。

「見ないのなら別によい。それより質問のことだ、剣けん聖せいの継承者その２」

「なんだ、その１にはもう会ってきたのかよ」

「男にしてはまともな部類だったな。それにしても、ヒョウカは妙なことをする。我の弟で子しどもはピンキリだが、わざわざ同等の力量の剣けん士しを二人つくり上げるとはな。知識も同じか？」

「たぶんな。質問っていうのは？」

「ヒョウカの居場所だ。奴やつは、どこにいる？」

　剣けん帝ていアミラルは、鞘さやごとの剣を肩かたに担ぎながら傲ごう慢まんに訊きいた。

「師匠せんせいは、行方不明だ。知らないならネットで検索すりゃ、すぐに記事が見つかるよ」

「そうか、やはり貴様はなにか知っているな。包み隠さず話せ」

「マジで話聞かねえんだな、あんた」

　とはいえ、剣帝にはあっさり見抜かれてしまったようだ。かなり上う手まく平静を装って答えたつもりだったが。剣帝は他人などなんとも思わないくせに、人の表情を読むのに長たけているようだ。

　見抜かれた以上は、認めるしかない。

　クロウは、今は剣聖の話をされるだけで動揺してしまっている。隠し通すのは難しい。

「ちょっと！　クロちゃんは嘘うそなんてつかない……とはとても言い切れないけど、なんでいきなり疑うたがうの！」

　リンネは目を赤く輝かせ、銀ギン翼ヨクを構えて憤いきどおる。

　剣帝が今のクロウにヒョウカのことを訊いたのが、許せないらしい。

　リンネは、いい奴なのだ。

「その赤い瞳……貴様、話に聞いたブレイズか。『光コウ』が攻撃的すぎる。おかげで、貴様らを見つけられたがな」

「シュナークさん並みの探知能力だな。七しち剣けんって奴らはなんでもできんのか？」

「話を渋しぶる者から、無理に話を聞き出すこともな。我はなんでも斬きれるが、死なない程度に斬ることなど造作もないぞ」

「いいや、難しいな。あんた、どうせ師匠と戦いたいとかだろ？　よくやったもんだよ、師匠に挑んでくるバカの相手はな。何人斬ったか覚えちゃいねえが、記録を更新させてくれんのか？」

　クロウは日本刀をすらりと抜いた。先日は絶ぜつ剣けんシュナークと斬きり合い、今日は剣けん帝ていアミラルだ。最強の七しち剣けんと続けて立ち会うことになるとは、夢にも思わなかった。というより、夢であってほしいくらいだ。

「待って、クロちゃん。ボクがやるよ。七剣なんて、ボクら死し剣けん使つかいの相手じゃない。昔は、七剣二人がかりで死剣使い一人と戦ったらしいよ」

「我は昔の七剣ではない。死剣使い？　聞いたことはあるな。死を武器にし──死ヽをヽ捧ヽげヽるヽ。最強でありながら、最悪に惨みじめな生き物だ」

「ふざけんな」

　クロウは、冷たく言って中段の構えを取る。

「いきなり現れて、好き勝手になにをぬかしてやがる。死を捧げるとか……あんたがリンネのなにを知ってるんだ？」

「クロちゃん……」

　リンネはクロウが怒ったことが嬉うれしいのか、顔を赤らめ微笑を浮かべている。

「やっぱり、あんたの相手は俺おれだ。師匠のことを訊ききたきゃ、力ずくで来いよ」

「我に指図するな、たかが剣けん聖せいの弟で子しごときが。女を愚ぐ弄ろうされた程度で頭に血が上のぼるとはな。まあ、貴様にはこの程度の女がお似合いか」

「ごたくはもういい。俺は忙しいんだ。あヽんヽたヽ程ヽ度ヽの女の相手なんぞ、さっさと済ませてえんだ」

「いいえ、そいつの相手は私よ」

「…………？」

　突如、リンネでも剣帝でもない女性の声が響いた。

　その女性は、堂々と車道を歩いてクロウたちのほうへ近づいてくる。

「あんたは……」

　クロウは、ぼんやりとつぶやいた。

　黒の上着に、同じ色のミニのタイトスカート。クロウには見慣れた、旧セイバーズの女性用制服だ。

　肩かたまでの青い髪。美しく整った顔に、赤く輝く瞳。十代にしか見えないが、彼女が二十四歳であることをクロウは知っていた。

「マナカ……なんでこんなところに」

　彼女の名前は、マナカ。元剣けん将しようで、クロウの上司であり、剣聖ヒョウカの実の妹であり、数すうヶか月げつ前に命いのち懸がけの戦いを繰り広げた相手だった。

「久しぶりね、クロウ君。それにリンネも。アミラルは……三年ぶりかしら？　シュナークの絶剣継承のとき以来よね」

「剣けん将しようマナカ。ほほう、これはいい。貴様にも訊ききたいことがある。行方をくらましたと聞いていたが、まさか貴様と会えるとはな」

「元ヽ剣将よ。私もあんたと会えるとは思ってなかったわ。竜りゆう剣けんとあんたは、いつもどこにいるかわからないからね。こんなに堂々と姿を現してくれるなんて」

　マナカは嬉うれしげに言って、腰こしに差していた薄い刃の長ちよう剣けん──舞まい姫ひめを抜いた。さらに、柄つかからもう一本の剣を引き抜く。舞姫は二本で一本の剣なのだ。

「悪いけど、クロウ君。今日はあんたの相手はしてあげられないわ」

「あんたみたいないい女とは、一度やれば充分だよ」

　クロウは軽口を叩たたく。マナカがブレイズであるとわかっていても、彼女にはいまいち敵意が持てない。

「つーか、俺おれに用がないなら、なにしに来たんだ？」

「七しち剣けんの始末──それが、私の本来のお役目なのよ。私はそのためにソーディ社会に入り、みずからも七剣に昇った。七剣を知るために。七剣を斬きり尽くすために」

　マナカは二本の剣を構え、光こう刃じんを宿らせ──アミラルに笑いかける。

　アミラルも四本の剣のうち、二本を抜き、光刃を宿らせて上段に構えた。

　二人の七剣から、凄すさまじい『光コウ』の波動が放たれ、空中で衝突して拡散していく。

　クロウは、リンネの手を引いて一歩下がる。

　そのとき、クロウは既すでに雨が止やんでいることに気づいた。





　マナカは、両手に剣を構えたまま駆かけ出だした。

　相手は、剣けん聖せいに次ぐ実力者と讃たたえられた剣けん帝ていアミラル。傲ごう慢まんで唯ゆい我が独どく尊そんな性格はともかく、剣才は本物だ。これまでに戦った誰だれよりも強いと考えたほうがいい。

「アミラルっ！」

　マナカは一気に間合いを詰め、二本の剣を同時に振った。彼女の愛剣、舞姫。極限まで刃を薄くして軽量化させた長剣である。

「ふんっ！」

　アミラルもまた、二刀を振るってマナカの剣を止めた。両者の光刃がぶつかり、強烈な白い輝きを発する。刃をぶつけ合っていたのは、一瞬のみ。すぐにマナカはアミラルから離れていた。

　そして、離れた次の瞬間にはまたアミラルに斬りかかっていた。首筋と胴どうを狙ねらった同時攻撃。ほとんどの者には目視すらかなわない、神速の斬ざん撃げきだった。

「速いだけの剣など、芸がないぞ剣将！」

「元だっつってんでしょ！」

　アミラルにまたもや剣を受け止められ、マナカは刀身を合わせたまま前へ跳び、空中でくるりと一回転して、剣けん帝ていの背後へ着地する。マントを羽織った彼女の背中を狙ねらい、斬ざん撃げきを繰り出す。

　しかし、アミラルは背中からマナカのほうへ倒れ込むようにして身体からだを傾け、さらに身体をひねりながら、時間差を置いて繰り出された斬撃をかわす。

「ちっ、曲芸師の次は軽かる業わざ師しか！　次から次へと鬱うつ陶とうしいな！」

「あんたの戦歴なんか知らないわよ！」

　曲芸師というのが誰だれなのか想像はつくが、マナカにはどうでもいい。

　マナカは気合いとともに次々に攻撃を繰り出していく。すべての攻撃が、刃が霞かすんで見えなくなるほどのスピードだったが、それらをアミラルは悠ゆう々ゆうと受け止めていく。耳障りな高い音が響き、白い光こう刃じんが弾はじけるように輝く。

「くっ……！」

　マナカは歯は噛がみする。止まることなく放たれる神速の斬撃を、なぜアミラルのゆったりした剣に止められてしまうのか。

　おそらく──アミラルの剣はまったく無駄がない。

　むろん、マナカの剣も洗練され尽くしているが、アミラルはそれ以上だ。スピードに欠けていても、もっとも効果的な太た刀ち筋すじで振られた剣が、マナカの神速を受け止めている。

「速いだけの剣など面白くもない！　曲芸師のほうがマシだったぞ！」

　ほんのわずかな隙すきを突き、アミラルのゆっくりした剣が、マナカの胴どうをかすった。セイバーズの制服が破れ、血が飛び散る。

「つっ……！」

　マナカは苦痛に顔を歪ゆがめながら、アミラルに打ち込み、弾き返された衝撃を利用して後ろに跳んだ。

　そこに、クラクションを鳴らしながら車が猛スピードで突っ込んでくる。忘れていたが、ここは車道なのだ。

　しかし、車はマナカを跳ね飛ばすことなく──彼女の身体を通ヽりヽ抜ヽけヽたヽ。そのまま霞かすみのようにマナカの姿が消え、剣帝の目が鋭く細められる。

「ぐっ！」

　アミラルは唸うなりながら、突然真横に現れたマナカの剣を、二本の剣でとっさに受け止める。強烈な剣を受け、剣帝の顔がわずかに歪んだのを、マナカは見逃さなかった。

「はあぁっ！」

　マナカは気合いを込め、刃を合わせたまま、アミラルを吹き飛ばした。剣帝の身体は数メートルも飛んで、勢いよく街灯に激突する。

「速いだけの剣が……なんて言ったかしら？　剣帝アミラル？」

「……調子に乗るでないぞ、小娘」

　ぐにゃりと大きく曲がった街灯から離れ、アミラルはマナカを睨にらみつける。

「小娘って、あんたもそう変わらない歳としでしょ？　それとも、他に私を嘲あざけるネタがないの？」

「黙だまれ、小娘。残像だと？　まだまだ芸の域を出ておらんわ」

「芸も極きわめれば奥義になる。七しち剣けんの技なんて、だいたいそんなもんでしょ」

　マナカは不敵に笑い、二刀を構えてじりじりとアミラルに近づいていく。

　既すでにマナカはアミラルだけに意識を集中し、彼女しか見ていない。

　だからマナカは、気づかなかった。

　クロウたちに向かって、一直線に走ってきた車のエンジン音にすら。





　一台の自動車が、タイヤを軋きしませながら、滑すべり込むようにしてクロウたちの前に止まった。

　助手席のドアが開き、金色の髪の少女が弾はじかれたように飛び出してくる。

「ロウ！」

　セフィは叫ぶと、跳ぶようにしてクロウのところへと駆かけ寄よってくる。剣の学院の短いスカートの裾すそがひらひらと揺れている。

「よう、セフィ。久しぶりだな」

「バカ！」

　セフィは再び叫ぶと、背負っていた星ほし崩くずしを引き抜いた。それから容よう赦しやなく、クロウに向けて剣を上段から振り下ろす。

「どわぁっ！」

　クロウは慌てて、星崩の一撃を横に跳んで避よけた。クロウが立っていた地面に、星崩がめりこみ、コンクリートを粉々に砕いている。

「こ、殺す気か、セフィ！　つーか、だんだん攻撃が鋭くなってるぞ！　いつかマジで死ぬって！」

「あたしに斬きられるようなことをしなきゃいいのよ！」

　セフィは再び星崩を軽々と振りかぶって──腕うでをいっぱいに伸ばして剣を高々と掲かかげたところで、それを取り落とした。鈍い音がして、剣が地面にぶつかる。

「ロウ」

　セフィは、かすれたような声でそう言うと、クロウに抱きついてきた。

　柔らかい身体からだの感触と、甘い香りが伝わってくる。

「ロウ、ロウ、ロウ……！」

「わっ」

　セフィは軽く背伸びして、何度も頬ほおにキスしてくる。

　なぜか頬が熱くなっているのは、セフィの唇くちびるのあたたかさか、クロウが照れてしまっているからなのか。

「……らしくねえことをするじゃないか、セフィ」

「うるさい」

　セフィはまた小さな声で言った。その目はわずかに涙ぐんでいるようだ。

　抱きつかれたまま、クロウはどうしていいかわからない。彼女の背中に手を回すべきなのだろうが、それもできなかった。

　なぜできないのか──そう考えたとき、リンネと目が合った。クロウのすぐそばで、黙だまって視線を向けてきている。

「リ──」

　クロウはリンネの名前を呼びかけ、口をつぐんだ。

　リンネはクロウの顔を見ながら微笑ほほえみを浮かべ、唇に人差し指をそっと当てた。

　なにも言うな、とリンネの仕し草ぐさは語っていた。

　勝手なようだが、クロウはリンネに甘えて、なにも言わないことにした。リンネと過ごした時間は、二人だけの秘密にすることになりそうだ。

「……セフィ。感動の再会シーンはいいんだけど、今はちょいとそれどころじゃねえ」

　クロウは片手で、セフィの肩かたを軽く押して彼女の身体からだを離した。

「めったにお目にかかれねえ、七しち剣けん同士のガチの斬きり合いだ。気ぃ抜いたら、離れててもやべぇぞ」

「……七剣同士の斬り合いなら、もう見たわ。絶ぜつ剣けんと剣けん帝ていのね」

　セフィは呆あきれたように言って、斬り結んでいるマナカとアミラルに目を向けた。

「なんだ、初めてじゃないのか。それじゃいまいち盛り上がらねえな。絶剣の戦闘か。そいつは、俺おれも見たかったな。シュナークさん、いい脚あししてるんだよなあ」

「「バカ」」

　クロウは左右から同時に、ぽかりと頭を叩たたかれる。セフィとリンネの攻撃は完全に同時だった。

「いってー。このくらいの軽口は許してくれよ……」

　実はたいして痛くはなかった。セフィとリンネは卵も割れない程度の力で叩いたのだ。

「それと、ロウ」

「ん？」

　セフィがじっとりとした視線をクロウに向けてきていた。

「さっきから、この手はなにかしら？」

「どの手だ？」

　クロウは聞き返しながら、自分の手が柔らかなものを掴つかんでいることに気づいた。

　というか、セフィの胸を揉もんでいた。

　手のひらに収まりきらないほどの、大きく柔らかい胸。ぐにぐにと揉むと、服の上からでも素晴らしい感触が伝わってくる。

「はっ!?　慣れ親しんだ感触だから、触ってることに気づかなかった！」

「勝手に人の胸に慣れ親しまないで！」

　セフィは文句を言いながらも、クロウの手をはねつけようとはしなかった。揉まれるままにしている。

「……もしかして、感動の再会を祝してサービスしてくれてるのか？」

「うるさいって言ってるでしょ。バカ、サービスなんかしないわよ」

　セフィは軽くクロウの手の甲を叩たたき、ぷいっとそっぽを向いた。わずかに頬ほおが赤くなっている。

「そうだな、サービスどころじゃねえな。感動の再会をする相手は他にもいるし」

　クロウは近づいてきたイシュトに笑いかけた。

「まあ、無事でよかった、少年。君には散々からかわれたからな。逆ぎやく襲しゆうする前に死なれては困る」

　イシュトは、愛剣の雷ライ狼ロウ牙ガを肩かたに担ぎ、彼女のほうも笑った。彼女はセフィより二つ年上だが、二回りくらい小さく可愛かわいらしい胸も健在で、クロウは安心する。

















「よし、なにか失礼なことを考えてるな。再会したばかりで悪いが、一突きさせてもらおう」

「ちょっ、会長！　人の心を読むのはやめよう！」

「失礼なことを考えるのをやめる気はないのかな？」

　イシュトはまだ笑っているが、目は笑っていなかった。

「言っておくが、セフィ様と違って私の胸はいつでもおさわりオッケーじゃないぞ」

「えぇっ!?」

「ロウ、そこは驚くとこじゃないでしょ！　あたしもいつでもオッケーじゃない！」

「えー……」

　クロウは残念そうにつぶやいて、もう一人の人物に顔を向ける。

　イシュトたちが乗ってきた車のボンネットに、ラーシュが偉えらそうに腰こし掛かけていた。

「やあ。しぶとく生きてたね、クロウ」

「まだおまえに斬きられてねえからな」

　クロウはにやりと笑い、ラーシュは苦笑して首を傾かしげた。

　ふと、クロウは兄弟弟で子しのリアクションにかすかな違和感を覚えた。どこかいつもと違う。妙に気き迫はくに欠けている。

　ラーシュはいつも穏やかそうに見えても、心の中には常に鋭い刃を秘ひめている。剣に魔性が宿るという男性ソーディのサガなのだろうか。だが、それが今は見当たらない。

「気にするな、クロウ。今は他に気にすることがあるだろ？」

「……そういや、日ひ奈な子こは来てねえんだな。さすがに置いてきたか」

「そっちなの？　まあ、しょうがないよ。俺おれたちはブレイズの調査が任務だからね。日奈子には危険が大きすぎる」

「セフィにもだろ。俺がいない間にセイバーズに入ったのか？」

「わかってるんじゃないの？」

　クロウは、ラーシュの言葉にため息をつき、セフィを見た。彼女は、またぷいっとそっぽを向く。

　想像するに、セフィはシルフィに直じか談だん判ぱんでもしてセイバーズの任務に同行したのだろう。妹に甘いシルフィとはいえ、セフィのお願いを聞くにはそれなりの条件がついただろうが。

「特別参加ってとこか。なあ、会長。俺のほうは正式に復帰してもいいのかな」

「まず、そこにいるピンクの髪の子を紹介してくれないと。私のほうから自己紹介しようか。私は剣の学院の生徒会長で、少年の上司のイシュトだ」

「あ、クロちゃんから聞いたよ。すっごく可愛いって」

「少年らしからぬ素直な評価だな」

「おっぱいが可愛かわいらしいって」

「ああ、誰だれからもそう思われてる。口に出すのは少年だけだけどな」

　イシュトが担いでいる愛剣、雷ライ狼ロウ牙ガに光こう刃じんの淡い輝きが宿り始めている。リンネを黙だまらせないと、あの鋭い切っ先がクロウの喉のどに迫ることになりそうだ。

「えーと……さて、どうしたもんかな。剣けん帝ていアミラルは、俺おれに用があるらしいし、逃げたらなにをするかわかんねえぞ」

「ああ、その意見には同意だね。ただ、剣帝さんはマナカに夢中らしいけど、俺はもう一人の危険人物が気になるな」

「リンネなら大丈夫だ。少なくとも今は危険はねえ」

「ボクはクロちゃんたちとは戦わないよ。セフィちゃん、この前は殴っちゃってごめんね」

「別に。あんたのほうが強いからやられただけよ。いつか、やり返すかもしれないけど」

　セフィはそっぽを向いたまま言った。やはり、リンネにはいい感情は持っていないようだ。

「わー、セフィちゃんはやっぱ怖いなあ。この怖さがいいのかな。ボクが一歩リードしてても、危なそう……」

「んん!?」

　セフィがいきなり正面を向いた。

　まずい、とクロウは危機を予感する。セフィの目を見ただけで、彼女がなにに気づいたかわかってしまったのだ。

「ちょっと待ちなさい！　ロウ、リンネ！　あんたたちまさか……！」

　今度はクロウがそっぽを向いた。リンネは落ち着きなく、視線をさ迷わせる。

「リンネが視みたっていう予知の……。え？　まさか本当に……？」

　クロウはそっぽを向きながら、「まずい」と内心で焦る。

　リンネの予知のことをずっと気にしていたからこそ、セフィはすぐに気づいてしまったのだろう。

「セ、セフィちゃんもちょっと待って！　邪魔が入って寸止めだったんだよ！」

「寸止めぇーっ!?」

　セフィが彼女らしからぬ奇声を上げた。

　そして、クロウも声を上げたい気分だった。リンネがぺらぺらと、事実を端的に語ってしまうとは。さっき秘密にしようと思ったばかりなのに。

「三角関係は楽しそうだけど、ちょっといいかな。いや、四角関係か？　まあ、一つ二つ増えても別にいいね」

「ラーシュ、あんたもうるさいわよ。なにが言いたいのよ？」

「いや、あっちが──だいぶ盛り上がってきたみたいだからね。話はあとにしたほうがいいんじゃないかと思って」

　ラーシュはボンネットから、軽く勢いをつけて降りた。

　クロウも、文字どおりに火花を散らして斬きり合っている七しち剣けんたちをじっと見る。

　本人たちには深刻な問題で、他人にはしょうもない騒ぎを繰り広げている間に、マナカとアミラルの戦いはさらに激しくなっていたらしい。

「どうやら、出るね。ああ、あれはもう見たくないなあ。トラウマなんだよ」

　ラーシュが、本気で嫌そうにぼやいた。

　クロウも兄弟弟で子しの言葉の意味に気づいた。剣けん聖せいの弟子は二人とも、身体からだでそヽれヽを知っている。

　元剣けん将しようマナカの、最強の奥義──

　乱れ舞う美しい姫が、姿を現そうとしていた。





　剣けん帝ていアミラルは確かに強い。剣の極きわみに達している。

　マナカは、七剣と呼ばれる者が到達している境地を再確認した。

　彼女の身体にはいくつもの小さな傷が走っている。アミラルのほうはまだ無傷だ。マナカが放った斬ざん撃げきはすべて、かすりもしていない。

　だが、なにも問題はない。

　毒刃でもなければ、かすり傷など戦いの支障にならない。別にマナカが押されているわけではないのだ。マナカは、あえてアミラルの攻撃を誘いつつ、踏み込むタイミングを計っている。それが、マナカのみ傷を負っている理由だ。

　剣の極みに達しているのは──マナカも同じことなのだ。

「そんなものか、小娘！　貴様がちょろちょろ動き回っても、まったく可愛かわいくないぞ！」

「私の可愛さがわからないなんて、残念な人生ね」

「ほざけ！」

　剣帝アミラルが、ゆっくりと左手の剣を振りかぶり──同じ速度で振り下ろした。

「…………っ！」

　空気と地面を同時に引き裂きながら、アミラルの剣の衝撃波が飛んでくる。マナカは、また残像だけをその場に置き去りにして消えた。マナカが立っていた地面にざっくりと深い亀き裂れつが走っていく。

　一瞬で数メートル離れても、アミラルの剣の衝撃波がマナカの細い身体を木の葉のように吹き飛ばす。しかし、マナカは体勢を崩すことなくあざやかに着地した。

「もちろん、ほヽざヽくヽだけじゃないわ」

　マナカの動きが静から動へとなめらかに移行する。滑すべるようにして走り、アミラルに肉薄すると、剣を振ることなく横へ跳んだ。

　マナカのトリッキーな体術に、アミラルの反応がごくわずかに遅れた。その隙すきを見逃すマナカではない。

「見せてやるわ……！」

　重力を感じさせない軽やかな動きを見せ、マナカは不意に舞い上がった。ただし、一人ではない。

　七ツ身分身──断続的な高速移動によって七つの残像を見せる、神速が生み出した奥義である。

　七人のマナカが舞い、同時に幾いく筋すじもの斬ざん撃げきを放つ。

「乱みだれ舞まい姫ひめ・双そう剣けん──」

　マナカは剣を振りながら、つぶやいた。

　剣けん聖せいの弟で子し、ラーシュを倒し、クロウを追い詰めた奥義だ。七人のマナカが二本の剣から放つ斬撃をかわせる者など、この世にはいない。

「たかが七人か……！」

　突然、アミラルの身体からだが白い光を発した。目もくらむような輝きに、マナカはまったく動じなかった。既すでに剣は奔はしっている。見えなくてもなにも問題はない。

　だが──

　乱舞姫の斬撃は、ことごとくアミラルの剣に止められてしまう。立て続けに金属音が響き、まるで小さな爆発がいくつも起きたような、白い閃せん光こうが次々にきらめいた。

「なにっ……!?」

「ふははははははは！」

　剣けん帝ていアミラルは狂ったような高笑いを上げた。

　マナカは地面をえぐり、白い煙けむりを上げながら着地して一ヽ人ヽに戻る。

「へえ……噂うわさには聞いてたけど、それがあんたの奥の手なのね」

　ぎょっとしたものの、マナカは既に平静を取り戻していた。

　剣帝アミラルは──四ヽ本ヽのヽ剣ヽを握にぎって構えている。彼女の腕うでの二本に加え、肩かたから伸びている白い触手のような腕に剣が二本握られている。

「四刀流か……イカレてるわね」

　肩の触手の長さは腕と同じくらい。先が拳こぶしほどの大きさにふくらんでいて、そこが剣の柄つかを握ヽっヽてヽいヽるヽ。

「剣を四本も使おうって発想がかなりどうかしてるわ。多けりゃいいってものじゃないでしょ」

　高密度の『光コウ』を肩から放出して、腕を増やし、それで剣を操っているようだが──信じがたい。

　しかも、マナカの乱みだれ舞まい姫ひめを防ぎきったところを見ると、パワーも精度も本物の腕うでと変わらないレベルのようだ。

「七人に分身する貴様には言われたくないな。この四刀を見られたことを光栄に思え。使ったのは、我が師を倒したとき以来だ」

「先代の剣けん帝ていか。聞いたことあるわね。海外の戦場を渡り歩いて三百輌りよう以上の戦車を破壊しまくったとか。あまり、国際問題になるようなことをしないでほしいわ」

「ふん、師も我にはまるで及ばなかった。四刀流を使わされたが、我はかすり傷ひとつ負わなかったのだからな」

「……となると、先代の剣帝より私のほうが上なのかしらね」

　マナカは片目をつぶって笑い、舞まい姫ひめの刀身に口づけた。

「貴様、なにを言って……ぐっ!?」

　アミラルの胸の中心が横に裂け、続いて縦に裂けた。服が破れ、血が噴ふき出だしている。

　マナカは、舞姫の切っ先をアミラルに向けた。

「仮にも元剣けん将しようの奥義よ。無傷で切り抜けようっていうのは図ずう々ずうしいわね」

「……なるほど、確かに見せてもらったぞ、剣将。政府の役人ごときが剥はく奪だつしようが関係ない。貴様は剣将にふさわしい力量の持ち主よ」

「ありがとう。でも、私はまだまだすべてを見せていないわよ。お見せできるものは、いくらでもあるわ」

　マナカの舞姫の刀身から、ゴゴゴゴゴと轟ごう音おんが響き始める。真っ赤な炎が渦うず巻まくようにして、刀身に絡みついている。

「術法か……そんなものを使って、剣がおざなりになっては無意味だぞ」

「自滅するような技を、あんた相手に使うわけないでしょ？」

　マナカの言っていることはハッタリではない。

　術法は、発動までにタヽメヽがあり、放出後にはごくわずかであるが隙すきもできる。しかし、それも使いどころ次第だ。乱舞姫のような奥義も、隙があるのは同じこと。大技というのは、威力と引き替えに必ずリスクがある。それを恐れていては、使えない。

「ふはは、面白いな」

　剣帝アミラルは心から楽しそうに笑い、四本の剣を上段に構えた。凄すさまじい威圧感を放つ構えだった。

「ヒョウカの前座が、ここまで楽しませてくれるとは。ならば、どんどん見せてみよ。すべて受けきってみせよう」

　アミラルの四本の長ちよう剣けんに宿っている光こう刃じんの輝きが増していく。刀身が白熱して、融とけてしまいそうなほどに。

「だが、我が見せるのは一つだけだ。むろん、我には四刀流から放つ奥義がある」

「それは楽しみ──」

　マナカは、ぴたりと言葉を止め、素早く振り返った。敵を目の前にして、自殺行為にも等しかった。

　しかし、アミラルもまた同じ方向を見ていた。

　マナカたちが立っている路上から三百メートルほど先、六階建てのビルの屋上に人影が見えた。

　燃えるような赤い髪に、ブルーのジャージ。

　マナカは七しち剣けん最高のスピードを誇ほこっているが、神速の中で獲物を正確に捉とらえる視力も持っている。彼女の目には、屋上の人物が笑っていることまでわかった。

「スイサーラ……？」

　ジャージの女は、ふらりと前によろめくようにして屋上から落ち──数メートル落下したところで、ビルの壁を蹴けって飛ひ翔しようした。

「あははははははははっ！」

　三百メートルを一気に飛んで、スイサーラはマナカとアミラルの間に着地した。衝撃でコンクリートの地面が砕け、穴が空いている。

「いやあ、おそろいだね。マナカ、君までいるとは思わなかった。サーラが前線に出ちゃってるのがバレてしまったね」

　スイサーラはまったく悪びれている様子はない。それどころか、完全に戦闘モードに入ってしまっている。

　まるで『光コウ』の塊かたまりのような圧倒的な威圧感。見ているだけで気を失いそうな、強烈な殺気。ここまで戦闘的になっているスイサーラを目にしたのは、マナカも初めてだった。

「面白い……いいだろう、誰だれだか知らんが貴様が本番でもいいくらいだ」

　剣けん帝ていアミラルは、下げていた四本の剣を再び上段に構える。

　マナカは目を大きく瞠みはった。まさか、いきなり四刀での奥義を放つつもりなのか。

「アミラル！　待っ──」

　マナカの声は少しばかり遅かった。剣帝はコンクリートを砕きながら地面を蹴り、駆かけ出だした。肩かたから生えている『光』の触手が二メートルほどの長さに伸び、二本の剣をさらに高く掲かかげた。

「──人の言うことは聞くものだよ」

　走るアミラルの前に、スイサーラが妖あやしく笑いながら鋭く肉薄し──

「…………っ！」

　ジャージの右みぎ袖そでからスイサーラの愛剣、神シン鳴メイ刃ハが飛び出している。彼女の剣けん閃せんがひらめき、剣帝が短い声を漏らした。

　マナカの目でもブレすぎていてほとんど捉えられなかったほどの一撃──

　それは、剣けん帝ていアミラルの右みぎ腕うでを付け根から斬きり飛ばし、その腕は剣を握にぎったまま高く高く舞い上がった。

「なっ……にっ……！」

　一瞬遅れて、アミラルの右みぎ肩かたから血が噴ふき出だした。アミラルは左手の剣を落とし、出血箇所を押さえ、よろめいた。彼女の目からは、さっきまで宿っていたギラギラとした輝きが消えてしまっている。

　剣帝ともあろう者が、腕を斬られた程度で絶望するわけがない。

　絶望したとすれば──一撃でスイサーラとの実力差を知ってしまったからだろう。

　スイサーラを知っているマナカですら、久しぶりに目の当たりにした彼女の剣さばきに動揺してしまっている。

　だが、それ以上に──

「スイサーラ！　どういうつもりよ!?」

　七しち剣けんの暗殺は、他でもないスイサーラがマナカに任せた仕事だ。

　それを横から獲物を奪い取るマネをするなど、許せることではない。

「ん？　マナカ、君はまさかサーラに剣を向けるつもりじゃないよね？」

「これからあんたがなにをするかによるわ」

「そこの少年に用があるんだよ」

　スイサーラは、神シン鳴メイ刃ハでクロウを指さした。

　すっかり存在を忘れかけていたが、クロウとその愉快な仲間たちはおとなしく二人の七剣の戦いを見物していたようだ。

「クロウとの戦いがまだ途中なんだ。彼はまださほど強くないけれど、面白い。サーラと戦える者は少ない。面白い、というだけで充分に価値があるんだよ。だから、もっとやりたい。味わったことがない快感が待っているといいなあ」

　スイサーラは、大きく口元を歪ゆがめて笑う。

　その笑みは残ざん酷こくで、まるで獲物をいたぶる猫のようだった。

　クロウは、マナカにとって姉の仇かたきだ。殺す理由は十二分にあるが、彼をかばう理由はどこにもない。

　かつて、クロウの修行時代は何度も稽けい古こをつけたし、必殺の乱みだれ舞まい姫ひめさえ見せてやった。セイバーズでは部下でもあった。弟のように思っていたこともある。

　その頃の気持ちを思い出したわけではない。そうではないが──

「炎よ、舞い踊れ、踊れ、踊れ！」

　突然、マナカは舞まい姫ひめの剣先をスイサーラに向け、巨大な炎の龍りゆうを立て続けに三発放った。唸うなるような音を上げて、三匹の龍がスイサーラめがけて飛んでいく。

「熱い、熱いなあ、マナカ！」

　スイサーラは両手を大きく広げ、白く輝く光の球をいくつも放った。

　光の球は龍りゆうたちとぶつかると、激しく爆発し、太陽のような輝きが生まれた。

「……爆発の術法か」

　マナカは、ギリッと奥歯を噛む。スイサーラの術法は知っていたが、やはり『光コウ』が桁けた外はずれなだけに威力も凄すさまじい。三匹の龍は、現代の戦車の装甲すら打ち破るのに。

「くっ……！」

　マナカは、再び静から動へ動いた。

　手加減している余裕などない。持てる力のすべてを、出だし惜おしみせずにぶつけなければ、スイサーラには勝てない──

「乱みだれ舞まい姫ひめ──」

「遅い」

　マナカが分身を開始したそのとき、既すでにスイサーラは息がかかるほどの距離まで近づいてきていた。

　それでもマナカが怯ひるまずに分身を生み出すのと同時に、スイサーラの神シン鳴メイ刃ハが真横に薙なぎ払はらわれ──

「…………っ！」

　横に並んだ七人のマナカが、スイサーラの刃にまとめて斬きり裂かれる。

　マナカのセイバーズの制服が破れ、白い肌はだが露出し、真っ赤な血が噴ふき出だしていく。

　技を出すことすらできないなんて──

　マナカは倒れながら、視界の端にクロウの顔を捉とらえた。

　彼は大きく目を見開き、表情が抜けたような顔をまっすぐマナカに向けている。

「なん……てこと……！」

　マナカは、自分も絶望を感じていることに気づいた。

　このまま自分が倒れたら、ここにいる誰だれもスイサーラには対抗できない。

　かろうじてリンネが戦えるかもしれないが、まだ彼女は素人しろうとだ。完成された死し剣けん使つかいと、剣を学んで一年の死剣使い。勝敗は考えるまでもない。

　そして、クロウはリンネには戦わせないだろう。

　おそらく、彼自身がスイサーラに立ち向かう。

　今のクロウでは、スイサーラに勝てる見込みはゼロに近い──いや、ゼロだ。

　遠ざかっていく意識の中、マナカはこの世でもっとも憎いはずの少年が逃げてくれることを祈ってしまっていた──





　倒れゆくマナカと目が合ったのは錯さつ覚かくではないだろう。

　彼女の目に憎ぞう悪おが見えなかったのは、気のせいだろうか。

「ま、どっちでもいいか……」

　クロウはぼやいて、日本刀を手に前に歩き出した。サーラはマナカを斬きった位置から動いていない。

　待っているのだ、クロウを。

「ロ、ロウ。待ちなさいよ！」

「あんまり長くは待てねえぞ」

　クロウは振り向かずにセフィに答える。

「あの人……ブレイズなの？　ヤバすぎるわよ……」

「見てのとおりだな。しかも、あいつも死し剣けん使つかいだ」

「し、死剣使い……？　本当なの……？」

「ずいぶんびっくりしてるな。まあ、見ただけでヤバイってのはわかるだろうが」

「姉上に死剣使いとだけは戦うなって言われたの！　ロウ、あんたも──！」

「俺おれはシルフィ様には言われてねえよ。残念ながらな。別に好きこのんで戦うわけでもねえけど」

　クロウは、額ひたいに手をやって前髪をかき上げた。

「あの女は、サーラは師匠せんせいと同じレベルの怪物だ。マナカと剣けん帝ていがやられたのはまぐれじゃねえよ」

　セフィは初めてリンネに会ったときには、彼女の危険な『光コウ』に気づかなかったようだが、サーラの危険性はわかったらしい。それほどまでにサーラが凄すさまじいということだ。

　さっき、サーラが飛び込んできたときから、セフィもラーシュもイシュトも、全員が動けずに固まってしまっている。

　今、クロウが動けているのは、既すでに一度サーラの恐怖にさらされているからだ。慣れた、などとは口が裂けても言えないが。

「あいつは、逃がしてはくれねえよ。今、剣帝にやったみたいに飛び掛かってこないのは、俺がやる気になってるからだ」

「剣けん聖せいと同じレベルの怪物って……そんなのに勝てるわけないじゃない！」

「セフィが言うか？　前、リンネにも斬りかかっただろ」

「ぐっ……あ、あたしはいいの！　勝てないってわかっててやったんだから！」

「余計にタチ悪いじゃん。どのみち逃げられねえよ。あんな遠くから一瞬で飛んできたんだぞ。ああ、別に俺も自殺しようってんじゃない。全員がバラバラに逃げても、真っ先に俺が狙ねらわれる。だったら背中から斬られるより正面から立ち向かうほうが利口だろ」

　はぐらかしているわけではない。立ち向かうことが利口だとも思っていない。

　サーラの威圧感はさっきよりはるかに増し、目の前で二人の七しち剣けんがあっさりと倒されてしまった。

　こんな剣けん士しを相手に戦うなど、利口ではないどころか──正気ではない。

「ラーシュ、会長。そこのお姫様を頼む。チャンスがあれば逃げてくれ……っていうのは、言うまでもないか」

「当たり前だろう。あんな化け物がいるなんて聞いてなかったよ、俺おれは。チャンスがあれば速やかに逃げるよ」

「私も、学院の生徒から死者を出すつもりはない。自分の判断で動く」

　ラーシュとイシュトが答える。クロウは、兄弟弟で子しのラーシュはもちろん、イシュトも信頼している。ラーシュはしたたかで抜け目がなく、イシュトはお人ひと好よしな性分を立場からつくられた責任感でコーティングしているのだ。

「──クロちゃんっ、来るよ！」

「わかってらっ！」

　クロウはリンネに答えると同時に、古コ流リユウの剣を振るう。

　またもや消えたようにしか見えない動きで接近してきたサーラの剣を、かろうじて受け流した。腕うでにまた鈍い痛みが走る。

「ふふんっ、やっぱり凄すごいじゃないかクロウ！　さっきは泣いていたのにもう立ち直ったのかな！」

「バラすなこの野郎！　ナイーブな年頃なんだぞ！」

　クロウは、なかば本気で嫌がりながら、古流で袈け裟さ懸がけに剣を振り下ろす。

「────!?」

　クロウは目を大きく見開いた。彼の剣が、見事にサーラの胸を斬きり裂いたからだ。

　深くはなくとも、決して浅くもない。手加減など一切していない本気の一撃だったが、一刀目が当たるとは思っていなかったのだ。

「……おおっ、痛い、痛いなぁっ……！　うううっ、痛いけど……たまらないっ！　身体からだが熱く燃えてくるっ！」

　サーラのジャージが裂け、そこから血が流れ出している。なにかで防がれたわけではなく、間違いなくクロウの剣はサーラを斬ったのだ。

「なんだ、てめえ。なにあっさり斬られてんだ。ふざけてんのか！」

「まさか。こんな痛いこと、わざとやるわけがないよ？　痛いから喜んでるんじゃない。サーラはマゾじゃないんだ」

「マゾじゃねえのか!?」

「驚かれた!?」

「……冗談はともかく、なんのつもりなんだよ」

　クロウは、サーラを睨にらみつける。

　ジャージの下の傷は既すでに血が止まり、目に見える速度で塞ふさがっていっている。死し剣けん使つかいが持つ、驚異的な回復能力によるものだ。

「ヒョウカに学んだ君の剣を一度受けてみたかっただけさ。はっはっ、見事な太た刀ち筋すじだよ。これは痺しびれるなあ。こんな剣で身体からだを愛あい撫ぶされたら……ああっ。凄すごいっ。でもまだ──こんなものじゃないんだろう？」

　サーラの口元が大きく歪ゆがむ。

　左ひだり腕うでからも神シン鳴メイ刃ハが飛び出し、サーラが大きく腕を振るう。腕が伸びたかと思うような、不可思議な太刀筋だった。

「ぐっ……！」

　クロウはまた、きわどいところでその剣を受け流す。もう何度も見ているのに、未いまだにサーラの剣をまともにさばけたことがない。古コ流リユウを修めて初めてのことかもしれない。

「今度は俺おれにくらえっつーのかよ！」

　サーラは次々に神鳴刃を繰り出してくる。なんとか受け流しつつも、連続攻撃の剣圧だけで、身体を押しつぶされてしまいそうだ。

　実のところ、古流は防御に長たけた流りゆう派はである。人間がソーディに身体能力で大きく劣おとる以上、敵の先制を許す可能性が非常に高い。ソーディの一撃をさばきつつ、隙すきを見つけてこちらから仕掛ける。それが古流の戦い方だ。

「なんだ、受けるだけか、クロウ！　もうこっちの傷は治ったよ！」

「デタラメすぎんぞ、てめえ！」

　まだ傷をつけてから、三分も経たっていない。クロウがさっきのような攻撃をくらったら、入院一ヶか月げつコースだというのに。

　防御一いつ辺ぺん倒とうになってしまうのも当然だ。一撃で確実に仕し留とめられなければ、攻撃する意味がない。

「またつまらなくなってるよ、クロウ！　そんなんじゃ、サーラは楽しくない！　女を楽しませてこその男じゃないか！」

「誰だれがてめえを楽しませるって──」

　クロウは、はっとなった。

　サーラの手から、白い光の球のようなものが放たれた。

　まずい──！

　クロウはとっさに両腕を胸の前で交差させ、後ろに跳んだ。たちまち、目もくらむような光が放たれ、爆音が響く。

　頭ず蓋がい骨こつの中がシェイクされ、腕が焼けるような感覚に襲われる。

「ぐぐっ……！」

　光がおさまると、クロウは腕を下げて正面を睨にらんだ。サーラは追撃を仕掛けてこず、嬉うれしそうに笑っている。

　爆発の術法。ほとんどノータイムで撃ってくる。直撃すれば一瞬でミンチだ。

「まずいなあ……ちくしょう」

　腕うでが爆発の熱で焼けている。剣を振るうのに支障はなくとも、術法の存在が踏み込みを浅くする。状況は悪化する一方だ。

「クロちゃん……」

　突然、リンネが真横に現れていた。クロウの焼けた腕に指で触れている。

「ボクに、リーゼちゃんみたいな力があればよかったのに」

「……でも、おまえにはリーゼにはない発育のいい胸や太ももがある」

「そんなの、いくらでも触っていいよ……。クロちゃんのためになるのなら」

「冗談をマジで返されると困るな……。いいから、リンネも下がってろ。ああほら、セフィがすげー怖い顔して見てる」

　クロウは、ちらりとセフィの表情を確認する。まるで親の仇かたきでも見ているような顔だった。

「セフィちゃんが怖い顔してるのは、クロちゃんが無む茶ちやをし──」

　不意に、リンネが目と口を大きく見開いて、身体からだをびくりと震わせた。

　それから、上目遣いで真剣なまなざしを向けてくる。

「……なにか視ヽえヽたヽのか？」

　リンネの未来予知は、あるとき突然頭に浮かぶものらしい。前にも、クロウはリンネが予知した瞬間を見たことがあった。

「うん……でも、たいしたことじゃない。ここから逃げるのに役に立ちそうにないよ」

「そりゃ残念。さてさて、あまり待たせると怖いから行くか」

　クロウは日本刀をぎゅっと握にぎりしめ、リンネから離れて歩いて行く。

「クロちゃん……」

「リンネ。おまえにだけ、俺おれの秘密を教えてやるよ」

「え……？」

「俺は全然、最強でもなんでもない。サーラはもちろん、マナカにも剣けん帝ていアミラルにも絶ぜつ剣けんシュナークにも劣おとってる」

「な、なに言ってるの、クロちゃん？」

「でもな」

　クロウは意識を集中させ、身体の奥底に眠っているものを引ヽっヽ張ヽりヽ出ヽすヽ。

　ソーディだけではなく、人間もごくわずかだけ持っている『光コウ』。クロウはそれを強引に引き出すことができるのだ。まるで制御できず、ソーディのように剣に宿らせることなどできないが、溢あふれ出した『光』は全身を巡めぐり、身体能力を底上げする。

　彼だけが使える、“〝光こう身しん”〟という能力だ。

「俺おれ、これまで誰だれにも負けたことがねえんだ」

「なっ……」

　クロウはリンネのあっけに取られた声に立ち止まることなく、ゆっくりと進んでいく。

　嘘うそでもハッタリでもない。

　剣けん聖せいヒョウカとの真剣勝負にも、おそらく勝っている。

　相手が本気でなかったとしてもマナカを撃退し、リンネを圧倒し、ソーディの天敵の力を宿したジョーを斬きった。数時間前のサーラとの戦いも、負けたわけではない。

「ふうん、負けたことがない、か。奇き遇ぐうだね、サーラも同じなんだ」

「リンネに言ったんだよ。人の秘密を──勝手に聞くなよ」

　クロウは鋭く踏み込み、剣を一いつ閃せんさせた。サーラは、また服に触れるか触れないかのところで、それをかわす。

　今度はクロウが止まることなく連続攻撃を繰り出していく。

　これは、セフィの戦法だった。格上の相手と戦うために、ひたすら全力の攻撃を放って、無理矢理に隙すきをつくり出す。

「なんだ、ヤケになったのかい、クロウ？　そんなんじゃあちっとも面白くない！　そんな剣じゃ、サーラはまったく感じない──！」

　サーラが、二本の剣を上段と下段から、刃でクロウの身体からだを挟むように振るってくる。

「そういう大振りは古コ流リユウの大好物なんだよ──！」

　クロウは、今まさに自分の身体を斬り裂こうとしている神シン鳴メイ刃ハに、幾いく閃せんもの斬ざん撃げきを叩たたき込こむ。

　花カ散サン乱ラン撃ゲキ、本来は複数の相手の攻撃をほぼ同時にさばく技だ。敵の剣に叩き込むことで、軌き道どうを大きく逸そらせる。

「おお……!?」

　多方向から剣に衝撃を与えられて、サーラがわずかによろめく。

　それでもまだ、サーラには隙は見えなかった。

　クロウは続けて、剣を上段に構え、一気に振り下ろした。

「なにっ!?」

　サーラの片目がわずかに見開かれた。クロウは一度剣を引き、再び振り下ろすと、ドッと音を立てて彼女の左ひだり肩かたに食い込む。

　クロウは深く剣を押し込まず、素早く刃を引いて距離を取った。

「朧おぼろ三み日か月づき。強い奴やつほど引っかかる、頭に来る技だ」

　サーラは既すでに、クロウの剣が予想外の軌道と速度で振られることを知っている。そこに、当たり前のなんでもない、いかにも人間らしい剣が振られ、サーラも反応が遅れたのだ。わずかに驚いたところに、古コ流リユウでの二刀目。見事に一撃を浴びせることに成功したというわけだ。

「ふうん。そうか、そんなものか。つまらない小技でサーラに少しでもダメージを与えて、それをいい思い出に死ぬつもりかな？」

「あまり思い出にこだわるタイプじゃねえんだ。なんせ、俺おれのアルバムは七歳以降の写真がまったくないくらいだ」

「女の子に囲まれているくせに、寂さみしい人生だね、クロウ」

「だから寂しいまま死にたくねえんだよ──」

　クロウはさらに踏み込む。

　光こう身しんが発動しているときにだけ使える秘技、九きゆう天てん聖せい斬ざんはまだ振るえない。相手に隙すきがなければ発動できない奥義なのだ。サーラは完璧な剣けん士しだ。彼女の剣や体さばきには一分の乱れもない。

「いいや、つまらない奴やつは死ねばいい──！」

　サーラの神シン鳴メイ刃ハが、真っ白に輝く。刃が細かく震動し、キィィィンと戦闘機のエンジン音のような高い音が響いた。

「神しん鳴めい爆ばく天てん破は──」

　クロウの頭からすべてが吹き飛んで、たった一つの予感がぐるぐると脳内を巡めぐる。

　疑うたがいようのない、死の予感が──

　サーラの二本の神鳴刃の周りにピンポン球程度の光の球体がいくつも浮かび、さらに音が高く鳴り、刃が見えないほど激しく震動する。

　サーラはふわりと舞い上がった。まるで月げつ面めんで跳ねたようなゆっくりした、そして高い跳ちよう躍やくだった。

「銀ギン翼ヨク──」

「…………!?」

　クロウは、突然前に割り込んできたリンネに驚きよう愕がくする。

「風ふう神じん旋せん！」

　彼女は愛剣の銀翼を高速で回転させながら、サーラに向けて振り上げる。

　クロウはその技を知っていた。リンネの“〝必殺技”〟で、双そう頭とうの槍やりをヘリのローター並みの速度で猛回転させながら、自由自在に振り回す。デタラメな身体能力を持つ死し剣けん使つかいだからこそ使える技なのだ。

「リンネっ……！」

　クロウはリンネの背中に手を伸ばしたが、動くことができなかった。二人の死剣使いの必殺技に割り込むことなどできるはずがない。

　リンネの必殺技だけでも、クロウを粉こな微み塵じんに砕くことが可能だ。そこにサーラの技まで加わったら、クロウは近づくことすらできない。

「リンネ！　それはサーラが君に与えた技だよ！」

　サーラは、リンネが割り込んできたことに動じず、爆発の術法をまとった神シン鳴メイ刃ハを振るう。リンネもまた、高速回転する銀ギン翼ヨクを振り下ろした。

「…………！」

　凄すさまじい爆発が起き、竜たつ巻まきのような風が吹いて、クロウは思わず目を閉じてしまう。

　爆風に耐たえながら、クロウはなんとか目を開く。

　クロウのすぐ前の地面は、舗ほ装そうがめくれて土がむき出しになっている。大量のほこりと煙けむりが上がり、周囲は薄いカーテンがかかったようになっていて、ひどく視界が悪い。

「リンネ……？」

　クロウは、ふらりと一歩踏み出した。

　驚くほどすぐ近くに、ピンクの髪の少女が仰あお向むけになって倒れていた。くくっていた髪がほどけ、さっき買ったばかりの服がボロボロになっている。そして、腹のあたりが血で真っ赤に染まっていた。

　クロウは屈かがんで、リンネの首筋に手を当てた。

「脈みやくは……ある。息もしてるな」

「……当たり前だよ。ボク、生きてるもん……」

「リンネ！」

　どうやら意識もあるようだ。リンネはうっすらと目を開け、口元にわずかに笑みを浮かべている。

「……出血が止まらない。なんでだ。リンネも傷はすぐに治るはずだろ」

「冷静だね、クロちゃん……。それでこそ、ボクのクロちゃんだ。焦ってボクを揺さぶったりしないところがいいよ。死し剣けん使つかいでも、死んじゃうような大きなダメージを受けるとすぐには治らない」

「そこまで都合よくはいかねえってことだな……。あっちは、だいぶ元気そうだが」

　クロウは、リンネの出血箇所を押さえながら、横を向く。

　土つち埃ぼこりの舞う中、クロウたちのすぐそばにサーラが立っていた。額ひたいから血を流し、ブルーのジャージはあちこち千切れ、ミニスカートも裾すそがところどころ破れているが、ほとんどダメージはないようだ。

「さっき、リンネが視みた未来は──俺おれがサーラのあの技で死ぬところか？」

「……便利なようで嫌な能力だよ。クロちゃんが死ぬところを視せられたんだからね。そのおかげで、助けられたんだけど。というかボク、よくクロちゃんの未来を視るなあ」

「まったく……またおまえに借りができたじゃねえか」

「貸しとか借りとかいいんだよ……。ボクは、気ままなリンネだからね。自分の思うままに……しただけなんだよ」

　クロウは、リンネの手を一度ぎゅっと握にぎってから、それを離した。

　そうだ、借りとか気にするのはやめだ。ただ、リンネを想おもっていればいい。

「リンネ。俺おれの言いたいことは一つだけだ」

　クロウはそっと、リンネの柔らかな頬ほおを撫なでる。

「死ぬな」

「……うん」

　リンネは笑って頷うなずいた。

　クロウは立ち上がり、剣の柄つかを握ってサーラと向き合う。

「ラーシュ、会長！　ここにリンネが倒れてる！　手当てをしてやってくれ！」

　もうもうと舞う土つち埃ぼこりのせいで周りが見えないが、クロウはかまわずに叫んだ。ラーシュは旧セイバーズで応急処置の訓練を受けているし、イシュトも心得くらいはあるはずだ。

「おっと、そうだ。先に大事なことを訊きいておかなきゃな。なあ、サーラ。リーゼと、ついでにネッサはどうなった？」

「術法で工場を吹き飛ばしたあとのことは知らない。だけど、間違っても死んではいないよ。二人ともね」

「そいつを聞いて、安心した」

「死ぬ前に聞けてよかったね。これで心置きなく死ねるか」

「……は？　先に訊くっていうのはそういう意味じゃねえよ」

　クロウは、額ひたいの古傷をかいた。

「おまえが死ぬ前にって意味だ──」

　クロウは、なにがおかしいのか自分でもわからないまま、笑った。

　どくん、どくんと心臓の鼓動が速まっている。

　胸の奥から熱く燃え盛る炎のような熱が噴ふき出だし、全身を燃やしている。クロウはつい最近、この激しい昂たかぶりを体験した。

「は、はっ……ははははは！　傷がうずくなあ！　ああ痛いてぇ！」

　クロウは笑いながら一気に駆かけ出だした。近づいてきたラーシュたちの足音も、倒れているリンネのことも置き去りにしてしまった。

「サーラぁ！」

　クロウは上段から剣を一気に振り下ろした。サーラの胸をかすり、刃が吹き抜けた。さらにクロウは止まることなく、今度は喉のどを狙ねらって突いた。剣先がサーラの喉にほんの数ミリだけ刺さり、彼女は軽く身体からだをひねって剣から逃れた。ばっ、とわずかに血が飛び散る。

　リンネとの戦いのときも、クロウは同じ状態になった。剣けん聖せいにつけられた古傷がひどくうずき、笑いが止まらなくなり、暴れたくてたまらなくなる。

　だが、あのときとは明確に違っていることがあった。

「くっ……！　な、なんなんだいきなり！」

　今度はサーラが防戦一方になっている。クロウの剣をかわすので精一杯のようだ。

　クロウは明らかに暴走している。それでも、前と違い、剣けん聖せいに習い覚えた古コ流リユウの太た刀ち筋すじは忘れていない。常よりも剣は速く、体術もキレが増し、ミリ単位で狙ねらったところを斬きり裂く剣の精度も上がっている。

「うおおおおおおおおおっ！」

「なんだっ、いったい君はなんだ!?」

「興きようざめなことを訊きくなよ、サーラ！　もっと楽しみたいんだろうが！」

「サ、サーラが押されてる……!?　犯おかされるっ……!?」

　吠ほえながら剣を振るうクロウに、サーラが焦りの声を漏らす。

　光こう刃じんで強化された神シン鳴メイ刃ハで剣を止められても、クロウの日本刀は折れなかった。受け止められた瞬間に、クロウは巧こう妙みように太刀筋を逸そらせて衝撃を逃がしている。

「おああああっ！」

　クロウがひときわ高い絶叫を上げた。

　彼の瞳に、サーラへ向かって伸びる九つの白い光の軌跡が映る。

　九きゆう天てん聖せい斬ざん──

　クロウはそのうちの一つを選び、剣聖の太刀筋で軌跡をなぞるように剣を振るう。

「…………くうっ！」

　サーラはクロウの剣に右みぎ胴どうを払われ、小さな悲鳴を上げる。

　浅い──！

　マナカを斬り、エイジンの左ひだり腕うでを斬り落とした九天聖斬がかすった程度の傷しかつけていない。あれでは、すぐに回復してしまう──

「……やはり、サーラは間違っていなかった！　君だ、君を殺やるべきだったんだ！　クロウ、君はサーラたちの前に立つ者だったんだ！」

　サーラは両手を広げ、術法の白い光球を生み出し、クロウに向けてそれらを放った。

「薙なぎ倒されるだけだと思うなよ！　処女のくせにどん欲すぎんだよ、てめえは！」

　クロウは飛んでくる光の球体にも怯ひるまなかった。一気に間合いを詰めて、サーラに斬りつける。

「うああっ！」

「ぐおおおおっ！」

　二人の剣けん士しは、ほぼ同時に悲鳴を上げた。

　クロウの剣がサーラの左の二の腕を半ば切断する勢いで斬り、サーラの術法がクロウの真下で爆発し、彼の身体からだを跳ね上げていた。

　相あい討うち──などではなかった。

　クロウは着地すると、すぐに片かた膝ひざをついてしまう。

　サーラの腕うではちぎれかけてはいるが、既すでに回復が始まっている。だが、クロウはみずから跳んで爆発の直撃は避けたものの、肋ろつ骨こつが数本折れ、左足がずたずたになっている。

「くそっ……」

　クロウは笑うのを止やめ、唇くちびるを噛んだ。

　術法はそれほどの脅きよう威いではないと、彼は考えていた。しかし、それも場合によるようだ。

　サーラの術法はノータイムで撃ってくる上に効果範囲が広く、発動を読めてもクロウの身体能力ではかわしきれない。しかも、使いどころが絶妙で、使用後の隙すきを突くのも難しい。

　最初から、勝ち目などない戦いだった。だが、さらに状況は悪化したようだ。

　その上、サーラはまだ切り札を残している。

　リンネが風の術法以外に、未来予知を使えるように。

　死し剣けん使つかいには、術法の他にもう一つ能力がある。サーラは、まだそれを使っていない。

　リンネと同じく戦闘向けの力ではないかもしれないが、希望的観測は避けるべきだろう。

「まあいいや……」

　クロウはつぶやいた。まだ戦える。肋骨と脚あしはひどい状態だが、この程度で戦闘不能になるほどヤワな鍛きたえ方はしていない。

　剣を握にぎり直し、中段の構えを取ろうとして──

「ん？」

　クロウは、まだ舞っている土つち埃ぼこりの中で黒い影が動いたのを見た。サーラではない。

　その黒い影は一瞬ちらりと見えただけで、すぐに消えてしまった。

　そして──

「は……!?」

　なにかが飛んできて、クロウはとっさにそれを受け止めた。

　それは細く柔らかく、よく知った匂いがして──

「日ひ奈な子こ!?」

「……んん？　あれ、なぜかクローっぽい誰だれかが見えます……」

　クロウの腕の中で、日奈子はわずかに身じろぎして、目を開いた。いつも以上にぼんやりした表情をしている。

「なっ、なんでおまえがいるんだ!?　どこから湧わいて出でた!?」

「どこからでしょう……。なんだか変な人が学院に現れて、連れて行かれて……」

「また拉ら致ちられたのかよ！　おまえ、拉致されねえと気が済まないのか!?」

「クローには言われたくないです……」

　日ひ奈な子こは、じっとりした目を向けてくる。それはごもっともだった。何日も拉ら致ちされたままだった男が突っ込むことではない。

「つーか、変な人って誰だれ……って、なんでもいい。どうせわかんねえんだろ」

「さすがクロー、いいカンしてるのです。誘ゆう拐かい犯はんの顔すら見てないです」

「褒ほめられてもな。ああ、うっとうしいほこりだ。すぐそこに、セフィたちがいるから、おまえはそっちに──」

「なにか、ここにも変な人がいますね。ボロボロになってますが……」

　日奈子は、サーラに不ふ審しんそうな目を向けていた。

　サーラもまた、興味深そうに日奈子に視線を向けている。

「その子、桜さくら井い日奈子か？　なんてことだろう、ここに役者が揃そろいつつあるみたいだね」

「……待て。てめえの目的は俺おれだろう。日奈子には手を出すな」

「そうですか。この人が今回のクローの敵さんなのですね。確かに、なんだか強そうなのです……」

　日奈子は、クロウから離れて、ふらふらとサーラのほうへと歩き出してしまう。

「ちょっ、おまえも待て！　なに考えて──！」

　クロウは慌てて止めようとして、差し出した手をすぐに引っ込めてしまう。

　日奈子の身体からだから、黄金の光が立ち昇り始めている。過去に何度か見た、日奈子が発する、ソーディの『光コウ』とも違う謎なぞの光──

　日奈子はサーラのすぐ手前で立ち止まり、謎の光を放ったまま微動だにしない。

「わたしの力がクローに必要……確かにそうみたいです」

「日奈子、なに言って……」

「この人の力はわたしが封ふうじ込めます。クロー、わたしにも……あなたのためにできることがあるのです」

　日奈子がそう言うと、さらに黄金の光は輝きを増し、周囲をまぶしく照らし出した。それは、世界の隅すみ々ずみまで包み込むような強烈な光だった。

「これは……!?」

　サーラも、はっきりした驚きを顔に浮かべていた。

　それだけではない。サーラの身体もまた、黄金の光に覆おおわれてしまっている。

「術法が……使えない？　いや、違う……」

　サーラは何度も手を握にぎったり開いたりを繰り返している。

　術法封じもまた、クロウは何度か見てきた。今さら珍しいことではない。この状況では、これ以上ないほどありがたいことではあるが。

「術法だけじゃない。回復が、止まっている……？」

　サーラの言葉に、クロウははっとする。

　クロウの剣で深く断ち切られていたサーラの左ひだり腕うでが、まだくっついていない。それどころか、激しく出血を続けている。

「なんかずいぶんびっくりしてるです、あの人」

　日ひ奈な子こがぼけっとした調子で言い、サーラを指さした。

「おまえ……なにやったんだ？」

「さあ……ご存じのとおり、わたしはわたしのことが一番わからないのです」

「……そうだったな」

　いや、さっきの質問は間違っていた。

　なにをやったのかはわかっている。

　日奈子の能力は術法だけではなく、サーラの回復能力まで封ふうじてしまったらしい。

　それだけで──クロウには、充分すぎるほどの希望になる。

「日奈子、ありがとうな。あとは──俺おれがやる」

「……クロー」

　日奈子は珍しく悲しげな顔をして、心配そうにクロウを見つめてくる。

　少し会わないうちに、彼女は感情表現というものを学んだのかもしれない。それは、クロウにとっても驚くほど嬉うれしいことだった。

　生まれた希望は、クロウの胸で少しずつふくらんでいく。

















　もっともっと、日ひ奈な子このいろんな顔を見たい。

　大ケガを負ってしまったリンネのところにも、早く戻らなければならない。

　それに、サーラはブレイズの指し揮き官かんだという。ならば、ブレイズに狙ねらわれているセフィは、サーラを倒せば命を脅かされることはなくなるかもしれない。

　なにより、サーラが術法と回復能力を封ふうじられている今が、細大のチャンスなのだ。

「さあ、続きをやるか、サーラ」

「……いいよ。君は、ブレイズがもっとも倒さなければならない敵だと認識する。もう手加減はしない」

「そうだろうよ」

　わかっている。サーラに術法と回復能力がなくても、クロウの勝ち目はゼロに近い。

　しかし、クロウは戦うことをやめられない。戦う理由があるから、やめられない。

　希望は小さいものだ。だが、クロウは絶望していない。

　リンネに言ったとおり、彼は負けたことが一度もない。

　そして、剣けん聖せいにも負けなかったことを思い出しつつあるのだ。

　クロウは、いつもどおり、剣聖に教わったとおり、剣を中段に構えた。

　遠くからヘリの爆音が聞こえてきたが──その音は、クロウの耳を通り過ぎていくのみだった。










エピローグ





　ついさきほど、スイサーラが姿を見せた六階建てのビルの屋上。

　その屋上を取り囲む柵さくのそばに、小柄な人影が立っていた。

　白はく衣いをまとい、ポケットに両手を突っ込んでいる。

「…………」

　白衣の人物が見み据すえる先は、土つち煙けむりがもうもうと上がっていて、ほとんどなにも見えない。さっきから、その辺りに近づく車は一台もない。まるで、そこがこの世界で一番危険な場所だと誰だれもが知っているかのようだ。

「リーゼ──ベル。見えるのか？」

「いえ、見えません」

　リーゼベルは、背後から突然聞こえた声にも動じず、小さく首を振った。振り返ろうともしない。

「けど、わかります。もうすぐ、また始まるようですよ。あなたが放ほうり込んだもののおかげで、また状況が変わりそうです」

「そうでなければ、わざわざ剣の学院からあの子を担いできた甲か斐いがない」

「それはまた、ご苦労でしたね」

　リーゼベルがつぶやき、後ろの人物がつかつかと近づいてきて横に並ぶ。

　黒いコートをまとったその人物に、リーゼベルはやはり視線を向けなかった。リーゼベルには、黒コートの姿を直視したくない理由があるのだ。

「おや？　そこに寝ているのは……ネッサ、だったか？」

　黒コートはやや意外そうに言った。

　リーゼベルは、屋上の柵さくにもたれるようにして眠っているネッサにちらりと視線を向けた。身体からだにサーラにつけられた傷がいくつもあるが、既すでにリーゼベルが治療済みだ。意識はまだ戻らないが、命に別状はない。

「そなたが治療したのか。優秀ではあるだろうが、ずいぶん大切にしているようだな？」

「ネッサは仲間です。あなたとは違う。それに……場合によっては、ネッサがブレイズを率ひきいることになるかもしれません」

「まさか、クロウがスイサーラを倒すとでも？　そなた、ずいぶんとクロウを買いかぶっているようだな」

「私には、あの人間の剣けん士しはよくわかりません。ですが、彼を育てた者のことはよく知っています」

「ふん……」

　黒コートは、わずかに笑ったようだった。その笑いは、リーゼベルには愉快なものではなかった。

「やはり、そなたとは考えが合わないようだな」

「私にもあなたの考えていることがわかりません。八年前──ソーディの少年と人間の少年を弟で子しに取ったところから、まったくわからなくなりました」

「嘘うそだな。それくらいのことがわからないそなたではない」

　黒コートはまた笑って、鉄てつ柵さくに手を置いた。その手には、黒い手袋がはまっている。

「私は、二人の弟子を取った。彼ら二人のどちらかを選べなかった。それも理由の一つではある」

「最初に言った、ということはそれは重要な理由ではないんですね」

「私が尊敬する師から受け継ついだ称号を継がせる者は必要だ。誰だれかに伝えなくてはならなかった」

「あなたには──他に伝えるべきことがあるんですね」

　リーゼベルは、土つち煙けむりをじっと見つめながら言った。

「もう一つ継いでもらわなければならないものがあった。あの称号の継承者としての私ではない。もヽっヽとヽ先ヽにヽたヽどヽりヽ着ヽいヽたヽ私ヽを継ぐ者がいなくては」

「なぜですか？　あなたはあなたとして、一人の剣士として完成する。それ以上のことに意味があるとでも？」

「ただ、私が目指す境地にたどり着くだけでは無意味だ。それを継つぐ者がいなければ」

　黒コートがぐっと手に力を込めた。握にぎっていた鉄てつ柵さくが、ぐにゃりと変形する。

「そのために必要なものがまだまだ残っている。役者は揃そろいつつあるが、時はまだ満ちていない。私にも、太陽の乙女にも扉の巫み女こにも、時は進められない」

「……でも、時は動いています」

　リーゼベルは、すっと視線を上げた。

　夜空の向こうから、爆音を上げて数機のヘリが接近してきている。

　さらに、何十台もの車両のエンジン音もこちらへと近づいてくる。

「自由剣けん士し団の航空部隊と車両部隊でしょうか。かなりの大部隊ですね」

「先頭のヘリに乗っているのは絶ぜつ剣けんと……剣けん王おうまでいるようだ。おや、ついでにシルフィ議員までご同乗なさってるな。シルフィめ、ここでケリをつけるつもりか」

「……太たい陽よう教きようはおとなしくしていますが、ダイナスト社がおかしな動きを見せています。今のうちにブレイズを叩たたき潰つぶしておくつもりでしょう。彼女は、本当にラナフィと考え方が似ているようですね」

　リーゼベルは、まだ豆粒ほどの大きさにしか見えないヘリをじっと見た。

　シルフィはここにリンネがいることを知っているだろう。マナカと、死し剣けん使つかいがもう一人いるという情報も、既すでに掴つかんでいるのかもしれない。

　絶剣と剣王──七しち剣けん二人に加えて、自由剣士団が一個大隊。

　三人のブレイズ剣士を倒すためだけにしては、あまりに大げさすぎる。それでも、相手が死剣使いと元剣けん将しようであれば、決して多いとは言えない戦力だ。

「リーゼベル、どうなると思う？」

「私は未来視ではありません。誰だれが誰と戦うのかすら、予測できません」

　屋上に風が吹きつけてきて、リーゼベルの白はく衣いの裾すそを揺らした。

　その風は地上にも吹いていて、土つち煙けむりが次第に晴れつつあるようだった。

「ですが、一つだけわかっていることがあります」

「なんだ？」

　リーゼベルは、薄れてきた煙けむりの中心に、剣を構えて立つ一人の少年を見つめながら──口を開く。

「戦争が始まります」










あとがき



　どうもこんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　この作品も四巻まで来ましたよ。今までよりちょいと間があきましたが、内容を最優先にしつつ、皆さんにお届けしていければと。よろしくお願いします！



　とりあえず内容について、軽く。今回はリンネ大活躍ですね、いろんな意味で。ええ、いろんな意味でドキドキするシーンだらけでした。キャラの多くが勝手に動き出しているこの作品ですが、リンネのフリーダムっぷりはえらいこっちゃですよ。

　性懲りもなく、新キャラたちもぞろぞろ登場しました。または、クロウのセクハラ相手が増えたとも言います。セフィ様も気苦労が絶えませんね。セクハラするとビジュアル的に危険そうなキャラもいますけど。

　とりあえず、今回は出番が少なかった皆さんも、次巻では活躍する──はず！　どうぞお楽しみに！



　しかし、ホントに女の子増えましたねえ（他人事のように）。

　セフィと日ひ奈な子このダブルヒロインで始めて、最終的なヒロインの人数も決めてあったんですけど、それがだんだん揺らぎつつあるような……。まあ、女の子が多くても問題ないですかね！　ないですよね！

　僕が普段シナリオ書いてるたぐいのゲームだと、ヒロインを七人とか八人とかたっぷり出しちゃうと、原画・彩色の方たちへの殺意があると見なされます（やや誇こ張ちよう）。その反動ですかね。いや、作業が大変になるのはラノベも同じですけど……。す、すみません。



　で、最後になりましたが、謝辞です。

　みけおう先生、今回もありがとうございます。特に口絵のリンネのカット、素晴らしかったです。見た後、しばらくニヤニヤしてました。

　担当さん、毎度のことながらご迷惑をかけてすみません。いつも感謝しております。

　そして、この本の制作に関わってくださった皆様、ありがとうございます。

　なにより、読者の皆様に最大限の感謝を。

　それではまた、次巻でお会いできれば嬉うれしいです。



二〇一三年二月　鏡遊










　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。

　　主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　そろそろ刀やぼっちネタにも飽きましたが、驚くほど新ネタが思いつきません。

　　っていうか、ぼっちだからネタがないのか。ハハハ。



　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身のフリーのイラストレーター。

　　現在は札幌市在住。

　　先日、念願かなって南国でのんびりしてきました。

　　すべての景色が色鮮やかなことに一番驚きました。

　　こんなところに住んでいたら、

　　もっとまぶしいような絵が描ける気がします。

　　今度は沖縄に長期滞在したい！



　　ＨＰ　「ＰＩＮＫ　ＣＨＵＣＨＵ」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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